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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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カガミノクニノカノジョ

コイイロメガネ

キミイロマンゲキョウ

叶野学園生徒会　本日妄想中！




　あとがき




















　その鏡にも。あの鏡にも。

　どの鏡でも、私の姿は映るけれど。

　本当の私じゃない気がしてしまう。

　昔、鏡で変身できるお話があって。

　物語の変身まほうは同じ鏡で解けたけれど。

　でも、私の魔ま法ほうはいつ解けるんだろう。

　どうすれば、私は本当の私に戻もどれるだろう。




　　　　１




　ゆっくりとした足並みで叶野かのう市にも春が訪おとずれて、そんな季節と同じように新入生達も徐じよ々じよに、叶野学園がつこうに馴な染じみ始めた四月の半ば。

　うららかな春の日差しは眠ねむ気けを誘さそい、ようやく綻ほころび始めた桜の香かおりに鼻び腔こうはくすぐられるが、あいにく俺達、叶野学園高校生徒会執行部メンバーにはのんびりと春を楽しむ余よ裕ゆうはなかった。

　俺──秋あき庭ば多た加か良らを始め、全員晴れて二年生に進級したものの、生徒会の任期はまだ残っているし、仕事もたくさんある。

　四月は入学式に始まって、各種説明会と新入生を迎むかえる行事が目白押しで、いまは『新入生歓かん迎げいフェスティバル──ラッキーを君たちへ──』の準備に忙いそがしい。

　だが、俺がいま廊ろう下かを急いでいるのは、新歓とは無関係に発生した問題の為ためだ。

　その問題が発覚したのはつい先刻。

　生徒会臨時採用の羽は黒ぐろ花か南なんが〝めだか箱〟と書かれた、一見鳥の巣箱のような、謎なぞの箱を生徒会室に持ち込んだのが事の始まりだ。

　廊下に直じかに置いてあったその箱に、羽黒は例によって見事に躓つまずいた結果その存在に気付き、それに〝めだか箱〟という名めい称しように加え、『生徒会への素す敵てきなご意見募ぼ集しゆう中ちゆう』と書かれていた為、生徒会室に運び込んできたのだった。

　しかし、俺達の誰だれもそんな箱のことは知らなかった。けれど中に既すでに意見が入っていれば、放ほうってはおけず、俺達は困こん惑わくしながらも箱を開けてみた。

　そうして中から出てきたのは「鈴すず木きくんが最近学校で穴を掘ほっていて困ります」「すずきくん達が掘った穴を塞ふさがないので昨日、北校舎裏で躓きました」「鈴木会長はどうして学校で穴を掘っているんですか？　理由があるなら手伝います。理由がないなら危ないので止めてください」等々の意見が書き連ねられた沢たく山さんの紙。

　その全すべてが、鈴木が学園の敷しき地ち内で穴を掘っていて、迷めい惑わくしているという苦情で──つまり、鈴木は生徒会長の仕事をする代わりに、問題を起こしてくれていたというわけだ。

　そうと理解すると同時に、俺は椅い子すから立ち上がり、生徒会室を飛び出した。もちろん、鈴木を捕ほ獲かくした上で、反省文を書かせるために──枚数は千枚以上。

　そういうわけで、俺はいま、躓いたという意見のあった北校舎裏を目指し走っているのだった。

　二階の廊下を駆かけ抜ぬけ、一気に階段を下りると、俺はそこで一度立ち止まり、鈴木の姿は無いかと一応周囲に目を走らせた。すると目の端はしに何か影かげが映った気がして、俺は首を巡めぐらせた。

　でもそれは鈴木ではなく鏡に映った俺の影にすぎなかった。身だしなみを確かく認にんするためのものにしては目立たない、短冊のように細長い鏡を見て、俺は首を捻ひねる。

　もちろん俺の身だしなみに問題は無かったが、その鏡にはどういうわけか黒い×マークが付けられていたのだ。

　だが、小さな鏡には俺の後に続いていた生徒会書記の桑くわ田た美み名な人とも羽黒も気付くことなく通り過ぎて行ってしまう。

「……ねえ、あの人達何で穴なんて掘ってたのかな？　もぐら退治かな？」

「えー、もぐら？」

　更さらにそんな会話が耳に飛び込んでくれば、俺は自分がいま為なすべきことを思い出した。

「桑田、羽黒、急げば現場を押さえられるぞ」

　そして、二人を先へと促うながすと同時に、ひとまずその鏡のことは忘れ、俺は更にスピードを上げたのだった。







　午後は日当たりが悪くなる北校舎裏には、春の温かい風もあまり届かないらしく、そこに着くと、羽黒は小さく体を震ふるわせた。

　けれど、鈴木の代わりに北校舎裏にいた三人の男の額には汗あせが滲にじんでいた。

『マイムマイムマイムマイムマイム温泉!!』

　手を繫つないで円を作り、歌いながらその円を大きくしたり小さくしたり──つまりフォークダンスの一種を踊おどっている三人の顔には見覚えがあった。頭部にタオルの代わりに巻いている、いわゆる温泉マークが描えがかれた手ぬぐいと共に。

「……今回の件は、温泉同好会の穴掘りに鈴木君が一枚嚙かんでいたってことね」

　桑田は数秒眼まな差ざしを空中に向け、それから、どちらかといえば苦く笑しように近い表情を浮うかべてそう言った。

　その名に聞き覚えのない羽黒は桑田の言葉に首を捻ったが、俺は一つだけ頷うなずきを返す。

　そうして俺達が見ているとも知らず、三人は祈いのりの舞まい──マイムとはそもそも水の意だから、温泉を掘る前には相応ふさわしいと奴やつらは主張する──を終えると、スコップを構え、一いつ斉せいに地面に突つき立てた。

　そしてそれを合図に俺は、嬉き々きとして穴掘りを始めた三人の背後に足音を忍しのばせ一人近付いていった。

「今日は鈴木君がダウジングで示してくれた第６ポイントだからしてっ、今日こそ温泉を掘り当てよう！」

「ほう、鈴木がダウジング。その話詳くわしく聞かせて貰もらおうか……本もと橋はし」

　気付かれることなく背後に立つと同時に、俺はわざと耳許で囁ささやいてやった。そうすれば、温泉同好会会長の本橋は、電流が走ったように全身を震わせる。一方、残る二名の同好会会員はスコップを持ち上げたまま動きを止めた。ただし、目線だけはゆっくりと、確実に俺から逸そらしていく。

「目を逸らすのは疚やましいことがあるから？」

　でもその先では桑田が待ち構えており、退路は既に塞がれていると気付いた二人は、もうどうしようもないとばかりに項うな垂だれた。

「や、疚しいことはない！　これは崇すう高こうな志に基もとづく、第37次温泉発はつ掘くつ計画だからしてっ！　新会員も入ったからと、浮かれて始める計画とはひと味違ちがう、第37次……」

　同好会を代表して本橋だけは果か敢かんに反論を試みたが、言い訳に貸す耳は俺にはない。

「第36次に充じゆう分ぶん懲こらしめてやったのにな、本橋。あの時、最後に俺は言わなかったか？　次は相当の覚かく悟ごでやれ、と」

　本橋のぎょろ目を冷たく見み据すえながら言ってやれば、本橋は再び震ふるえたが、残る二名の眼まな差ざしがじっと自分に注がれていると気付くと、

「秋庭の言葉は記き憶おくしている。だから覚悟を決めるまでに半年もかかった……故ゆえに、温泉の代わりに油田を掘ほり当ててしまっても我々は金かね儲もうけはしないと誓ちかったのだからしてっ！」

　舌をもつれさせながらも、その主張いいわけを最後まで言い切った。

「ものすごく意図的に論点をずらしましたね。じゃあ、生徒会からの予算もいりませんか？」

　だが、ゆっくりと歩み寄りながら桑田が、留守番をしている会計・尾お田だの代わりに伝家の宝刀を振ふりかざせば、本橋の口からそれ以上反はん抗こうの言葉が飛び出すことは無かった。

「ええと……温泉同好会の皆みなさんが穴を掘る活動をしているのはわかりました。でも皆さんは温泉を掘っているのですか？　落とし穴を掘っているのですか？」

　代わりに口を開いたのは羽黒だった。今日初めて温泉同好会の活動を目にした羽黒の目は好こう奇き心しんに輝かがやいており、その問いに本橋は眩まぶしそうに目を細める。

「普ふ段だんは温泉に入るだけの無害な同好会だけど、時々何かに取り憑つかれたように、温泉発掘と言って、穴を掘り始める困った人達よ。だから、間違っても入会しちゃダメよ」

　しかし桑田は本橋が問いに答えることを許さず、事実を正確に伝える。本橋は何か言いたげに口を動かしたが、桑田に冷たく見据えられれば、黙だまって俯うつむいた。

「そうですか。わかりました」

「とにかく、学校の敷しき地ち内を掘るのは止やめろ。温泉が湧わくはずがない。そして……今回掘った穴は今日中に、全部、綺き麗れいに、埋うめろ」

　羽黒も温泉同好会を正しく理解したところで、俺は温泉同好会の三人をその場で正座させ、彼らが聞き逃のがすことのないようはっきりと、かつ厳然と通達した。

「でも今回は鈴木君のダウジングと、鈴木君の新型マイムを味方に、かなり大規模な計画を敢かん行こう中だからして……すぐに穴を埋めるのは」

「埋・め・ろ。で、その鈴木はどこだ？」

　本橋の言い訳を声を被かぶせて封ふうじると、俺は知りたいことだけを尋たずねる。

「ええと、どっちの鈴木君？」

　しかし、本橋はいかにも鈴木が二人いるような口くち振ぶりで首を傾かしげ、俺は嫌いやな予感を覚える。

　世の中に鈴木という名字の人は多くあるが、問題を起こす鈴木となるとその数はぐっと少なくなるという事実を知っているからだ。

「どっち、の？」

「うん。だから生徒会長の方？　それともうちの新会員の方？　え～とだから、朔はじめ君か？

百もも人と君か？」

　右へ左へ目玉を動かしつつ、本橋の口からその名前が出たところで、俺はついに目め眩まいに襲おそわれた。

「……Ｗダブル鈴木だったか」

　俺の声が超ちよう低空を飛ぶのに対して、

「ああ、モモタローさんは温泉同好会に入ったんですか」

　羽黒は苦く笑しようしつつも楽しげにその名を呼んだ。それは、モモタローこと鈴木百人ならばこの位はするだろうという経験者の笑みで、桑田もその名を聞いて諦あきらめの溜ため息を吐つく。

　鈴木百人は今年の新入生だが、奴は最初の自己紹しよう介かいで、家業の花火の素す晴ばらしさを見せると言い、教室で花火を上げた。それを始まりとして、以降百人は騒さわぎを起こし続け、三日に一度は教師に追いかけられている。そんな百人を俺は既すでに鈴木同様のトラブルメーカーと認にん識しきしている。

　だからこそ、二人の鈴木の接せつ触しよくは防いでおきたかったのだが、どうやら手て遅おくれだったようだ。

「両方の居場所を教えろ」

　こうなったらどちらもとっとと捕つかまえるしかない。そしてまだ話の通じそうな百人の方に、今後鈴木に近付かないよう言い含ふくめる。

「ええと……モモタローは今日は書を捨てて街に出るって言ってたヨ」

「うむ、言っていた」

「……まさか、学園の外でも穴掘りを？」

　俺の問いかけに同好会の二人が視線を交かわせば、桑田は眉まゆを顰ひそめた。

「だ、だが心配はないからして！　叶野の地に伝わる埋まい蔵ぞう金は見つからないはず……」

　続いて本橋が口を開き、桑田は正しい問題点を本橋の体に教えようと構えたが、その前に、その口は一枚の紙によって塞ふさがれた。

　紙は続いて、俺の眼鏡めがねに張りついてくれて、気まぐれな春風もそれを手伝って中々剝はがれない。

　それでも何とか剝がすが、しかし、上空からは更さらに紙が降ってきて俺の視界を塞ぎまくる。

「さっきから何なんだ、このゴミは？」

　空中を舞まう紙を一枚つかみ取ると、俺はそのまま手の中で紙を握にぎり潰つぶそうとした。

「……ゴミとは言い切れないみたいですよ」

　けれど、羽黒の言葉を受けてひとまず動作を止め、また、次の問いを向ける前に、桑田に倣ならって上空を仰あおぎ見れば、青空を覆おおうように、大量の紙が乱らん舞ぶしていた。

　どこかの国の仕事納め──不要になった書類をオフィスビルの窓から外にばらまくというもの──のような光景に、俺はしばらく声を失い、それから手の中の紙を改めて見る。

「……確かにゴミ、ではない、けどな」

　呟つぶやく声は自然と苦い物になっていた。Ｂ５サイズの紙には、

『新入生歓かん迎げい劇／彼女と王女と鏡／近日大公開／刮かつ目もくして待て!!』

　と印刷されていて、宣伝ビラであることはそれでわかった。文字数の少なさを、フォントの大きさでカバーしている、実にシンプルなビラ自体に問題は無い。内容も、演劇部が新歓で行う劇の告知のようだし。ただ、

「宣伝方法には問題アリだな」

　上空からばらまかれたビラは、はっきりいって拾われた数より地面に溜まっている数の方が多い。この拾われなかった紙はいったい誰が片付けるんだ？

「確かにそうですね。これはどこの屋上からまかれているんでしょう？」

「新歓はＨホームＲルームで告知されるから宣伝なんて……ああ、でも、あの人は必要だと思ったのね」

　ビラが飛んでくる方向と、風向きを探さぐるように桑田は辺りを見回して、ふいに視線を一点に固定した。そして、何かを悟さとったような、静かな、静かすぎる表情のままゆっくりと腕うでを上げて、屋上を示した。

「……鈴木、か」

　その姿は遠かったが、ばっさばっさと紙をばらまく姿は鈴木以外の何者でもなかった。今日もまた制服は着ておらず、代わりに着ているのは温泉のマークの付いた浴衣ゆかた。その浴衣の帯を使って背中には幟のぼり旗ばたを背負っている。しかもその幟旗は緑地に黄色の文字というセンスの悪い色合わせで、そこに躍おどっているのは「新入生歓迎フェスティバル上等！」と特とつ攻こう服に仕立てた方がいいと思われる文字だった。

　最後のおまけに頭の上には、どこで手に入れたのかプラスチック製のちょんまげ。

[image: ]

　本日の鈴木の装よそおいをあえてたとえるならチンドン屋さん、だろうか。

「ふぅー、これでビラ配りは終しゆう了りよう！　一仕事終えた後には温泉が一番ってモモタロー君は言ってたけど……おおーい、温泉出たぁ？」

　そして鈴木は、屋上から温泉同好会に向けて声を降らせる。

　しかし、その声に三人が答えることは無かった。俺は慌あわてて視線を下に戻もどしたが、時既に遅おそし。ビラ撒まきの混乱に乗じて、やつらは逃とう亡ぼうを図はかっていた。

「あ、ああーっ！　皆みなさん、待って下さい！　あの、秋庭さん。わたしは温泉同好会の皆さんを追いかけますね！」

　俺に続いてその事実に気付いた羽黒は一言断ると、三人を追って走り出した……お約束のように、掘ほりかけの穴に躓つまずいてから。

「あっれー？　温泉同好会のみんながいたと思ったんだけど、違ちがうね。おーい、多加良っちはそんなところで何してるの？」

「何してる？　それはこっちの台詞せりふですよ、スズキサン？」

　鈴木が動く度たびに背中ではためく幟旗のことはとりあえず忘れて、俺は自分の本来の仕事をすっぱり忘れている鈴木に逆に問う。上から見下ろされていることに、既すでにこめかみの辺りがひきつっているが、何とか声は荒あららげない。

「えっへん！　ぼくは新歓フェスティバルに向けて深く静かにミッションインポッシブル！　一いつ生しよう懸けん命めいお仕事をしてたんだよ！」

　鈴木は、本当に偉そうにそう言うと、腰こしに手を当てて、屋上の上にいてもそうとわかるくらい大きく胸を反らせた。

「ビラ配りが仕事、だと？　へえ、そうか。じゃあ生徒会室にある書類の山に目を通すのは誰の仕事ですかね？」

「多加良っちだ！」

　俺の拳こぶしが震ふるえていることなど知りもせずに、鈴木は間かん髪はつ容いれずそう答えた。

「そうかそうか。じゃあ、お前の仕事を全部やってやるから、代わりに生徒会長は俺に譲ゆずれ」

「いやいやー、それは譲れませんな」

　俺の至し極ごく当然な要求に、けれど鈴木は簡単に首を振ふり、俺の我が慢まんは限界に達する。

「……だったら、やるべき仕事が出来るように椅い子すに縛しばり付けてやろう」

　鈴木にそう告げながら、俺はおもむろに膝ひざの屈くつ伸しん運動を始めてみせた。

「誠まことに残念ながら今日のお仕事はもうおしまい！　この後はモモタローくんと待ち合わせなんです！」

「大だい丈じよう夫ぶだ。きっと待たずに帰ってくれる」

「そんなことはない！　ぼくがメロスならモモタローくんはセリヌンティウスだよ！」

　どこで知識を仕入れたものか、鈴木は小こ賢ざかしい台詞でもって、この俺に切り返してくる。

「そうかそうか。メロスになるなら生徒会長は辞やめるんだな？　でもその前に穴掘りの件と、ビラの無断配布の件について、それぞれ千枚、反省文を書いてもらおうか」

　だが、向こうがその気ならばと、俺は更さらにその言葉を逆手に取って言い返し、ついでに反省文を新たに千枚追加した。それから最後の調整とばかりにその場でジャンプをする。

　そんな俺を見た鈴木は、

「それならぼくは生徒会長メロスでいいから！　反省文は多加良っちが書いておいて！」

　最後の言葉を言い終えない内に、浴衣の裾すそをからげて、踵きびすを返し走り出す。どうせなら下げ駄たでも履はいていればいいものを、その足あし下もとは走りやすそうな運うん動どう靴ぐつだ。だが、たとえ鈴木が凄すごい高級靴を履いていても、俺に鈴木を逃のがす気は無いし、ヤツの代わりに反省文などあり得ない。

「まて、鈴木！　逃がすかっ！」

「秋庭君、この後は演劇部との打ち合わせだから十分で仕留めてね」

　駆かけ出す俺の背中に向けられた桑田の声は、俺ならば十分あれば大丈夫だろうという信しん頼らいに満ちていた。

「十分もあれば余よ裕ゆうだ！」

　ああ、鈴木の一人を片付けるくらい、十分あれば充じゆう分ぶんだ。桑田が定めたタイムリミットに、俺は拳を突つき上げて答えると同時に、強く地面を蹴けって、まずは屋上を目指して走り出したのだった。
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　校庭のバックネット裏まで鈴木を追いつめると、俺は渾こん身しんの力でＥＸエクストラボール62を鈴木に向けて放った。

　が、鈴木はそこでバックネットをよじ登るという反則に出て、そのまま校外へ逃げ去った。

　追いかけようと思えば追いかけられたが、桑田が告げたタイムリミットが迫せまっていたため、俺は仕方なく追つい跡せきを断念し、生徒会室へと踵を返したのだった。

　そうして約束の時間前に生徒会室に戻ったのだが、そこには既に演劇部の代表者──副部長の有あり塚づかしえと小こ玉だまマリの姿があった。

　扉とびら側に座っているのが三年の有塚。簡単に二つに結んだだけの髪、鼻の辺りにはうっすらとそばかすがあり、よく見ると愛あい嬌きようのある顔なのだが、一見したところで受けるのはいたって地味で落ち着いた印象だ。

　そんな有塚にくっつくようにして座っているのが小玉。普ふ段だんはピンと伸のびている背筋が今日は丸まっていて、そのせいかいつもは大人びて見える表情も今日は高校とし二年生そうおうに見える。

「待たせたか？」

　部屋に入りながら俺が声をかけると、先に顔を上げたのは有塚だった。

「あ、秋庭くん。お疲つかれ様。そんなに待っていないからね。というか、劇の打ち合わせは明日にしてもらって、別の話を聞いて貰もらうために、こっちが約束の時間より早く来ちゃったんだからね」

　有塚の説明に頷うなずきながら俺は室内を見回して、桑田がキッチンスペースでお茶を淹いれていることと、温泉同好会を追っていった羽黒がまだ戻もどっていないことを確かめた。それから尾田の隣となりに腰を下ろすと、

「打ち合わせは明日か。まあ、了りよう解かいだ。……それで、別の話っていうのは？」

　有塚にもう一つ頷いてから、問いかけた。

「あの……あ、でも鈴木君の穴の件は片付いた？　私も先月と一昨日、躓つまずいたから今日〝めだか箱〟っていうのに投書したんだけどね」

「……穴は遅おそくても今週中には塞ふさがれる」

　俺を待つ間に話を聞いたらしい有塚に、詳しよう細さいは伏ふせて伝えれば、有塚はほっと息を吐つく。

「よかった。また誰か転んだら危ないと思ってたからね」

「しえさん、早く本題に入って下さいよ～」

　だが、表情を曇くもらせた小玉にせっつかれると、有塚は顔を引き締しめた。

「じゃあ、本題に入らせてもらうけど……まずは私と小玉ちゃんが撮とった写真を見てくれる？　それから話した方がわかりやすいと思うからね」

　有塚がそう言えば、尾田はその手の中にあった赤い携けい帯たいを俺に差し出した。俺はそれを受け取ると、促うながされるまま画面に目を落とす。

　携帯の画面に映っていたのは一枚の鏡だった。顔を映すのに足りるだけの大きさの、何の変へん哲てつもない鏡は、叶野学園内の水飲み場に置かれている物だ。

　けれど、鏡に何一つ問題が無いわけではなかった。

　その鏡には、大きな黒い×マークが付けられていた。×マークはさっき俺が見たのと同じだったが、鏡と場所は明らかに違ちがう。

　×マークの付いた鏡は俺が目にした一枚だけではなかったという事実に驚おどろきつつ、俺は慣れない携帯に少々戸と惑まどいながらも、急いで残り全ての写真を確かく認にんした。

　写真は全部で五枚。残りの四枚中二枚は同じ場所を撮ったものとわかったが、他の二枚はそれぞれ違う場所、違う鏡。偶ぐう然ぜんでは片付けられそうもない。

「全部で五カ所だな」

　俺が見た鏡もカウントに入れるとそういう計算になるが、

「え？　その携帯に映ってるのは四カ所だったよ？」

「ふ、増えてるっ！　しえさん、やっぱりこれは呪のろいです！　と、とりあえず魔ま研けんのお札シールを貼はりましょう！」

　当然、それを知らない尾田は首を傾かしげ、小玉は慌あわてて制服のポケットを探さぐり、中から多分効果の期待できない紙を取り出した。

「小玉、落ち着け。俺は新東棟とうの一階の鏡にも、同じマークが付けられてるのを見たんだ」

「じゃあ、やっぱり増えてるんじゃない！　わ～ん、しえさん、呪い～怖こわい～」

「……ええと、小玉ちゃん。とりあえずお札は仕し舞まっておいて。怖いなら、あとはわたしが話すから、先に部室に戻ってもいいよ？」

　俺の言葉に、更さらに怯おびえ始めた小玉の背中をなだめるように撫なでながら有塚はそう言った。しかし、有塚にしがみついたまま首を振ふり、離はなれる素そ振ぶりのない小玉を、有塚はひとまずそのままにして、顔だけ俺達の方へ戻した。

「とにかく、このまま放ほうっておいたら騒さわぎになるよ……既すでに、小玉さんは大騒ぎだけど」

　尾田はそんな二人を見つめながら小さくため息を吐き、有塚はその言葉に頷いた。

　確かに尾田の言う通りだ。現時点で騒ぎになっていないのは、割られることに比べれば、派手さもなく、見み逃のがしてしまうような小さな悪戯いたずらだからだろう。でも、同じような鏡の数が増えていけば話は変わる。

「悪戯が、この調子で続けば犯人探しが始まるだろうな。でも、小玉は何をもって〝呪い〟だなんて言ってるんだ？　それに、この鏡の件が演劇部にどう絡からんでくる？」

　問題が起こっているのはわかったけれど、この話をなぜ演劇部が持ち込んできたのかがはっきりせず、単刀直入に尋たずねれば、有塚はゆっくりと話し始めた。

「それは、今度の新しん歓かんでわたし達が上演する劇が叶野学園に伝わる〝真実の鏡〟の伝説を……これは、叶野学園のどこかに〝真実の鏡〟があって、その鏡には文字通り自分の真実の姿が映る、っていうマイナー伝説なんだけどね、知ってた？」

　と、有塚はそこで一度話を切り、俺達に問いかけたが、知らないと俺が尾田と共に首を振ると、もっともだと頷いて、そのまま話を再開した。

「とにかくこの伝説をモチーフに部長のますみちゃんが脚きやく本ほんを書いていてね……だから、この鏡の×マークに部内で最初に気付いた小玉ちゃんは、これは伝説を弄もてあそぶなっていう見えない者からのメッセージで、このままじゃ演劇部は呪われてしまうって、怖がってて……」

　真しん剣けんに怯えている小玉を目の前に、呪い説を正面から否定はしなかったが、有塚がこの意見を支持していないことは、落ち着いた語り口からわかった。

「つまり、その劇のストーリー上、鏡は重要なアイテムなんだな。だから、鏡が汚よごされたり傷つけられたりするのは、劇への妨ぼう害がいかもしれないから心配、というわけか」

　でも、その一方で、有塚の顔に確かに憂うれいが浮うかんでいる理由を、俺は呪いうんぬんの方は脇わきに追いやってそう推察してみせた。

「さすが秋庭くん、話が早いね」

「それで、俺達にどうしろと？　幽ゆう霊れい退治なんて話なら断るぞ」

　教師陣じんに話すにはまだささやかな事件だし、下手に騒いで逆に話を大きくしないように有塚達は生徒会に話を持ち込んだとわかっていた。その上で、一体何を求めているのかはっきりさせておくことが必要と俺は判断し、尋たずねた。

　俺が真まっ直すぐに見つめれば、有塚は一度は気け圧おされたように目を逸そらしたものの、深く息を吐はき出すと、もう一度俺を見た。

「できれば、先生や全校生徒が知る前に、この件の真相を突つき止めて貰もらいたいのね。わたし達の考え過ぎだったらそれでも構わない。でも、新歓の劇を成功させる為ためには不安要素は消して……劇は絶対に成功させたいの」

　そうして俺を見た有塚のその瞳ひとみの奥には強く訴うつたえかける光があって、劇に対する想おもいの強さが見てとれた。

　その目を見て俺は心を決めると、有塚に携帯を返しながら一つ頷うなずいた。

「わかった。この件の真相は俺達が突き止めてやる。だからお前達は新歓の劇を……大成功させろよ？」

　続けてそう言えば、有塚は再び目を伏ふせ息を吐いて──けれど、もう一度目を開けた時にその瞳に浮かんでいたのは、どこか不安そうな色だった。さっきの強い表情とのギャップに俺は内心で首を捻ひねるが、簡単に答えは導き出せない。

「ああ、しえさん。お札も貼ってないのに携けい帯たいに触さわって！」

　だから俺は、携帯を握にぎりしめる有塚を見て、またも怯える小玉をどうにかすることから始めることにした。

「小玉、呪い説は１００パーセント無い。幽霊がスプレー塗と料りようを使えるわけないからな」

　実際に現場を見ているはずなのに、思い込みと恐きよう怖ふ心が先に立って目が曇くもっているのだろう小玉に、俺は静かに告げた。

「あ……ああ。そう、そうだよね……ああぁ」

　そうすれば、小玉は夢から覚めたように、その面おもてに明らかに安あん堵どの表情を浮かべたのだが、次いでそれまでの自分の姿を思い出したのか、羞しゆう恥ちに頰ほおを染めて俯うつむいてしまう。

「えーと、小玉ちゃん。とにかく呪いじゃなくて良かったってことでね」

「お茶をどうぞ」

　有塚がそんな風に小玉を慰なぐさめにかかると、丁度いいタイミングで桑田がお茶の入った湯飲みを二人の前に置いた。

「ほら、小玉ちゃん、お茶をいただいてね。あの、わざわざありがとう、桑田さん。あ、良い匂においがするね。何のお茶？」

　小玉の手にわざわざ湯飲みを持たせてやると、有塚は桑田の手間を労ねぎらうようにそう尋ねた。

「緑茶の中に桜の花が入っているので、桜茶と言います」

　すると、桑田はわずかに──見慣れた者でなければわからない程度に──頰を緩ゆるめて、嬉うれしそうに答えたのだった。

　ほのかに漂ただよう桜の香かおりを楽しみながら、俺達も湯飲みに口を寄せれば、生徒会室には落ちついた空気が戻もどってきて。

「とにかく調べた結果が、単なるいたずらなら説教と反省文二十枚。何か理由があるなら、まずはそれを聞いて、その後大説教と反省文百枚」

　そして、俺はお茶で喉のどを潤うるおすとそう言った。

「……どっちにしても大変なセットだね」

　俺の反省目録を聞いた有塚は、なぜか困ったような表情を浮かべたが、俺の考えは変わらない。

「まあ、そうだな。でも俺は、ちゃんとそいつの真実の姿を見み極きわめてやる。〝真実の鏡〟が無くてもな」

　俺は有塚に一いち瞥べつをくれ、それから半分鈴木の荷物に隠かくれてしまっている、生徒会室に備え付けの鏡に眼まな差ざしを投げた。

　無意識に俺の視線を追ったのか、そこには有塚の顔もまた映り込んでいた。

　有塚は鏡の中の自分に気付くと、驚おどろいたように肩かたをはねさせ、顔ごと鏡から背そむけた。

「……真実の姿なんて、その鏡には映らない」

　そのままぼそりと呟つぶやいた声は、張りがなく掠かすれていて。今度は俺もその理由を尋たずねてみようと口を開きかけたのだが。

　その次の瞬しゆん間かん。細く鋭するどい痛みが俺の両りよう眼めを襲おそう。

　痛みはじわじわと増して、涙なみだの代わりに濃こい塩水で目を洗われているような感覚に、俺は目を開けていられなくなる。

　でも、この痛みが本当に俺の眼球を傷つけることはない。これは、あくまで合図だから。

　かのう様と呼ばれる、叶野市限定で不可視の力を振ふるう存在と、俺の間で約束されたゲームの開始を伝える為の。

　かのうが蒔まいた願いの原石たね。その原石から芽め吹ぶいた願いの植物はなを百本咲さかせて摘つみとれば、ゲームの勝者は俺となり、同時にゲームは終しゆう了りようとなる。

　けれど、その植物を咲かせるには、宿主とも言える人間の一番の願いを叶かなえなければならない。そして、新たに原石が芽吹く時、俺の目はこんな風に、唐とう突とつに痛みだすのだ。

「秋庭くん？　目がどうかした？」

　有塚とは別の理由で、俺が鏡から顔を背け、目を押さえれば、有塚はすぐに異変に気付いて問いかけてきた。

　でも、この痛みの理由を説明するには、かのうのことから話さねばならないし、話したところで到とう底てい信じられないだろうから、俺はいつも言い訳をすることにしている。ただ、大たい抵てい、痛みを堪こらえるのに精せい一いつ杯ぱいで言葉も上手うまく紡つむげなくなっているから、

「ごほっ、ごほ。今日はほこりっぽいから、目にゴミでも入ったんじゃないかな？」

　事情を知っている尾田や桑田がフォローしてくれる。

「……目薬、あったかしら？」

　尾田のわざとらしい咳せきに、桑田は束つかの間沈ちん黙もくして、それからようやく相づちのような台詞せりふを口にすると、室内を探すふりを始めた。

　その間も目はまだずくずくと痛んでいて、俺は何も出来ない。

「目にゴミが入ったなら、涙で流しちゃうのがいいんだけど……目薬持ってたかしらね」

　それでも、有塚には尾田達の芝しば居いが通じたらしく──というか、俺の目の痛みが決して噓うそでないからかもしれないが──ポケットの中から着物の端は布ぎれで作ったような小さな巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出すと、その中を探さぐった。

「ああ、あった。秋庭くん、どう？」

　だが、有塚が目薬を取り出したのと同時に、俺の目からは噓のように痛みが消えていた。

　気き遣づかってくれる有塚に少々申し訳ない気分になりながらも、軽く手を振ると、俺は顔を上げた。

　それから大だい丈じよう夫ぶだと言いおうとしたところで、目の前で揺ゆれる小さな新緑を見つけ、肩に重石おもしを乗せられたような気分と共に、俺は声を失う。

　どうして厄やつ介かい事と厄介事は決まって、仲良く手を携たずさえてやってくるのだろう。もしかするとかのうは二つを結びつける糸でも持っているのか？　ああ、持っているとすればそれは絶対に暗黒色だ。

　真っ黒な糸を操るかのうの姿が、一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎったが、これ以上厄介事を引き寄せてはならないと、俺は慌あわててその影かげを振り払はらう。

「……もう、大丈夫だ。ゴミは流れた」

　演技過か剰じようかと思いながらも、目を擦こすりながら俺が言えば、胸に願いの植物をつけた有塚はほっとしたように頷うなずくと、目薬を袋ふくろにしまった。

　俺は、尾田と桑田にももう大丈夫だと目配せをしてから、もう一度有塚の顔を見た。

「それより、生徒会室の鏡に、何かおかしなものでも映っていたか？」

　そして、痛みに襲われる前に気になったことを、忘れずに尋ねておく。こんな問いの積み重ねが、真実に辿たどり着く手がかりになることもあると知っているからだ。

「……別になにも。ただ生徒会室の鏡は無事みたいでよかったと思って。とにかく呪のろいじゃないことはわかったし、後は秋庭くん達に任せるから、どうぞよろしくお願いします」

　けれど有塚は至って普ふ通つうの口調でそう答えるとそのまま席を立ち、深々と頭を下げた。小玉にも同じように頭を下げさせると、

「じゃあ、また明日の打ち合わせで」

　素す早ばやく踵きびすを返し、生徒会室を後にしたのだった。

　丁度桑田が淹いれてくれたお茶を口に運んでいた俺は、少々呆あつ気けにとられながらも黙だまって二人を見送って。

　そのまま俺はお茶を飲み干すと、

「わかった……明日だな」

　遠ざかる足音さえも既すでに聞こえなくなっていたが、有塚に向けてそう言ったのだった。
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　そして翌日の放課後。

　新しん歓かん準備に加えて願いの植物、〝鏡事件〟の三つに立ち向かうこととなった俺達は、効率よく動くため、前日に相談して決めておいた役割分担の通り、早々に行動を開始した。

　尾田と桑田は新歓のタイムスケジュールの調整で運動部を回りつつ、他ほかに×マークのついた鏡が無いか学園内の探たん索さくへと。

　一方、俺と羽黒は一日ずれた打ち合わせの為ため演劇部の活動場所へと向かっていた。もちろん〝鏡事件〟について演劇部員が持つ情報と、有塚しえの人となりについてのそれを収集するという目的も兼かねて。

　昨日、温泉同好会を追って行った後、穴あな埋うめ作業をうっかり手伝わされて帰ってきた羽黒だが、今日も足取りは軽快で三つ編みも元気に跳はねているところを見るに、前日の疲つかれは残っていないようだ。

　そうして、俺と羽黒は視し聴ちよう覚かく室に辿り着いた。

　演劇部と合唱部、それから吹すい奏そう楽がく部はその活動の性質上、練習に鏡を必要とするのだが、あいにく壁かべ一面の大鏡があるのは第一音楽室のみ。よって、ローテーションで鏡はあるが小さい第二音楽室と、鏡のない視聴覚室を使わなければならない。

　しかし、その視聴覚室の扉とびらの小窓にはいま、内側から段ボールが貼はられていて、中からは声も聞こえてこなかった。

　入っていいものかと、一いつ瞬しゆん躊躇ためらいを覚えたが、指定された時間と場所に間ま違ちがいはないので、俺は軽いノックの後、扉に手をかけると、羽黒と共に中に足を踏ふみ入れた。

「失礼し……」

「お静かに願います」

　やや暗い室内に入った途と端たん、扉の傍そばに立っていた部員の西にし貝がい──持ち込んだものか、その手にある機材を見るに照明係だ──に沈ちん黙もくを求められて面めん食くらう。

　だが、その視線の先を見れば、丁度劇の稽けい古こが始まるところで、俺は納なつ得とくして口を閉じた。

『鏡よ。鏡よ鏡。お前はいずこにあるのか。我が姿を映す鏡よ。我が真実の姿を映す鏡よ。我は求む……真実の鏡を！』

　澄すんだ中にもどこか厳然とした響ひびきを宿した声が、朗々と歌いあげるように言い終えると同時に、スポットライトが点灯する。

　声の主は黒い紗しやのヴェールをかぶり、その頭上に小さな銀のティアラを載のせていた。つまり王女、なのだろう。

　本物の王女にお目にかかったことなどないが、きっとこうだろう、という存在感を放ちながら、彼女はそこに立っていた。

『鏡よ鏡。何でもいいから映して見せてよ。このつまらない世界以外のモノを……』

　一転して、照明は叶野学園の制服を着て、ヴェールの代わりに帽ぼう子しを被かぶった女生徒に移り、どこかけだるい声が王女の台詞せりふに重なっていく。

　そうして、『鏡よ鏡』という二人の声が重なった時──黒いドレスの王女と制服の少女は互たがいの帽子とヴェールをはぎ取って、大きな姿見かがみを間に置いて並び立った。

「はい、出だしオッケー！　立ち位置は本番もこの間かん隔かくでお願いします」

　その一声と共に、室内にはざわめきが戻もどってきて、知らず劇の中に引き込まれていた俺と羽黒も我に返る。けれどそれぞれの作業に戻っていく演劇部員達から俺達は取り残されて、そんな俺達に最初に気付いてくれたのは黒衣の王女──もとい、有塚だった。

「ああ、秋庭くん、羽黒さん。こちらの時間が押していてごめんなさいね」

　舞ぶ台たいから降り、ヴェールを脱ぬいだ有塚は、当たり前だが有塚だった。胸の植物も、昨日より僅わずかに成長してそこにある。でも、有塚が演技をしている間は不思議とその存在が気にならず、本当に王女でしかなかった。

「あ、あのっ、今日はよろしくお願いします」

　演技中と普ふ段だんの有塚のギャップに驚おどろいたものか、羽黒はかしこまって頭を下げて、

「よろしく頼たのむ……ああ、でもいまのはちょっと驚かされた。演技をしてると有塚は別人になったみたいだな」

　有塚の演技にけっこうな衝しよう撃げきを受けた俺は、挨あい拶さつ代わりにそう言った。

「そう……かな？」

　俺の褒ほめ言葉に有塚は照れたのか俯うつむき、それから唇くちびるを震ふるわせ何か言おうとしたのだが、

「し～え～。し～えさんや～」

　部屋の片かた隅すみから呼ぶ声がすれば、有塚は顔を上げると同時に身を翻ひるがえし、言葉は飲み込んでしまって。

「ますみちゃんが呼んでいるから、秋庭くん達も一いつ緒しよに来てくれる？」

　そして俺達も有塚に促うながされるまま、部屋中の机と椅い子すが固められている一いち隅ぐうへと向かえば、そこにはノートパソコンを端はしに追いやり、机に突つっ伏ぷしている演劇部部長、栗くり山やまますみらしき姿があった。

「……もしかして、まだ脚きやく本ほんが出来上がってないのか？」

　栗山の様子から、俺は昨日の打ち合わせが流れた理由を悟さとって、有塚に問いただしたが、「うん、まあ。羽黒さん、こちらが演劇部部長の栗山ますみです」

　有塚は浅く頷うなずいただけで、緩ゆるく波打つ黒くろ髪かみでその顔を隠かくしたままの栗山を、栗山とは初対面になる羽黒に紹しよう介かいした。

「ええと、部長さん、ですか。羽黒花南です。よろしくお願いします」

「ん～、よろしく。あれ？　いま演劇部にうっかり入ってくれなかった秋庭の声がしたな。そうか……遂ついに秋庭も私を笑いに来たか」

　羽黒はそれでも礼れい儀ぎ正しく挨拶をしたのだが、肝かん心じんの栗山はなぜか俺の声の方に反応し、そこでようやく顔を上げた。

「新しん歓かんまで一週間を切っても、脚本ほんの一つも仕上げられない私を笑わば笑え！」

　次いで、若じやつ干かん被ひ害がい妄もう想そうの入った言葉と共に、長く艶つややかな髪をばさりとかき上げれば、そこに現れたのは華はなやかな美び貌ぼう。加えて女子にしては大おお柄がらでいかにも舞台映ばえしそうな栗山なのだが、唯ゆい一いつ心臓が舞台に対応していなかった為ため──つまり極度の上がり症しようの為──表舞台に立つことは絶対にない。

　そのくせ普段は芝しば居いがかった口調に、もれなく大きな身み振ぶりをつけて話すという妙みような人物なのだが、今日はその身振りが殆ほとんど無かった。

「まだ、書き終わってなかったとはな」

「そう『彼女と王女と鏡』……〝真実の鏡〟を探し続ける異世界の王女と、叶野学園生の友情物語……は未だ完成していない。なぜならば、終しゆう盤ばんの物語が動かないから。ええ、だから私はこうしてじめじめしているしかないの。ああ、もしやこれが小玉の言う〝鈍のろいの呪のろい〟？」

　俺の言葉に栗山は、再び机に上半身ごと顔を伏ふせながら、脚本が仕上がらない理由を饒じよう舌ぜつに語ってくれた。そんな栗山の頭を有塚は静かに撫なでるのみ。

「あの、呪いにはかかってませんよ。心配ありません」

　一方羽黒は、栗山の言葉を真面目まじめに受け止めてそう言った。

「ほら、よかったね。ますみちゃん。呪われてないって。だからますみちゃんは絶対にこの脚本を書き上げられる。大だい丈じよう夫ぶだからね」

　そして有塚は、羽黒の台詞に便乗して、どうにか栗山の手を動かそうと、あくまで優しく声をかけた。

「……本当にそう思う？　私の脚本で、しえはちゃんと演じてくれる？」

　そんな有塚の台詞に、栗山はふいに身体からだを起こすと、やけに真しん剣けんな光を宿した双そう眸ぼうを有塚に向けた。

「……うん。もちろん」

　有塚は向けられた眼差しの強さに気け圧おされたのか、一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたものの、すぐに頷き返した。

「そう。なら、もうちょっと頑がん張ばってみる」

　そうすれば、栗山はパソコンを手て許もとに引き寄せながらそう言って、

「うん。それに今日のおやつはますみちゃんの好きな芋いもようかんだよ。あとでみんなと一緒に食べようね。だからますみちゃん、おやつの時間までもうひと頑張りだよ！」

　有塚は今度はおやつで栗山を勇気づけ、今日のおやつを知った栗山は、目を輝かがやかせて軽快にキーボードを叩たたき始めたのだった。

「ごめんね。ますみちゃん、脚本に集中し始めたから、打ち合わせはあっちでわたしと……お茶ちや請うけに芋ようかんもあるからね」

　栗山を気き遣づかって有塚は小声で言うと、再び俺達に移動を促した。

「見事な操縦術だな」

「操縦なんて、してないよ」

　脚本はまだ仕上がっていないが、それでももう一度栗山を執しつ筆ぴつに向かわせた手しゆ腕わんは中々だと、俺は褒めたのだが、有塚は困ったように肩かたを竦すくめただけだった。

　そのまま有塚は、新歓に向けて、舞台の道具作りに励はげむ部員達の様子を一通り見み渡わたす。

　部長の栗山を脚本の執筆に専念させるため、どうやら今は副部長の有塚が部員をまとめているようだ。

　問題ないと判断すると、有塚は栗山が座っているのとは反対方向へと俺達を案内した。

「脚本が完成していないから、まだ確定情報ではないんだけど……タイムスケジュールは多分、先週提示されたものでいいと思うから」

「本当に大丈夫か？」

　執筆を再開したとはいえ、さっきまでの栗山の様子に、正直俺は懸け念ねんを抱いだいたのだが、有塚は栗山の方を振ふり返ると力強く頷いた。

「じゃあ、演劇部の持ち時間は三十分で良いですか？」

　俺に続いて羽黒も心配そうに尋たずねたが、それにも有塚は迷わず頷いた。

「一年の時から、一いつ緒しよに演劇をやってきた仲間だから、ますみちゃんのことはわかってるよ。だから大丈夫」

　俺と羽黒を真っ直ぐに見て、有塚はもう一度言い切った。そこまで言われれば、俺も羽黒もそれ以上この件に関して問いを重ねようとは思わない。

「それで……〝鏡事件〟のことは何かわかったの？」

　だから、有塚が一転、表情を曇くもらせ話題を変えても、俺達に文句はなかった。

「昨日の今日だからな。今日はこの後、他に×マークの付いた鏡がないかを調べに行くが……その前にちょっと聞きたいことがある」

　有塚から水を向けてきたことは却かえって好都合と受け止めて、俺は演劇部員の大きな声に負けない程度に声を潜ひそめると、

「正直、今度の劇の脚きやく本ほんは何割出来ている？」

　まずはそう尋ねた。

「……六、ううん、七割かな」

　話が前に戻もどるのかと、有塚は一いつ瞬しゆん訝いぶかしげな顔をしたが、それでも噓うそのない答えをくれた。

「じゃあ、その出来上がってる内容を演劇部以外の、例えば今回音おん響きようを頼たのむ放送部とか……関係者はどの程度知ってる？」

　それを聞き、俺は更さらに問いを重ねていく。

「放送部には……使用予定の曲は伝えてあるけど、劇の内容までは伝えてないし、他の協力者にも内容までは……言ってないね」

「ということは、七割出来ている劇の内容を知っているのは演劇部の部員のみ、か？」

　眼鏡めがねのフレームに軽く触ふれながら俺が確かめるように尋ねれば、頭の回転の悪くない有塚は、俺の考えに気付いたらしく、顔色を変える。

「……演劇部の部員を、疑っているの？」

　そして、眼差しを揺ゆらして、声を一段落とした。

「犯行の目的が劇の中止か、妨ぼう害がいと考えた場合に限っては」

　もしも部外者が劇の内容を知っていたなら、犯人もその動機ももっと広こう範はん囲いに及およんだだろうが、それはたったいま有塚によって否定された。だから俺はひとつ頷くと、昨日の晩、落ち着いて考えてみた結果を有塚に伝えた。

「そんなこと、誰が考えるっていうの？」

　話を聞いた有塚は声こそ荒あららげなかったが、眉み間けんに力を込こめ、睨にらむように俺を見る。

「例えば、役に不満があるとか」

「部長を除いて、みんな交代で一度は舞ぶ台たいに立つし、不満があったら言う……それに、みんなこんなに一いつ生しよう懸けん命めい準備しているんだからね！」

　俺が可能性としての動機を示せば、有塚は反論と共に、劇の準備に励む部員達の姿を見ろと指さした。

　俺は示されるままに彼らの姿を目に映す。

　演劇部は部員数が十人に満たない小規模な部活だ。全員が一つにならなければ劇は完成しないのだろう。だから今も、舞台装置の準備の手を休める者は一人もいない。

「みんな、一生懸命やってるよね。劇が中止になったらいいなんて思っている人間はいないんだから。わたしは、みんなが劇に集中できればいいと思って、生徒会に行ったのに……。みんなが疑われるならわたしは」

　懸命に部員の無実を訴うつたえる有塚の声は途と中ちゆうで掠かすれて、羽黒はそんな有塚を見ると、その背中にそっと手を回した。

「……秋庭さん」

　そうしながら羽黒は咎とがめるような眼差しを俺に送ってきたが、そんな目で見られるまでもなく、俺ももうわかっていた。

「わかった、有塚。演劇部の部員は疑わない」

　ここまで真しん剣けんに訴えられれば答えはその一つしか無いことは。

「本当、に？」

　そうすれば有塚は、涙なみだこそ流していなかったが声を震ふるわせながら、確かめるように俺を見み据すえる。

「ああ」

　その眼まな差ざしを真っ直ぐに受け止めて、俺が大きく頷うなずけば、有塚はようやく眉間と肩かたから力を抜ぬいて、その場に半分崩くずれるようにしゃがみこんだ。

　そこまで追いつめる気はなかったので、正直俺は戸と惑まどってしまい、有塚にかける言葉も見つからない。

「有塚さんは演劇部が好きなんですね。あの、どうして演劇部を選んだんですか？　演劇ってどんなところが楽しいんですか？」

　俺と有塚の間に微び妙みような沈ちん黙もくが落ちる中、それを破ったのは羽黒だった。

「わたし、まだ部活に入っていないんです。だから参考に聞かせてください」

　無む邪じや気きな笑顔と口調からは、羽黒が機転を利きかせてくれたのか、それとも単純に好こう奇き心から口を開いたのかはわからなかったが、

「そう、なの。じゃあ、演劇部に入ってくれる可能性もあるってことね」

　有塚の心を落ち着かせ、またやわらげてくれたのは確かだった。後で羽黒に礼を言おうと決めて、俺は有塚が自分の内側にある言葉を声にするのを待つ。

「そうねぇ、わたしは演劇部の楽しい雰ふん囲い気きに惹ひかれて裏方のつもりで入部して……結果的に舞台に立つ方にはまっちゃったって感じね」

「そうですか。でも、わたしはきっと台詞せりふを覚えるので精せい一いつ杯ぱいで、演技なんて……」

　三つ編みの先をくるくると指で弄もてあそびながら、実際に台詞を覚えられない自分を思い浮うかべてしまったのか、羽黒は眉まゆを八の字に寄せた。

「羽黒は暗記ものが得意だから、意外と向いているかもしれないぞ？」

　でも、やる前から諦あきらめるのは良くないだろうと俺がそう言えば、羽黒は更に思案顔になる。

「うん……わたしも最初は暗記して喋しやべってる感じだったけどね。でも、だんだん、自分とは別の人間になってる、みたいな感覚になっていって……演劇ってそういう別人になれるところが楽しいのよね。だって、今回なんてわたし、王女様なのよ？」

　そんな羽黒を本気で勧かん誘ゆうしようと思ったのか、有塚は饒じよう舌ぜつに語った。表情もさっきまでと打ってかわって楽しそうだ。

「確かに、普ふ通つうに生きていても王女にはなれないな」

　俺のようにゆくゆくは自力で世界の覇は者しやになる予定がある者は別として、大たい概がいはそうだろうと言えば、有塚はその通りと頷いた。

「うん、だからちょっと役作りが難しいのね。……真実の鏡を求める気持ちとか、よくわからない。だって、そんな物手に入れても大変なだけじゃない？」

　そして、有塚はしゃがみこんだまま、膝ひざの上で頰ほお杖づえをついて、どこか遠くに視線を投げた。

　と同時に、有塚の胸の植物は風もないのに小さく揺れて見せて──俺は、言葉とは裏腹に有塚は〝真実の鏡〟が欲しいのだろうかと、一いつ瞬しゆん考える。

　でも、何となく違ちがう気がして、俺が内心で首を傾かしげている間に、

「別人ですか……でも、舞台から降りてもずっと、役になりきって、演技を続けてしまったりはしませんか？」

　羽黒は、俺からしてみれば杞き憂ゆうに近い疑問を新たに有塚に向けていた。

　その問いは、有塚の性格からして一いつ笑しようにふすようなことは無いにしても、苦笑くらいはされるものと俺はこっそり溜ため息をついた。

「……そうだね、演技と現実の境界がわからなくなって、ずっと別人のまま戻もどれなかったら困るね。どこかで、本当の自分に戻らないと、本当の顔を取り戻さないと、ね」

　だが、有塚は、羽黒の目を見み詰つめながら真しん摯しに答え──その胸の植物はほんの少しだが身みの丈たけを伸のばし、葉を増やす。

　その変化に、俺は再び有塚の内面の動きを、胸の奥にある願いを探さぐろうと思ったのだが、

「しえさ～ん。〝真実の鏡〟の飾かざり付け、これでどうですか？　まだ地味ですか？」

「しえ～、喉のど痛いかも。黒くろ飴あめある？」

　立て続けに有塚が部員に呼ばれてしまい、俺は機会を逸いつした。

「飴あるよ！　……鏡は、ちょっと待って」

　有塚は隅すみに置いてあったバッグを引き寄せると、中から昨日も見た巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出す。かなり使い込まれた様子の巾着袋に俺は何気なく目をやって、そこに普通の汚よごれとは違う、黒い染しみを見つけた。

　同じ汚れは有塚のバッグにも、よく見れば巾着袋を探っている爪つめの先にもわずかについていて、俺は急激に嫌いやな予感に見み舞まわれる。

　出来れば当たって欲しくないと思いながらも、俺はその直感に背中を押されるまま、視し聴ちよう覚かく室に置かれている大道具の類たぐいを見回した。

「あきちゃん、飴投げるからキャッチしてね。これでよくならなかったら、明日はカリンのシロップ持ってくるから、言ってね」

「……有塚、今回使う大道具はこれだけか？　他ほかに何か作っているなら、手を貸そうか」

　そして俺は、有塚に静かに問いかけた。何か隠かくし事をしているのなら、それを見み逃のがさないつもりで。

「新しく作ってるのは、いまこの部屋にある分だけだし、鏡より大物はないから、人手は足りてるかな」

　有塚は正直に答えてくれたが、それは俺にとってはあまり嬉うれしくない答えだった。

　ここで作製中の大道具には、黒を使ったものはない。ましてや黒のスプレー缶かんなどどこにも置かれていなかった。

　予感が確信へと変わり、じわじわと俺の背筋を上ってくる中、

「しえさ～ん、鏡、見てくださ～い」

　もう一度、桐きり野のに呼ばれて有塚はそちらへと顔を向け──次の瞬間、思い切り身を翻ひるがえした。

　縁ふちを宝石のようなシールで飾られた姿見に、自分の姿が映っていると悟さとった瞬間に。

　それは、昨日のように気のせいでは片付けられない、大きな動きで、俺にとっては決定打だった。

「……えっと、呼ばれたから、ちょっと行くね。あ、先に芋いもようかん食べていていいからね」

　でも有塚は、その動きを誤ご魔ま化かすように俺達に風ふ呂ろ敷しき包づつみを押しつけると、改めて桐野の元へ向かっていった──自分が鏡に映らないように気をつけながら。

「……羽黒、有塚の爪の汚れに気付いたか？」

　その背中を見つめたまま、俺は心を鎮しずめる努力をしながら、羽黒に問いかける。

「汚れ？　はい、ありましたね。マニキュアにしては艶つやがないなと思っていたんですけど」

　俺の見間違いであればいいと思っていたが、羽黒の答えは肯こう定ていするものだった。

「羽黒。今日は帰りが遅おそくなると、寮りように連れん絡らくしておけ」

　俺は覚かく悟ごを決めると、それが鈍にぶらない内に伝えた。すると羽黒は、目線だけで問いかけてきて。

「この後、〝鏡事件〟の犯人を追つい跡せきして、可能ならば現場を押さえる」

　そう告げれば、羽黒は驚おどろきに目を瞠みはり、即そく頷うなずいてくれたが、俺はこれから伝えなければならない犯人像を聞いた時の羽黒の衝しよう撃げきを思って、また気が重くなったのだった。




　　　　４




　新入生歓かん迎げい会かいまであと三日と迫せまり、準備も最終段階に入る中、俺は今日も演劇部の稽けい古こ場ば──本日は第二音楽室──にいた。

　表向きは、毎日少しずつ完成に近付いている栗山の脚きやく本ほんのチェックと〝鏡事件〟の捜そう査さの進行状じよう況きようを伝える、という名目でここ数日、ずっと顔を出している。

　だが、本当のところは〝鏡事件〟の犯人であり、願いの植物の宿主でもある有塚しえの観察の為ため、だ。

　三日前、俺と羽黒は部活終しゆう了りよう後の有塚の跡を尾行つけることにした。

　意図的にかどうかはわからないが、他の部員を先に帰して、最後に視聴覚室の戸と締じまりを終えて一人になった有塚に気付かれないよう跡を追い──そうして、決定的瞬間を目にしたのだ。

　有塚がおかしな素そ振ぶりを見せたのは、手洗い場の前を横切ろうとしたその時だった。

　手洗い場の鏡に自分が映り込んでいるのに気付くと、目を逸そらし、そして一度は何もせずに通り過ぎようとした。

　でも、結局行き過ぎずにその場に足を止めると、有塚は目を閉じたまま鏡に対たい峙じして。

　それから、有塚はゆっくりと口角を上げていき、ある程度唇くちびると頰ほおが上がったところで目を開いて──鏡を見ると同時に有塚は肩かたを落とした。

　無理矢理持ち上げていた唇はそこで歪ゆがんで、今にも泣き出しそうな表情へと変わり。

　その顔のまま有塚は、バッグの中から巾着袋を出すと、そこから更さらに何か小さなものを取り出した。そしてそれと鏡の中の自分を見比べた次の瞬間、有塚の双そう眸ぼうには昏くらい光が走って。

　次いで有塚はバッグから、スプレー缶を取り出し──やるせない、どうしようもない苦しみに歪んだ表情のまま、手洗い場の鏡に黒い塗と料りようを吹ふき付けたのだった。

　見ている方の胸が締しめ付けられるような、苦しみに満ちたその姿に、俺も羽黒も、声を上げることはおろか、その行こう為いを止めることも出来なくて。

　鏡に大きな×を刻み終えた、その一いつ瞬しゆんだけ、有塚の顔に安あん堵どが浮うかんで見えたけれど、それはまたすぐに後こう悔かいの表情へと変わった。

　そのまま、走り去っていく有塚を黙だまって見送って、俺と羽黒は暫しばし無言だった。

　予想していたとはいえ、それを現実に見たショックは大きかった。でも、俺の中ではそれ以上に、疑問が膨ふくらんでいた。
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〝鏡事件〟は有塚の仕し業わざだった、と伝えれば、証しよう拠こもあるし、何より有塚はあっさりとその犯行を認めるだろう。

　でも、それで解決するのは〝事件〟だけだ。

　なぜ、有塚は鏡に×マークを付けなければならないのか、その動機が見えない。

　新しん歓かんの劇の妨ぼう害がいという動機は有塚には絶対当てはまらないと、それは言い切れる。

　ならば、単純に鏡という物を嫌きらっているのだろうか？　けれどそれであんなにも苦しげな表情を浮かべるだろうか。それに、有塚の願いはなんなのだろうか。

　と、動機がわからずに疑問ばかりが増大していって。

　結局俺は、有塚の犯行の動機と、その願いがわかるまでは、〝鏡事件〟は解決していないことにする──つまり、動機がわかるまでは有塚を泳がせようと決めたのだった。

　有塚が鏡に対して見せている、ある種の執しゆう着ちやくと、その胸の植物を咲さかせる願いは、その根っこで繫つながっている。自分の直感を信じて、そう決めた俺に、尾田も桑田も羽黒も反対しなかった。

　そして昨日。一つの疑問に俺は答えを見み出いだした。

　それを見つけたのは〝喜き怒ど哀あい楽らくメソッド〟の練習中。

　メソッドというのは言葉を使わずに、体と表情だけで感情を表す練習、と俺は理解したのだが、傍はたから見ている分には面おも白しろい練習だった。一言「喜」と言っても口を大きく開けたり、目を閉じたりと、十人十色の表情をするのだから。

　だが、気がつけば、有塚はその輪から外れて、部員達を見つめていた。でもそれは、いつもの見守るような眼まな差ざしではなく、瞳ひとみに宿っているのは、何かに焦こがれているような強い光。けれど、その先には「哀」から「楽」へとメソッドを続ける人の姿しかない。

　俺はなぜ有塚がメソッドから外れたのかわからずに首を傾かしげ──爆ばく笑しようが起こったのは、その時だった。

　脚きやく本ほん執しつ筆ぴつの気分転てん換かんだとメソッドに加わっていた栗山が、目は半開き、口も同じく半開きにして、いわゆる「あい～ん」のポーズをとったのだ。黙っていれば美人の栗山の暴挙とも言うべき姿に、最初に笑いを堪こらえられなくなったのは小玉だった。

　そうして、一人笑い出せばそれは波のように広がって、やがて大きな渦うずとなり。

　俺もまた思わず吹き出してしまい、笑い声を抑おさえるために腹筋が大活かつ躍やくだったのだが、そんな中ふと、有塚の笑い声がしないことに気付いた。

　気付いて、さりげなく視線を向けてみれば、思った通り有塚は笑っていなかった。でも、笑いたくないわけではない、というのもすぐにわかった。

　有塚は部員達から顔を背そむけると、両手を口くち許もとに添そえて、懸けん命めいに笑みの形を作ろうとしていたのだから。その努力は実らず、結局有塚は笑えなかったけれど。

　俺はそこでようやく、三日前も有塚は鏡の前で笑え顔がおの練習をしていたのだと悟さとった。そして、三日前も同じように失敗したのだと。

　有塚はうまく笑えないのだ。その事実に自分自身も気付いているからこそ有塚は鏡を厭いとうのではないだろうか。

　見たくないモノを……自分を映す鏡を。特に自分の笑顔──否いな、笑えない自分から目を背けているのではないだろうか、と、俺はそんな可能性こたえに行き着いたのだった。

　そこから俺は、有塚が鏡に×マークをつける理由は、有塚がなぜ笑えないのかということを突つき詰つめていけばわかるだろうと考えた。

　つまり、そのアプローチの仕方を考えているというのが、現在の状じよう況きようだ。

　故ゆえにまだ有塚の犯行は続いており、その一方で、有塚の胸で植物は着実に成長し、葉を繁しげらせている。植物の開花は正直少しでも早い方が良い──なぜならば、一定の期間に花を咲かせられなかった植物は、宿主の生命力を奪うばいながら、蕾つぼみを付け続け、やがては深い深い眠ねむりへと人を堕おとしてしまうから。

　こちらも、有塚が笑わない理由と無関係なはずはないのだが、同じ理由で足あし踏ぶみをしているのが現状だ。

　まるで、ここまで来ても結末だけが決まっていない『彼女と王女と鏡』の劇のように。

　今は物語の中ちゆう盤ばん、〝真実の鏡〟を求めて、異世界から叶野学園へとやってきた王女が女生徒と友情を深めつつ、叶野学園の愉ゆ快かいな面々と交流を持っていくというシーンの稽けい古こ中だった。

　そして、物語は進み、科学部の珍ちん発明に──これは事実そのままである──女生徒と王女が笑うという場面で、問題は発生した。

　それまですらすらと台詞せりふを口にして、本当に王女になったかのように演技をしていた有塚の動きが止まったのだ。

　有塚が台詞に詰まれば、当然劇も止まる。

「……ごめん。もう一回いいかな」

　有塚は深呼吸をすると、演技を再開した。

「ああ……私はいま、笑っていたのか。本当に笑って……」

　だが、有塚の前には、見たくもないだろう鏡。加えて秘密の練習でもうまくいかない笑顔の演技。

　思った通り、有塚は再び台詞に詰まり、笑っているべき顔には、ぎこちなさすぎる出来損ないの笑顔が張りついているだけだった。

　その後も有塚は、何度もやり直したのだが、遂ついにその台詞を言えず、微笑ほほえみすら浮うかべられず、とうとう栗山は、

「……みんなちょっと休きゆう憩けいにしよう。その間に私は脚きやく本ほんを見直すから」

　そう宣告したのだった。

　そうすれば、他の部員は素直に従い、また気を遣つかったのか音楽室から出て行く。

　けれど、有塚だけはその場から動かず、黙だまって栗山を見つめ続けていた。

「……しえ。しえも休憩に行っておいで」

　俺の隣となりに座っていた栗山は立ち上がると、有塚の元へ歩いていき、肩かたに手を置きつつ優やさしく促うながした。

　栗山の言葉に有塚は頷うなずき、足を動かしたものの、その動きはもどかしいほど緩かん慢まんで。

「あのさ、しえ……もしも無理なら王女の役、小玉と交代する？」

　だが、躊躇ためらいがちに栗山がそう提案すれば、有塚は弾はじかれたように顔を上げた。その顔は青ざめていて、

「栗山、それは早急じゃないか？」

　自分がこの件に関しては部外者だと知りつつも、俺は思わず口を出してしまう。

「秋庭……私も部長だから、ちゃんと考えてものを言っているよ」

　案の定、栗山は俺に暗に黙っていろと告げて、それからゆっくりと髪かみをかき上げて有塚を見た。

「……それは、わたしが笑えないからだよね？」

「そうだ、よ。ねえ、しえ。今、演技してて楽しい？　私達と一いつ緒しよにいて……笑える？」

　そして、有塚が確かめるように理由を問えば、栗山は頷き、逆に問い返す。

　栗山の問いは当然と言えば当然だった。そう、たった数日で俺が気付いたことに友人である栗山が気付いていないはずがなかった。

　栗山の真しん摯しな眼差しを有塚は一度は受け止めた。けれど、栗山の目の中に映りこんだ自分を嫌いやがるように、すぐに目を伏ふせる。

「……楽しいよ。でも……わたしの演技と現実の境界が曖あい昧まいなままなら、これも楽しい演技の延長かもしれないけどね。でもね、ますみちゃん、わたしもう笑えないの。演技でも笑えないの……偽にせ物もののわたしまで、上手うまく笑えてないの。〝真実の鏡〟に映ってるわたしの顔はずっと歪ゆがんだままなの」

　でも、有塚は自分の胸の内を正直に吐と露ろした。

　栗山はその告白に心臓を摑つかまれたように、苦しげに顔を歪め、そんな栗山が有塚に返せたのは沈ちん黙もくだけだった。

「だから、王女は代役立てて、ね。小玉ちゃんならいいと思う」

　重い、鉛なまりのようなその沈黙に先に耐たえきれなくなったのは有塚で、掠かすれた声でそう言うと、有塚は肩に置かれた栗山の手をそっと払はらった。

　そのまま踵きびすを返すと、荷物を摑み、

「演じられなくて、ごめんね」

　最後に小さく囁くように謝って、音楽室から走り去った。

　だが、栗山は有塚を追うどころか頭を抱かかえ、その場にしゃがみこんでしまう。

「栗山、追いかけないのか？」

　俺は一いつ瞬しゆん有塚を追いかけようと足を動かしたが、まだ自分の出番ではないような気がして、代わりに栗山に声をかけた。

「……まだ、脚本ほんが出来てないからダメ」

「こんな時まで脚本か？　それより今は」

「違ちがう。そっちは実は出来てる。出来てないのは、しえにごめんなさいする脚本」

　すると栗山は俺の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎって、ゆっくりと立ち上がりながら首を振ふった。

「代役の件なら、謝る必要はないと思うが？」

　それがさっき自ら言ったように、部長としての判断ならば謝罪はいらないと、俺が言えば、栗山はまた大きく首を振った。

「私だって、そこを謝ろうとは思わないけど、でも……しえが上手く笑えなくなったのは私のせいだから、それを謝らないといけない」

　言いながら、栗山は軽く目を伏せて、そうすれば日本人離ばなれした彫ほりの深い顔にはまつげの影かげが落ち、その表情は愁うれいに沈しずむ。

「どういうことだ？」

「演劇部は毎年春休みに行われる、演劇祭に参加するんだけど……まあ、代だい替がわりしての新人大会みたいなもので、脚本は私。しえはずっと笑い続ける道どう化け師の役だった」

　胸につかえているものを吐はき出してしまいたいのだろう、栗山は俺が促せば、すぐに話の口火を切った。

「なんとか劇は上手く行ったけど、その日は私もてんぱっちゃってて、劇が終わっても何だか落ち着かなくて……私ってそういう時に限ってろくなこと言わないんだ。しえは自分も疲つかれてるのに、いつも通りみんなを気遣って笑ってくれてたのに」

　栗山はそこで声のトーンを一段落とすと、

「しえ、もう劇は終わったんだよ。お芝しば居いが上手なのはわかってるから、いつもの笑え顔がおの演技は、いい加減にやめてよ」

　腹話術の人形が逆に人間の口を借りて喋しやべっているような硬かたい声で、泣きそうな顔で栗山はその日の台詞せりふを繰くり返した。

「それは、人によっては……いや、有塚はきっと、今までの全すべての笑顔も、いつもの自分も演技だと言われたと思ったんだろうな。確かに失言だ」

　それは常に人を気遣い、笑顔を心がけていた有塚だからこその受け止め方で、また役になりきって舞ぶ台たいに立つ有塚の不安を突ついてしまったのだろう。

　だから、笑えなくなってしまった。

　俺の言葉に栗山は、泣きそうな顔になったけれど、でも、求めているのは慰なぐさめの言葉ではないと固く唇くちびるを結び涙なみだを堪こらえた。

　俺はどうして今回、栗山が〝真実の鏡〟を劇のモチーフにしたのかそれでわかったような気がした。

　この劇には栗山の謝罪と、願いが込められているのだろう──有塚に真実の姿を取り戻もどして欲しいという。

「それで、今回の劇の結末はどうなるんだ？　そして、お前は誰だれに王女を演じさせたい？」

　真っ直ぐに栗山を見つめて俺が問えば、栗山は一つ深呼吸して、歩き出すとカバンの中から大切そうに、紙の束を取り出した。

「王女はね、結局、鏡に映っていたひとりぼっちの自分が認められなかっただけなの。寂さびしかったの。でも、叶野学園で友達を見つけて、そんなひとりぼっちの呪のろいから解放される。だから……ラストシーンは最初から決まってた。呪いが、解けたら」

　栗山はそこで声を詰つまらせ、代わりに俺は栗山の手から、完成稿こうの紙の束を受け取って、ラストシーンに目を通した。

　その最後の一幕には間違いなく、栗山の想いが込こめられていて。

「……これを読めば、有塚にはお前の気持ちが伝わる。いい脚きやく本ほんだ」

　俺は心の底からそう言って、栗山に完成稿を返した。

「これを読んだらしえは……もう一度、王女役をやってくれると思う？」

　栗山は懸けん命めいに嗚お咽えつを飲み込むと、俺を見上げながらそう尋たずねて──俺は深く大きく頷うなずいた。

　そして、原げん稿こうを胸に抱だき、その場にくずおれる栗山を見ながら、俺はもう一度覚かく悟ごを決める。

　栗山の脚本を読めば、有塚はきっともう一度王女役に挑いどむだろう。

　でもその前に、俺は俺で有塚の問題を片付けなければならない。

　鏡の事件も、願いの植物はなも、それは俺が引き受けたことなのだから。

「お前はその脚本を製本しておけ……有塚は俺が連れ戻してやる」

　しっかりと心を決めると、俺は栗山をそこに残して、走り出したのだった。







　と、探しに出たはいいが、有塚が行きそうな場所に心当たりが無く、俺の足はすぐにスピードを失った。

　鏡のあるところか、と一瞬そんな考えが頭を掠かすめたが、

「……有塚は、鏡が嫌いやなんだよな」

　そう呟つぶやくと、その予想を頭の中から消した。

　だが、その一方で、俺は自分の言葉になんとなく違い和わ感かんを覚える。

　有塚は〝真実の鏡〟に映った自分の顔は歪ゆがんでいるとさっき、言っていた。

　現実にそんな鏡があるとは思えないが、でも有塚にとっての〝真実の鏡〟はどこかに存在していると考えていいはずだ。

　ならばそれはどこにあるのかと、まずは周囲に視線を巡めぐらせれば、窓の外には夕ゆう陽ひに染まる山並みが見えて、俺は思わず感かん嘆たんの溜ため息を吐いた。

　その次の刹せつ那な。沈みゆく夕陽よりも強きよう烈れつな光が俺の視界を灼やいて。

　しゃんしゃりらん

　と、金属の擦すれる、けれど鈴すずのような音が、俺の耳許の空気を揺ゆらし。

「ほほ、多加良が溜め息を吐くほど妾わらわは美しいかのう？　ならば、やはり王女ひめの役は妾で決まりだのう」

　俺の溜め息を、意図的に取り違ちがえた自意識過か剰じような台詞にうんざりしながらも、俺は一度は閉じた目を仕方なく開けた。

　そうすれば、思った通り、そこにはかのうの姿。

　夕陽の色にも染まらない銀色の艶つややかな髪かみに、朝日のように煌きらめいている黄金きん色の双そう眸ぼう。紅あかい唇は今日も三日月のような笑みの形で固定されている。華きや奢しやな肢し体たいを包むのは黒一色の着物で、装そう飾しよく品ひんといえば手足に嵌はめられた連環わだけだというのに、今日もかのうはどうしようもなく鮮あざやかな存在感を放っていた。

　けれど、これは実体ひとではなく、また外側は美しくとも、内面はそうではないということを俺は嫌になるほど知っている。

「……王女役の募ぼ集しゆうはもう締しめ切りだ」

　戯ざれ言の半分は聞かなかったことにして、俺はそれだけ告げると、くるりと身を翻ひるがえした。

「おや、それは残念だのう。妾もたまにはどれすとやらを着てみたかったのだがのう」

　しかしかのうは、俺の拒きよ絶ぜつの意志を軽く無視して、再びひらりと、文字通り飛ぶように移動して、進路みちを塞ふさいでくれる。

「着たければ勝手に着ればいい。でも、その姿を披ひ露ろうしてもらう必要はない」

　俺は殊こと更さら冷たい眼差しをかのうに向けて、きっぱりと言ってやった。

「つれないのう。せっかくおしゃれをしたら見せたいのが女心だというに、相変わらずわかっておらぬのう。うむ、なれど、どれすとやらには秘密を隠かくす場所が無さそう故ゆえ、やめておこうかの」

　だがかのうは、俺の視線などまるで意に介かいさず、こちらをからかうような笑みも絶やさなかった。

　一方俺は、かのうの「秘密」という台詞せりふに、反射的に警けい戒かいしてしまう。なぜなら、かのうの中は悪だくみ、という名の秘密で常にいっぱいだからだ。

「それに、妾は鏡には映らぬからのう……王女役は無理かの」

　そんな俺の胸中を知ってか知らずか、かのうはひとりごとのように呟きながら、窓にちらりと視線を向けた。

　俺もつられて見てみれば、鏡のようにはいかないが、光の加減で窓にはうっすらと俺の姿が映っていた。

　が、かのうの姿はそこに無い。俺は実体が無いというのはこういうことかと、いまさらながら実感して、少し複雑な気持ちになる。

「なれど……〝真実の鏡〟とやらならば、妾の姿も映るかもしれぬ。して、多加良、鏡はどこにあるのかのう？」

　けれどその唐とう突とつな問いの中身に、そんな気持ちはあっという間に吹ふき飛ばされてしまった。

　確かに俺はさっき、有塚にとっての〝真実の鏡〟はあるかもしれないと仮定して考えた。

　だが、その単語が長い時を重ねてきたかのうの口から出てくれば、

「……まさか、ただの伝説じゃないのか？」

　伝説ではなく事実としてそれを語っている可能性もあり得ると思い至って、俺は問いかけた。

　次いで真まっ直すぐに見つめれば、黄金きん色の双眸はしばし俺を見つめ返して。

「さて、どうかのう？」

　しかし、結局かのうが寄よ越こしたのは、惑まどわすだけの台詞と、曖あい昧まいな微笑ほほえみだけだった。

「伝説でないなら、この〝真実の鏡〟の件はお前の悪だくみっていう可能性もあるな」

　それでも俺が視線を外さずに、疑いを向ければ、かのうは心外だとばかりに肩かたを竦すくめて、

「それはないのう。それにもし妾が〝真実の鏡〟を持っておったら、誰にも見せず肌はだ身み離はなさず懐ふところに入れておくしのう」

　更さらに言葉を重ねると、かのうは実際に着物の襟えり元もと──というか胸の合わせの辺りに──手を置いて、小首を傾かしげてみせた。俺はその仕し種ぐさから何となく目を逸そらし、けれど妙みようにひっかかりを覚えて、思案を巡らせる。

「……懐に？　〝真実の鏡〟っていうのは小さい物なのか？」

　すぐに俺はそのひっかかりが、自分の思い描えがいていた鏡と、かのうが仕種で伝えてきた物の大きさの違いだと気付いて問うた。

「はてさて？　なれど、どのような形をしていようと鏡は鏡で、人の顔はそこに映るのう……それ故ゆえに、もしもということもあるかもしれぬからの。欠片かけらの一つでも見つけたら教えておくれ」

　けれどかのうははっきりとしない言葉を歌うように紡つむぐと、後はいつものように悪戯いたずらな笑みを紅い唇くちびるに浮うかべて見せるだけで。

　そして、その笑みを隠すように着物の袖そでを中空ではためかせ──しゃりらんという連環の響ひびきだけを残して、かのうは姿を消したのだった。

　いつもに比べてあっさりとした引き際ぎわに、俺は却かえって不安を覚えたのだが、それ以上にかのうが残した台詞の方が頭にひっかかっていた。

　どのような形をしていようと鏡は鏡──という言葉が。

　確かにその通りで、さっきも俺とかのうの思い描いていた〝真実の鏡〟は大きさが違ちがっていた。でも、俺達は結局どちらも同じ鏡の話をしていたわけだ。

　つまり俺は、今まで演劇部が作った大道具の鏡から〝真実の鏡〟を姿見サイズだと考えていた。だから、有塚の〝真実の鏡〟はどこかにあるのだろうと。

　でも、もしも有塚が小さなそれを持ち歩いていたら、どうだろうか。

　確か、鏡に×マークを付ける前、有塚はその手の中の何かと、目の前の鏡に映る自分を見比べていなかったか？

　もしその手にあった物が有塚の〝真実の鏡〟なら、それ以外の鏡は偽にせ物ものの鏡と捉とらえて、それから、どうするだろうか。

　きっと、偽物の鏡には映りたくない。でも、何もしなければ偽物が存在し続けるというのなら、俺は、

「……偽物の方を消す」

　ようやく辿たどり着いた答えは、口に出してみると確信となり、そう考えれば、どうしても埋うまらなかった〝動機〟のパズルのピースも次々と埋まっていく。

　有塚が鏡に×マークを付けて〝偽物の鏡に映った自分〟を消しているのならば、それで何かを取り戻もどせると考えているなら次に向かうのは、

「多分、あそこだ」

　そして俺は、有塚がいま居るだろう場所に向かって、走り出したのだった。




　　　　５




　俺の頭の中にある、新しん歓かんの準備スケジュール通りに吹すい奏そう楽がく部が動いていれば、いま第一音楽室は空になっているはずだった。

　つまり、有塚にとってはまたとない好機が訪おとずれているというわけだ──一番大きな偽物を消す、という目的を達成するための。

　そうして第一音楽室に辿り着いてみれば、予想通り、学校で一番大きな鏡の前に有塚は立ち尽つくしていた。

　右手にスプレー缶かんを。左手には巾きん着ちやく袋ぶくろを持って──その中に入っているのが飴あめや目薬だけではないと、もうわかっている。あの中には〝有塚の真実の鏡〟が入っているはずだ。

　大鏡に映っている自分と対たい峙じしている有塚は、俺の存在に気付かないまま右手をあげると、スプレー缶を構えた。でも、これまでのように、そこから塗と料りようを噴ふん霧むしないまま、有塚は腕うでを下ろす。

　同じような動作を何度も繰くり返すのを見れば、俺は有塚もまた真実に近づきつつあるのだと悟さとる。ならば、先に辿り着いた俺の役目は、答えを告げることではなく、そこに導くことだ。

「有塚、もうやめろ。その鏡に映っているお前を消したって、何にもならない」

　そう声をかけながら近付いていけば、有塚はようやく俺の姿に気付き、振ふり向いた。

「秋庭くん……やっぱり気付いていたんだね」

　現場を押さえられる形となった有塚は、予想通り、逃にげも隠かくれもしなかった。でも、開き直っているわけではなく、その瞳ひとみは苦しげに揺ゆらいでいた。

　そして振り向いた有塚の胸には、鏡越ごしでは見えなかった、否いな、映らなかったのだろう願いの植物があって、それはこの数十分の間に花か茎けいを伸のばし、小さな蕾つぼみまでつけていた。

　こちらもあと一息で咲さく。だからこそ俺は手を引くのではなく、強く背中を押す方を選ぶ。

「ああ……演劇部の連中が知ったら悲しむだろうと思うと、言い出せなかったけどな」

　あえて有塚の大切な仲間を引き合いに出せば、有塚はきつく唇を嚙かみしめた。

「……新歓の劇が無事に終わったら、わたしの口から言うから」

「無事に？　王女役のお前は降板、劇の結末は決まっていない。それで無事になんてことがあると思うのか？　そこで〝鏡事件〟の犯人を聞かされて、いったい演劇部はどうなるんだろうな」

　懸けん命めいに声を絞しぼり出して言った有塚に、でも俺は事実を突つきつけることを止やめなかった。劇の結末については、意図的に情報を隠したけれど。

「だって、仕方がないじゃない。王女は笑わなきゃいけないのに、わたしはずっとみんなを笑え顔がおの演技で騙だましてたのかなって思ったら……もう演技の笑顔で誰も騙したくないって思ったら、上手く笑えなくなってたんだから、ね」

　俺の言葉を聞くと有塚は、声に悔くやしさを滲にじませてそう言い、再び体ごと鏡に顔を向けた。それから左手を使って無理矢理口角を引き上げ、笑顔を作ろうとした。

　でも、そんな方法で笑顔が作れるはずもなく、未いまだに〝真実の鏡〟を見誤っている有塚は、もう一度、鏡の前でスプレー缶を構えた。

「待て、有塚。本当にその鏡は……その鏡に映っているお前は偽物か？」

「そうだよ。わたしは〝真実の鏡〟の欠片かけらを持っているんだから。それなら、他は全部偽物だよね」

　鏡越しにひたと見つめて問えば、有塚は顔だけで振り返り、巾着袋を俺の目の前で揺らして見せて、それから大切そうに胸に押しつける。

「その中にあるのが本物か？　……なら、どうしてお前は一番最初にこの部屋の鏡に×マークを付けなかったんだ？」

「そんなの、わからないよ」

　その事実こそが、何よりも真実を語っていると、俺は告げたのに、有塚は大きく首を振った。蕾をつけた願いの植物もまた、それに合わせて、頼たよりなく揺れて。

「俺は、この鏡の方が、有塚の真実の鏡の一枚だからだと思う」

　俺はまずはっきりとそれを有塚に伝える。

「この大鏡が真実の鏡？　そんなわけないじゃない！」

　当然、その鏡を、その鏡に映った自分の笑顔を偽にせ物ものと思い、苦く、重い気持ちをぶつけてきた有塚は俺の言葉を聞き入れない。

「だってわたしは、この鏡の前で、ますみちゃんに、何も言えなかった。演技なんてしてないよって、言えなかった！　だって、確かにわたし、疲つかれたなって思ってもみんなに笑って見せてたものね。この鏡はそんな演技をずっと見てたんだから、偽物に決まってる！」

　息が続かなくなるまで一息に言って、有塚は両手で顔を覆おおった。

　やはり、栗山の言葉は有塚の心に棘とげのように刺ささっていたのだと俺は知る。でも、それ以上に有塚を縛しばっているのは〝真実の鏡〟だ。

　真実、という言葉には魔ま的てきな響ひびきがある。この言葉を聞くと、人はそれが一つでなければいけないような気がする。そして、それ以外の偽物の影かげに不安や恐おそれを抱いだく。

「でも、その鏡に映ってた有塚は笑っていたんじゃないか？」

「そうよ……最初は偽物の鏡の中のわたしは上手に笑ってた。だから鏡に×マークをして、偽者の自分を消していけば、逆に〝真実の鏡〟の中の自分は本当の笑顔を取り戻もどせるかもしれないって思った。でももう偽物の鏡の中のわたしもうまく笑えないけどね」

　俺が改めて尋たずねれば、有塚は疲れた声でそう答えて。

　有塚は真実という言葉が逆に、自分の目を、それから鏡を曇くもらせて、遂ついには笑顔を失わせてしまったことに気付いていなかった──それは結局は〝本物の自分〟に戦いを挑いどんでいたのと同じことなのに。

「確かに、お前は栗山の言葉に何も言い返せなかったかもしれない。でも、栗山が言いたかったのは、うまく笑える日もあれば、笑えない日もある。誰かに優やさしく出来る日もあれば出来ない日もある。それが普ふ通つうだから無理するなってことだったんだ」

　肩かたを震ふるわせて、涙なみだを堪こらえる有塚に、俺は栗山が本当に伝えたかったことを代わりに告げる。だからもう、戦う必要はないのだと。

　そうすれば、有塚は両手を顔から外して俺を見た。だがその眼差しは内面の迷いそのままに、未だ揺れ続けていて、

「でも……この鏡の中に本当のわたしはいないんだからっ！」

　有塚はそう叫さけぶと腕うでを振ふり上げて、両手でドンドンと鏡を叩たたいた。まるで自分自身をぶつように。

「いい加減にしろ、有塚っ！　じゃあ有塚、本当のお前は、どんな顔をしているんだっ！　お前はいったい、どんな顔をみんなに見せたいんだっ！」

　俺は有塚の腕を摑つかんで止めながら、今度は鏡ではなく俺を見つめさせて問う。聞かなくても答えは知っていたけれど、自分で声にしなければ有塚はわからないのだと思って。

「……それは、本当の、顔で」

「だから、どんな表情だ？　怒おこっている顔か、泣いている顔か？　それとも……笑顔か？」

「笑顔だよ……わたしは偽物じゃないわたしの笑顔をみんなに見せたいよ」

　そこで有塚はようやく言葉を通して、自分の胸の中にあった願いに触ふれる。

「だったら、笑えばいいじゃないか」

　容易たやすいことだと俺が言えば、有塚は俺の腕をそっと振り払はらい、再び一人鏡の前に立つ。

「でも、わたしは上手うまく笑えない……」

「有塚、お前が上手く笑えないのはそうやって一人で鏡の前に立っているからだ。いいか、人間は一人だったら笑わない。その必要がないから笑おうなんて思わないんだ。一いつ緒しよに笑う人がいて、初めて笑おうと思う。だからそこに、演技も何もないはずだ」

「……みんなと、一緒。ああ、そうだ。わたしはいつもみんなと一緒だから笑って……。だから、いつも笑っていたかった」

　鏡の中の有塚を見つめながら俺が静かに語りかければ、有塚はそこに自分以外の誰かを見たように、そっと大鏡に触れて。

「だったらもう、わかるだろう？　どれがお前の〝真実の鏡〟なのか。少なくともお前の笑顔を知らない鏡は違ちがうって、わかるだろ」

　俺は、他ほかのどの鏡よりも有塚の笑え顔がおを──仲間と共に笑う姿を映してきた大鏡をもう一度だけ指し示す。

「わたしはこの鏡にいつも、みんなと一緒に映ってた。じゃあ、これがわたしの〝真実の鏡〟で……わたしはいつも本当に笑っていたんだ、ね」

　そして有塚はようやく、〝真実の鏡〟をそれと認めたのだった。

　そう、人間は一人では笑えない。共に笑う人がいて、そこではじめて笑うことができる。

　だから、そうして人と共にある時、有塚の笑顔は心配しなくても、いつも本当の笑顔、だったのだ。

　俺が一つ頷うなずけば、有塚は大鏡に映る自分に身体からだを寄せ安あん堵どの息を吐つき、瞳ひとみからは真実という名の曇りを洗い流そうと涙がこぼれる。

「うん……でも、この鏡が本物なら、他の鏡はどうなるのかな？」

「鏡がたくさんあればその数だけお前が映るだろう。そして人間はもっとたくさんいて、お前の姿をその目に映す。同じ人間はいない。だったらその目に映るお前も千差万ばん別べつだ。なら、どの自分も偽物だって思うより、全部本物だって思う方がいい。自分の姿が一つだなんて決めつけずにな」

「そう、だね。でも、だからわたしはみんなに、笑顔を見せたいよ。けど、やっぱり笑い方を忘れてたら、どうすればいいかな？」

　そうして、有塚が口にした願いに、胸の蕾つぼみはゆっくりと綻ほころび始めて。けれど有塚はふと不安をよぎらせた。

「もしも忘れていたってお前は大だい丈じよう夫ぶだ……。さっき、俺は一つだけ噓うそを吐いた。あのな、栗山は本当はもう、劇の結末を決めて、完成させている。よく聞けよ。最後のト書きはこうだ。『王女、えくぼの可愛かわいい笑顔』」

　俺が最後に残しておいた、とっておきの真実を告げれば、ふいを衝つかれたように有塚は瞬まばたきを繰くり返した。

　その手からはスプレー缶かんも、巾きん着ちやく袋ぶくろも落ちてしまって。袋からは更さらに、なにか金属の欠片かけらが落ちて、床ゆかの上を滑すべっていって。

　やがて、我に返った有塚は、もはやそれには見向きもせず、自由になった両手で、自分の頰ほおを挟はさみ込んだ。

「……ますみちゃんが前に言ってくれたんだ。わたしの一番可愛いところは、笑った時に出来るえくぼだって、ね」

　有塚の声は濡ぬれていたけれど、その両頰にはえくぼが出来ていて。

　有塚の胸の花は、満たされたように開ききった。それは、バコパに似た、可か憐れんな花で。

　咲さききると同時にその花が透明に結けつ晶しよう化かしていく間、有塚はずっと笑っていた。ようやく取り戻もどした笑顔で。

　俺がその花を有塚にはそうと悟さとられないように摘つみ取れば、結晶は解けて風に流れていったのだった。

「じゃあ、稽けい古こに戻ってもらおうか」

　有塚が落ち着いたのを見て取って俺が促うながせば、有塚は大きく頷いて、鏡に背を向けた。

「……え？」

　だが、何を思ったか、もう一度振り返ると鏡を見つめて首を傾かしげる。

「どうした？　まだ何か？」

「何か音が聞こえたと思って振り向いたらその……鏡の中を着物姿の小さい女の子が横切っていったような」

　そう言う有塚の顔は少々青ざめていて、

「……気のせいじゃないか？」

　俺は有塚を落ち着かせる為ためにも、新たな伝説を作らない為にも、冷静な選せん択たくを告げた。

「……うん、そういうことにしておくね」

　有塚に否やがあろうはずもなく、こうして〝鏡事件〟は幕を閉じたのだった。







　そして、演劇部の新歓劇『彼女と王女と鏡』は無事幕を開け、最後の場面では、涙なみだに咽むせぶ声が体育館を満たし、新入生歓かん迎げいフェスティバルは大成功の内に終わった。

　いや、終わるはずだった。カーテンコールを終えて、演劇部が去ったステージに、今日もちょんまげを被かぶった鈴木が上らなければ。

「はいは～い、演劇部のみなさんありがとうございました。か、感動した！　ということで～、いよいよ本日のメインイベント、ラッキービンゴの始まりだよっ！　一年生のみんな、ビラはちゃんと持ってきた？」

　鈴木の唐とう突とつな行動はいつも通りだったが、その呼びかけに新入生全員がポケットから例のビラを取り出したのを見れば、さすがの俺も呆あつ気けにとられた。

　俺の両サイドに並んでいた桑田達も、こんなことは知らなかったらしく、旗のように振ふられるビラに呆ぼう然ぜんとするばかりだ。

「抽ちゆう選せん番号は、ビラの裏の、一番下の隅すみっこに書いてありま～す！　いや～、副会長の目をかいくぐる作戦大成功！　そして、副会長の目をかいくぐって用意した賞品はどれも豪ごう華かだよっ！　鈴木君の肩かたたたき券。羽黒っちのお祓はらい券に、美名人っちのティーサービス券。尾田っち特選ホラーＤＶＤ。そして……副会長のテスト直前家庭教師券!!」

　その間に、鈴木はやはり俺達の与あずかり知らない〝豪華賞品〟を並べ立てていて。

「……鈴木さん鈴木さん。俺達はいま読み上げたものの何一つとして了りよう承しようした覚えがないんですが？　っていうかいま、何回副会長って言いました？」

「三回だ！」

　ステージ下からマイクを通して、俺が低く低く問いかければ、鈴木は元気よく正解を口にした。ただし、立っている指は二本と、妙みようなボケを披ひ露ろうしてくれる。

　いや、むしろこのビンゴの景品も鈴木のボケだろう。ああ、たとえそうだとしても、俺に鈴木を許す気はないんだけどな？

「鈴木、ここまでしたからには覚かく悟ごはいいな？」

　拳こぶしを握にぎりしめ、ゆっくりと俺がステージへと上がっていけば、鈴木は既すでに身を翻ひるがえし逃とう走そうの準備を始めていた。

「……よし、ぼくは逃にげる。あとはモモタロー君、任せたよ！」

「ラジャ、会長！」

　どこからか、鈴木に応こたえる鈴木百人の声が聞こえたが、そっちは後回しだ。

　走り出した鈴木を俺が追って駆かけ出せば、なぜか一年生の列から拍はく手しゆが巻き起こったが、とにかく俺は走り続けたのだった。
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　ばしゃ～んばしゃ～ん

　と、ほんの少しばかり、金属が震ふるえる音が響ひびくのは、常ならば静せい寂じやくに満ちているはずの虚こ空くう。

　けれど、その音を奏かなでるのが、この空間の主たる女であれば、どこからも、文句が出ようはずもない。

　何かの欠片かけらのような、金属の一片ぺんを爪つめの先で女は弾はじくが、何度そうしても音の波は途と中ちゆうで途切れ、広がっていくことはなかった。

　故ゆえに、女はすぐにその遊びに飽あいてしまって。

「鏡よ鏡？　果たしてこれは鏡かのう？」

　戯ざれ言に節をつけて口ずさみながら、女は大して面おも白しろくなさそうに、欠片を頭上にかざし下から覗のぞき込む。

　そうしたところで、欠片の磨みがかれた面には何一つ映りはしない。けれど、女はそれをそっと着物の袂たもとに仕し舞まい込むと、紅い唇くちびるに微かすかに笑えみを浮うかべる。

「鏡よ鏡？　鏡か鏡？　最後に何となる？」

　そして、繰くり返し唄うたいながら、くるくると舞まい踊おどり──やがて女は虚空の、その闇やみの中に融とけていったのだった。



















　林檎りんごの色は恋こいの色。

　ゆっくりゆっくり、赤く赤く色づいて。

　やがて真っ赤な恋の色。

　だから、林檎の眼鏡めがねは恋色眼鏡。

　あなたの恋をそっと覗のぞいて見てあげる。

　だけどわたしの林檎はまだ青い。

　だからわたしは、その恋みの味を知らないの。
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　通学路のそこかしこで若葉の緑が陽ひに煌きらめき、反射した光が目に飛びこんできたある朝──新緑の季節が叶野市にも訪おとずれたことを俺はふいに実感した。

　世間は大型連休中でも暦こよみ通りに登校しなければならない叶野学園生も、通学途と中ちゆうにこの緑を目にすれば足取りも軽くなるだろう。

　故に俺の歩調もまた昨日より軽くてしかるべきだと思う、のだが。

　正直俺の足取りはいつもより少し遅おそく、また少し重いのが事実だった。

　その原因が緑と一線を画すように視界をちらつく赤色だというのはわかっている。

「おはよう、多加良……その眼鏡、どうしたの？」

　よって、通学路で出会うなり、尾田に正気を疑うような声と眼まな差ざしを向けられても俺は、眼鏡の赤いフレームを撫なでつつ、

「昨日、ちょっとな」

　冷静に、まずは短く声を返した。

「おはようございます、秋庭さん。……あの、眼鏡も気になりますが、そちらの赤あか頭ず巾きんの方を紹しよう介かいしていただけますか？」

　尾田に続いて現れた羽黒もまた俺の眼鏡に不ふ審しんな目を向けたが、こちらはそれ以上に俺の背後に隠かくれている約一名が気にかかったらしく、そう尋たずねてきた。

　確かに、赤の分量からいっても、いま俺の背中に隠れている存在の方が、気になるはずだ。

　なぜならその少女──人間でいうと小学校高学年といったところだ──は赤い頭巾スカーフを頭にかぶり、白いブラウスに赤い膝ひざ丈たけのジャンパースカートを着て、手にはバスケットという童話の赤頭巾さながらの姿をしているのだから。

　さっきからちらちらと俺の方に投げかけられる叶野学園生の視線の半分以上は、多分、この赤頭巾もどきに向けられている。

「ああ、こいつは……」

「は、はははじめまして。私わたくしはフジと申します。まだ新米の林檎の神ですが、どうぞよろしくお見知りおきを！」

　そして、俺が紹介する前に、自じ称しよう〝林檎の神〟は、その身にまとう服よりも頰ほおを赤く染めながら、自ら名乗りを上げたのだった。

『林檎の神？』

　だが、尾田と羽黒はその耳慣れない単語を声を揃そろえて繰くり返すと、首を傾かしげた。

「……あっ、わたしは羽黒花南です。よろしくお願いします。確かに何かお力をお持ちなのは感じますが、林檎の神様とは初めて聞きました」

　でも、いわゆる霊れい感かんの持ち主である羽黒は、その辺りのことは察知していた様子で、フジが自ら神と告げたことの方にはさして驚おどろきをみせず、少々慌あわてて自分も名乗るとそう続けた。

「よ、よろしくですわ。そ、そうですか。でも、私達林檎の神が花の季節に真面目まじめに働いてこそ、秋に林檎は実るのですわ」

　そうすれば、まだ恥はずかしそうにしながらも、フジは羽黒の顔を見上げ、誇ほこらしげに自分の仕事を語ってみせた。

「それで……その赤眼鏡と何か関係あるの？」

　一方、尾田はそんな二人の遣やり取りを横目に見ながら、既すでに何かを察したように俺に尋ねてくる。

　尾田もまた、フジの素す性じようにはさして驚きを見せていないが、こちらはここ一年、不思議な存在を目にすることが多く、慣れてしまったが為ための反応、というか順応だろう。

「そうだな、関係あると言えばあるが……説明は歩きながらでいいか？」

　腕うで時ど計けいで時間を確かく認にんしながら俺が言えば、尾田は一つ頷うなずいた。次いでフジと羽黒も手で招いて促うながすと、

「どちらも話は昨日の夜に遡さかのぼる……」

　再び歩を進めながら、俺はゆっくりと口を開いたのだった。







　昨夜。時刻は八時を半分回った頃ころだった。

　俺は暗い路地裏を足早に進み、家路を急いでいた。

　普ふ段だんとは異なる帰路みちを俺がその時間に通ることになった理由は、突つき詰つめれば鈴木にあった。

　それは、先日の新入生歓かん迎げい会かいで鈴木が勝手に用意したビンゴの賞品──〝テスト直前秋庭多加良の家庭教師券〟なる物を引き当てた、一年の上うえ橋はし弘ひろ子この家からの帰り道だったのだから。

　あの新入生歓迎会の日、俺は結局鈴木を捕とらえられず、そしてビンゴの賞品を撤てつ回かいさせることも出来なかったのだ。

　だが、なにより、せっかく当てた一年生を落らく胆たんさせては可哀かわい想そうだとの配はい慮りよから、俺達はそれぞれ賞品となることを受け入れた。もちろん、この借りはもうすぐ行われる生徒会会長選挙で必ず鈴木に返すと誓ちかった上で。

　ただ、中間試験直前となると、俺は生徒会会長選挙で色々慌あわただしくなる為、上橋との交こう渉しようの結果、連休明けの実力テストに照準を合わせた家庭教師をすることとなった。

　そして俺は昨日、学校帰りにそのまま上橋の家に立ち寄り、家庭教師を実行したのだが、正直成果が出るかはわからない。

　俺の教授方法と張ったヤマにはもちろん問題は無い。

　しかし、指導を受ける上橋にいかんせん集中力が欠けていた。俺の悪人顔のせいだろう、どれだけ穏おだやかな声を出しても、俺の顔をちらっと見ては顔を背そむけて怯おびえ、ペンを持つ手は震ふるえていて。そんな我が子を心配して三十分置きに父母姉弟きようだいが様子を見に来る──おかげで俺の腹はお茶と菓か子しで膨ふくれたが、上橋の頭が知識で満たされたかという点には不安が残る結果に終わったのだった。

　それでも役目は果たしたと、夕食の勧すすめは固く断って、俺は家路を急いでいたわけだが、途と中ちゆうの路地裏のあまりの暗さに閉口して、思わず足を止め、空を見上げた。

　けれど、仰あおいだ夜空には月つき影かげはおろか星の瞬またたきさえ無く、今こ宵よいは自然光は望めないと悟さとり、十数メートル先に見える街灯を目指し、俺が更さらに急ごうとしたその時。

　ドンっ──と、決して軽くない衝しよう撃げきを体に受けたかと思えば、額にも衝撃を食くらって、

「うわっ」

「っっと！」

　俺は後方にたたらを踏ふんだ。咄とつ嗟さにバランスをとって、尻しり餅もちをつくような事態は避さけたが、額がぶつかった拍ひよう子しにかけていた眼鏡めがねは地面に落ちてしまう。

「大だい丈じよう夫ぶ、ですか？」

　周囲が暗いため、何とか人の輪りん郭かくが見える程度だったが、それでもぶつかった相手の方が尻餅をついているとわかると、俺はその場にしゃがみ込みながら問いかけた。

「あいたた……と、はい。大丈夫です。でもおれの眼鏡……」

　すると返ってきたのは若い男の声で、俺は相手の無事と共に、同じ物を落としたことを知る。

「俺も眼鏡を落としたから、まずはこのままお互たがいの手が届く範はん囲いを探さぐってみよう」

「確かに、踏んで壊こわしたら困りますもんね」

　声を聞いて俺が口調を少しくだけたものに変えれば、相手も同じように言葉を返してきて、俺達は互いの顔の見えない暗がりでも意思の疎そ通つうを果たし、それぞれ地面を探り出した。

「すいません、この道、いつもは人通りが殆ほとんど無いから、おれ、つい何も考えずに走ってて」

「いや、俺も人が来るとは思っていなかったから、おあいこだ」

　そんな会話をしながら、俺達は互いの眼鏡を求め、少しずつ遠くに手を伸のばしていき、やがて俺の指先は土とは違ちがう硬かたい感かん触しよくを捉とらえた。

「お……あった。眼鏡だ」

「……あ、おれも見つけた」

　眼鏡のフォルムを手で確認すると、俺は手にしたそれをそのままかけた。その際、ほんの少し違い和わ感かんを覚えはしたが、それは落下の衝撃で歪ゆがんだものだろうと判断して。

「ん……？　これ、おれの、かな？」

　相手の小さな呟つぶやきは聞き流し、俺は立ち上がった。

「じゃあ、これからお互い暗い夜道では気をつけるということで」

「えと、はい。気をつけましょう」

　そして、相手に短く別れの言葉を告げると俺は再び大通りを目指して歩き始めたのだった。

　実にあっさりとした別れだったが、それはどちらも道を急いでいたし、後々相手に用事が出来るなどと考えもしなかったのだから、ある意味当然だったと言えよう。

　それに、この時点で俺は、自分がすぐにそれを後こう悔かいすることなど知らなかったのだから。

　そうして、再び歩き出した俺は、大通りに出て程ほどなく、新たな衝撃に見み舞まわれた。

「み、み、見つけましたわ！　赤い眼鏡の方！　さあ、恩返しさせてくださいませ!!」

　押し倒たおさんばかりの勢いで突とつ進しんしてきた赤あか頭ず巾きん──この赤い衝撃こそ、林檎りんごの神、フジだったのだが──を何とか受け止めて、まだ状じよう況きようの飲み込めていない俺が返せた言葉は一つだった。

「人違いだ」

「ええっ、人違い……そのようです、わ、ね。でで、でも眼鏡は赤いですわよ？　それはとんぼの眼鏡でしょう？」

「とんぼの眼鏡？　何のことだ？　第一俺の眼鏡は銀縁シルバーフレームで赤はどこにも使われていないはずだぞ？」

　動どう揺ようで声を震わせ、目を白黒させる赤頭巾を落ち着かせようと、努めて静かに問い返しながら、俺は眼鏡のフレームを撫なでて、指先に伝わってくる感触がいつもと違うことにそこで初めて気がついた。

「……俺の眼鏡は赤いのか？」

「は、はい。ですから私は人違いをしてしまったのですわ。はうぅぅー、恥はずかしいです。で、でも、恥はじをしのんでお尋たずねしますが、なぜあなたがあの方の赤い眼鏡をかけていらっしゃるのです？」

　赤頭巾は顔を覆おおう手までも赤く染め、その場にへたり込みながらも、細い声で尋ねてきたが、俺はそれに答える前にとにかく眼鏡を外してみた。

　そうすれば、大通りの街灯の下で見るその眼鏡は確かに赤いセルフレームで、俺の銀ぎん縁ぶち眼鏡とは明らかに違う代しろ物もので。

「……どうやら、さっきぶつかった拍子に間違って交こう換かんしてしまったらしい、な」

　半分は自分に言い聞かせる口調で俺が言えば、それを聞いた赤頭巾は道ばたに倒れ伏ふした。
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「そんな……その赤い眼鏡めがねがあの方の手がかりでしたのに。名前もお聞かせ下さらなかったあの方に、このままでは恩返しが出来ません。恩を受けてそれを果たせないとは林檎の神の名折れです。いったい、いったいどうすれば……」

　そこまで嘆なげくと、赤頭巾の声は途と切ぎれて、それは嗚お咽えつに変わり。

　俺は〝林檎の神〟というその単語に、道行く人の目以上に厄やつ介かいな物を感じ取って、この場を即そつ刻こく後にしたい衝しよう動どうに駆かられた。

　同時に、手の中にある、この赤い眼鏡がその厄介事から逃のがれることを許さないこともわかっていたが。

　なぜなら、スペアの眼鏡を持たない俺もまた、さっきぶつかった人間を探し出して自分のそれを取り戻もどさなければならないからだ。

　どうしてさっき携けい帯たいの灯りライトでも何でも使って、この眼鏡が自分の物かどうかを確かく認にんしておかなかったのかとか、せめて相手の名前を聞いておくべきだったとか──そういう後悔はもう役に立たないものとして、俺は前向きに次の対応策を練る。

「顔を見れば、お前はこの眼鏡の持ち主がわかるか？」

「は……い。暗くてもお顔はちゃんと拝見しましたし、恩人の顔を見忘れたりはしません。……ただ、眼鏡をかけたお顔ですけど」

　俺が尋ねれば、赤頭巾は質問の意図を量ろうとすることもなく、ただ素す直なおに答えてくれた。

　それでこの赤頭巾の協力があった方が、この眼鏡の持ち主を早く探し出せるだろうことは明らかとなり、

「……俺も一いつ緒しよにこの眼鏡の本当の持ち主を探してやるから。だから泣くのは止やめろ」

　俺は厄介事に関わる覚かく悟ごを決めると、赤頭巾の肩かたに手を置き、そう言ったのだった。







　だが、その赤眼鏡の持ち主探しをするには時間は遅おそく、また幾いくつかの手がかりもあったことから、俺達は翌朝から動き始めることにして、現在に至ったというわけだった。

　そこまで話し終えたところで、校門をくぐり、俺が足を止めれば、

「恩返しって、神様もするんだ」

　まず、尾田の口をついて出たのはそんな台詞せりふだった。

「はい。他ほかの神様がどうなさっているかは存じませんが、私はこの身の危急を救ってくれた恩人にきちんと報むくいなければ、行くも戻るも出来ませんわ」

　歩いている間に、尾田と羽黒には慣れたらしく、恥ずかしがり屋ではあるが人見知りはしないフジは、尾田の言葉に真面目まじめに答えた。

　そしてフジは、その危急──野の良ら猫ねこに追いかけられて木から下りられなくなっていたところを助けて貰もらったという、俺にしてみればささやかな危機なのだが──から救ってくれた人物の顔がそこにあるというように、空中を見上げると、胸の前で手を組んだ。

「ご立派ですね！」

　そんなフジの言葉に羽黒が感激の声と共に尊敬の眼まな差ざしを向ければ、フジは照れたように頭ず巾きんを目ま深ぶかに被かぶってしまったけれど。

「確かに立派だね……どっかの誰かに聞かせたい殊しゆ勝しような言葉だよ」

　一方、同じくフジの言葉を聞いた尾田は、妙みようにしみじみとした口調でそう言って、俺は賛同の意を示し、深く頷うなずいた。

「それはどちらの……とは聞かない方がいいですよ、ね」

　俺達の会話を聞いて羽黒は無む邪じや気きに言いかけたが、その途と中ちゆうで俺と尾田が首を振ふれば、察して口を閉じてくれた。

　言わんとするところが無事羽黒に伝わって、俺はほっと胸を撫で下ろす。

　そう、今のところフジの背後にかのうの気配は感じられない。ならば名前を呼んで寝ねた子を起こす必要はないのだ。

「それで、手がかりから眼鏡の持ち主はわかったわけ？」

　そこも尾田は同意見のようで、話が脱だつ線せんしない内に、俺の顔にかかっている赤眼鏡を指さして尋たずねてきた。ただ口調からすると、どうやら尾田は俺がまだその答えに辿たどり着いていないと思っているようだ。

「ああ、ズボンが叶野学園の制服ってとこだけは最後に見えたし、他にも幾つかヒントがあったからな」

　だから、俺が頷くと尾田は羽黒と一緒にわずかに驚おどろいた顔をした。

　二人のそんな反応を見て、フジは自分も何か言わなければならないと思ったのか、

「あの方は赤い眼鏡がよくお似合いなのです」

　フジとしては一番重要な手がかりを口にすると、いまは俺の顔にかかっている赤眼鏡を熱の籠こもった目で見上げてきた。

「それがヒントですか？」

　羽黒はフジの言葉を真まっ直すぐに受け止めたが、当然俺は首を振る。

「いや……まあ、確かにヒントは眼鏡にもあるんだけどな。ほら、ここだ」

　言いながら、俺は赤眼鏡を外すとつる──その一番端はしの耳に当たる部分──を指さして二人に見せた。

「あ、これ、ドラゴンフライの眼鏡だ」

　尾田は俺が示したワンポイント──ぱっと見飛行機にも見えるが、ちゃんと見ると確かに小さなとんぼの姿をしたそれ──を目にするとそう声を上げた。

「あの……もしかして、これをかけた方とお知り合いですの？」

　するとフジは、尾田の言葉を名前ニツクネームと思ったのか、期待を込こめた眼差しと共に問いかけ、俺は自分の中で推理が組み立てられたことに満足して、そういえばフジに、件くだんの人物のフルネームを教えていなかったと気がついた。

「いや、ドラゴンフライっていうのは人のニックネームじゃなくて、ブランドの名前なんだけど……ブランドっていうのはわかる？」

　だが、困ったような苦笑を向けながらも尾田がフジにその説明を始めたので、こちらの話は少し待つ。

「……ブランド、というのはわかります。つまり銘めい柄がらのことですわね」

　フジはバスケットの中から、少女が持つにしてはちょっと渋しぶい革かわの手帳を取り出すと、それを開いて頷いた。どうやら手帳には色々とメモがしてあるらしい。

「ブランドものだったのか……」

　とんぼのマークには気付いていたが、ブランドのマークとは知らず、そうとわかった途と端たん、尾田から眼鏡めがねを受け取る俺の手つきは、慎しん重ちようなものとなっていた。

「ブランド品って言っても、僕達高校生にも手が届く範はん囲いの値段だから心配ないよ、多加良」

　そんな俺に、尾田は内心を見み透すかしたような台詞せりふを寄よ越こして、図星を指された俺は、だが何事も無かったように眼鏡をかけ直した。

「この眼鏡の持ち主にして、フジの恩人は名前は名乗らなかったが、代わりに『とんぼの眼鏡で探してよ』と言い残したそうだ」

　そうしてから、俺が改めて二人にそれを伝えると、尾田は相づち代わりに頷き、

「……そういえばドラゴンフライって、英語でとんぼの意味でしたね」

　羽黒は思い出したようにそう言った。

　羽黒としては頭に浮うかんだまま声にしたのだろうが、着眼点は悪くない。そう、〝とんぼ〟という単語、これが相手に近付く一番のヒントだったのだから。

「ああ、そうだ……でも、この場合必要なのは英語の知識じゃなくて古文の知識だな」

「古文？」

　そして、羽黒の呟つぶやきを受けて俺が言えば、尾田はそれを唐とう突とつと思ったのか、今度は首を傾かしげた。

「尾田、古こ語ごでとんぼは何て言う？」

　だから俺は限りなく解答に近い問いを尾田に向けたのだが、

「……僕、思い切り理系なんだよ。羽黒さん、お願い」

　尾田は首を振ると、そのまま羽黒に質問を丸投げした。

「あ、はい……確か先日短歌の授業で勉強しました。とんぼは古語で〝あきづ〟です、か？」

　解答権を尾田から委い譲じようされた羽黒は自信なさげに答えたが、それは見事に正解だった。

「そう〝あきづ〟だ。漢字で書けば蜻蛉とんぼ、あるいは秋あき津づ……人の名字みたいだろう？」

　俺がそう言うと、二人はしばし沈ちん黙もくして、それから同じタイミングでポンと手を打った。

　その音に、フジは驚いてその場で小さく跳はねたが、

「つまり〝とんぼの眼鏡〟は〝秋津の眼鏡〟ってことなんだ！　咄とつ嗟さに口にしたにしては、洒落しやれが利きいてる！」

　尾田はそんなフジに気付かず、珍めずらしく弾はずんだ声を上げた。

　とんぼの異い称しようにさえ思い至れば実に簡単に導き出せる答えだったが、俺もその称しよう賛さんに異論はない。

「そうですね！」

　そして羽黒も同意を示し、ここにはいない秋津に盛さかんに拍はく手しゆを送る。

「そうでしょう！　さすがでしょう！」

　するとなぜかフジが胸を張り、俺達は少し笑ったのだった。

「というわけで、今朝はホームルーム前にフジを秋津のところに案内してくる」

　故に生徒会の仕事を頼たのむと暗に告げれば、尾田は頷うなずいてくれたが、

「わかった……でも、やっぱりその眼鏡をかけてる理由だけはわからないんだけど。裸ら眼がんでも見えないことはないよね？」

　その疑問がまだ晴れていないと、俺を引き止めた。

「……その、秋庭さんにはやっぱりいつもの眼鏡の方がお似合いです」

　尾田がそれを指し摘てきすれば、羽黒もまた不ふ審しんを抱いだいていたのかそう言って、でも羽黒はそこで俺から目を逸そらし──それで羽黒の言いたいことはよくわかった。

「羽黒……似合ってないなら似合ってないと言っていいぞ。俺も似合うと思ってこの眼鏡をかけているわけじゃない……これは、あくまで目印だ」

　だが、俺もそれは十分過ぎるほど承知していた。実際今朝もこの眼鏡をかけて鏡の前に立ち、あまりにも似合わないことに自分でも愕がく然ぜんとしたのだから。

「目印なんですか？」

「ああ。相手だって眼鏡を無くしたことに気付いてるだろ。それに同じ叶野学園生なんだから、すれ違ちがえば向こうから気付くかもしれない、その為ための目印だ。それと、裸眼で俺が相手に気付かなくても困るからな」

　そう説明すると、二人は納なつ得とくしたというよりも、心底安あん堵どしたという表情を浮かべて。

　俺はこの次に眼鏡を作る時は、絶対に赤のフレームは止やめようと胸に誓ちかったのだった。




　　　　２




　朝のホームルームにはまだ少し早く、目的の人物が登校しているかはわからなかったが、急ぐに越こしたことはないと俺とフジは、昇しよう降こう口からそのまま、三年六組の教室を目指すことにした。

　とんぼ＝秋津と繫つなげられたら、後は正直楽なもので、叶野学園にいる秋津という名字の人物から一人に絞しぼり込んでいくだけだった。

　まず〝秋津〟は全学年で四人。でも、その内二人は俺の記き憶おくの中では眼鏡をかけていないから候補から即そつ刻こく外した。

　残った二人の内の一人は部活に入っていないし、委員会活動もしていないとなると、昨夜フジに遭そう遇ぐうする確率は極きわめて低い。

　そうして消去法で三人が消えれば──答えは三年六組の秋津聡さと史しとなるのだった。

「……秋津聡史さま」

　フジは胸の前で手を組んで、俺が先さき程ほど改めて告げた名前を繰くり返した。その横顔は何だか幸せそうで、俺はそこにある種の感情を見た気がしたのだが、今ひとつ確信が持てなかったので、フジに問いただしはしなかった。

　代わりに、もう一つ気になっていたことをフジに尋たずねてみる。

「なあ、恩返しって具体的には何をするつもりだ？」

　鶴つるは機はたを織り、亀かめは竜りゆう宮ぐう城へ連れて行ったが、果たして林檎りんごの神は何をするのか、実は気になっていたのだ。

「……知りたいですか？」

　そうすれば、スカートの裾すそを揺ゆらし足取りも軽く先を進んでいたフジは、肩かた越ごしに振ふり返ってなぜか重々しく問い返してきた。その一方で口許には似合わない不敵とも言える笑えみを浮うかべていて、俺は胸むな騒さわぎを覚え、思わず確かめる言葉を口にしてしまう。

「フジ……恩返し、だよな？」

「もちろんですわ！　私はこの〝恋こい眼鏡めがね〟で秋津聡史さまの運命の恋人を見つけて差し上げるつもりですわ」

　だが、俺の心配をよそにフジは一転して屈くつ託たくなく微笑ほほえむと、バスケットの中から眼鏡を取り出した。

　その眼鏡のフレームもまた赤だったが、秋津の物よりも深みのある濃こい色をしていた。

　でも、その眼鏡を自信満々に見せられても俺は首を傾かしげるしかなくて。

「〝恋眼鏡〟？　運命の恋人？」

　けれど、不思議そうにその言葉を繰り返した声は俺のものではなかった。

「そうで……うひゃっ、びっくりですわ。どどどちら様ですか？」

　今日も湖のように静かに凪ないだ表情で気付けば背後に立っていた桑田に、フジは随ずい分ぶんと慌あわてたが、

「ああ、桑田だ。俺の友人だから心配ない」

　俺がそう言えば、慌てふためいた自分を恥はじるように赤あか頭ず巾きんを押さえて、頰ほおを赤くした。

「驚おどろかせたわね、ごめんなさい。花南ちゃんから恥ずかしがり屋だって聞いたのを忘れていたわ……私は桑田美名人です」

　そして桑田は腰こしをかがめると、フジを気き遣づかうようにその目を見つめ、改めて名乗った。

「わ、私はフジです」

　そうして二人が短い自己紹しよう介かいを済ませ、桑田がフジの大体の事情を羽黒から聞いて知っているとわかると、俺はさっそく話を戻もどし、

「その〝恋眼鏡〟で運命の恋人が探せるって言ったけど、どういうことだ？」

　フジの手の中の眼鏡を指さしながら、改めて尋ねた。

「ええとですね……〝恋眼鏡〟は本来私の仕事道具なのですわ。これをかけて見て、一番相あい性しようのいい木と木をカップリングするのですわ。それは人間を見ても同じことですから……つまり、これをかけると、まず運命の恋人までの距きよ離りがわかりますの」

　俺と桑田が興味深くフジとその眼鏡を見つめる中、フジは説明してくれたのだが、

「……本当に？」

「運命の恋人までの距離がわかるの？」

　にわかに信じられる話ではなく、俺の口から出たのは半信半疑の声で、桑田も僅わずかに眉まゆを寄せると首を傾げた。

「お二人とも、その顔は信じていませんわね」

　するとフジは俺達の顔を交こう互ごに見比べた後、そう判じて軽く肩かたを竦すくめた。けれど、その顔から自信は失われていない。

「それなら……百聞は一見にしかず、ですわ」

　フジはそう言うと、その〝恋眼鏡〟を顔にかけ、始業前で廊ろう下かを行き交かう生徒達を品定めするように眺ながめ始めた。

　俺と桑田は、そんなフジの行動をとりあえず黙だまって目で追う。

「うう……ん。あの人はまだ十万キロもあるので論外ですわね。ああ、あの二人は違ちがう……いえ、いましたわっ！」

　そうして、ふいにフジは眼鏡の奥で瞳ひとみを光らせ叫さけんだ。瞬しゆん間かん、俺はフジが秋津を見つけたのかと思った。だが、フジが指さした方向に視線を向けてみれば、その先にいたのは二年二組の志し村むら安やす弘ひろと仲なか元もと優ゆ奈なだった。

「多加良さん、美名人さん。見えました。……ええ、あの二人は運命の恋人同士ですわ！」

　フジは確信に満ちた顔と声で眼鏡越ごしに二人をじっと見つめて言ったが、俺と桑田はその言葉にまたも首を傾げざるを得ない。

　というのも、数メートル先にいる志村と仲元は、ほぼ毎日喧けん嘩かをしているような仲で、いまこの瞬間も拳こぶしの応おう酬しゆうを繰くり広げ、その場外乱らん闘とうはエスカレートしていくばかりだったから。

「だからっ、おれはお前のまっずい弁当を毒味してやっただけだっつーの！」

「そのまずいお弁当を完食しておいて言う台詞せりふ？」

　どうやら今日の火種は、まだ授業も始まっていないというのに弁当らしい。

「喧嘩するほど仲がいいとは言うけどな」

　そう言いつつも、殺気こそ無いが、かなり本気度の高い二人の拳の遣やり取りを見ていると、フジの言葉が更さらに信じられなくなってくる俺だ。

「でしたら……多加良さん、この眼鏡をかけてご自分でお確かめになったらいいですわ」

　そんな俺の様子をフジはしばし思案顔で見つめて、それから〝恋眼鏡〟を外すとそのまま俺に手て渡わたした。

「人間が使っても見えるものなの？」

「いま見たところ、多加良さんにはその資格がありますわ。美名人さんはだめですけれど……もっとも、眼鏡をかけている人間自身の運命の恋人までの距離を知ることは出来ませんけれど」

　フジのいう資格が何を基準としているものかはわからなかったが、

「まず、お二人のどちらかをターゲットと定めて見てください」

　結局俺は好こう奇き心しんに駆かられて、眼鏡をかけ替かえると、フジの言葉に従い、まず仲元だけを見てみた。

　と、眼鏡をかけた瞬間、それまで透とう明めいだったレンズの右みぎ端はしに数字が現れ、数値は一メートルを前後して動いていた。

「このレンズに見えてる数字が……仲元の運命の相手までの距離なのか？」

「その通りですわ」

　逃にげる志村を追っていく仲元を見ながら問えば、フジは滑かつ舌ぜつもよく答えを寄よ越こした。

「運命の人までの距離……ね」

　俺とフジの会話を聞くと、桑田はなぜか俺の死角に移動してから、その言葉を嚙かみしめるように呟つぶやいた。そんな桑田の行動をフジは一いち瞥べつして、

「では、次は、女の方と男の方を一いつ緒しよにご覧になって。二人が運命の相手同士の場合、左右のレンズにそれぞれ印が点灯しますわ」

〝恋こい眼鏡めがね〟の説明の方を優先した。なので俺もまたそれに倣ならい、フジの指示通り、動く二人の姿を何とか同時に視界に収めて見る。

「印って……青い林檎りんごのマークのことか？」

　すると今度は数字の代わりにレンズの両りよう端はしに小さく青い林檎のマークが点灯していた。

「そうですわ。そして二人の距離がゼロになった時、林檎マークが……このように赤く色づけば、二人は間違いなく運命の恋人同士ということですわ」

　俺の問いに、フジはバスケットの中から本物の真っ赤な林檎を取り出して俺達に見せながら、深く頷うなずいたのだった。

「赤い林檎のマークが運命の恋人の印、か」

「とりあえず距きよ離りやリンゴのマークが見えるっていうのは、本当みたいだけど……でも、この季節に林檎なんて。そのバスケットには特別な仕し掛かけでもあるの？」

　けれど、俺が視界の端の青林檎マークとフジが印いん籠ろうのように見せる赤い林檎を見比べて眉まゆを寄せ、桑田に至ってはバスケットの方に興味を示せば、

「……それが見えたら運命の恋人、と言うのも本当ですわ。バスケットは普ふ通つうの物です」

　眼鏡を貸し与あたえてもまだ〝恋眼鏡〟の力を信じきらない俺達に、さすがにフジも声に抗こう議ぎの響ひびきを宿し、軽く頰ほおを膨ふくらませ──それでも律りち儀ぎに桑田の問いに答えてから、バスケットの中に林檎を仕し舞まい込んだ。

　しかし、いくらフジが言葉を尽つくし、あるいは怒おこっても、事の真しん偽ぎを確かめるには、志村と仲元、双そう方ほうの気持ちを聞かなければならない。そして俺はそうしようとは思わなかった。

　ただ、周りにまで被ひ害がいを及およぼし始めた二人の乱闘はそろそろ止めるべきと判断して、

「とりあえず……ゼロメートルにしてみるか」

　俺は呟くと同時に強く床ゆかを蹴けり、一気に距離を詰つめて、二人の間に割って入った。

　体を捻ひねるようにして繰り出された仲元の拳をまず止めて、次にそれを受けるべく顔の前で交差された志村の腕うでを俺は摑つかんだ。

　俺の乱入に、二人は呆あつ気けにとられ瞬まばたきだけをひたすら繰り返し、それぞれ俺に摑まれた腕を解ほどこうとさえせず動きを止めた。

「今日はこの辺にしておけ。……で、仲直りは握あく手しゆ、だな」

　この俺を前にすれば当然のことだったが、二人とも抵てい抗こうする素そ振ぶりがないので、俺はそのままおもむろに二人の手をとると、握手をさせてみた。

　そうすれば、眼鏡の両端の青林檎マークはその瞬しゆん間かん、真っ赤な色に変わって。

　問題の二人の顔は、フジの眼鏡よりも赤くなる。

　更に俺が摑んでいる二人の腕までも赤く上気し始め──俺がそれぞれの腕を離はなしても握にぎり合う二人の手が離れることはなかった。

　二人の間に流れる空気が子犬がじゃれ合うようなものから、微び妙みように熱っぽいそれへと変じたのを感じ取って、俺は戸と惑まどいつつも一歩下がる。

「おまえ……こんなに手が小さいなんて反則だろ」

「あんたこそ……こんなに手が大きいなんてずるいわよ。いいから、離しなさいよ」

「……やだよ」

　いつもとは１８０度違ちがう二人の雰ふん囲い気きに、当人達よりも見守っていたギャラリーの方が困こん惑わくして静止する中、その人ひと垣がきの中から唯ゆい一いつ飛び出したのはフジだった。

　突とつ然ぜんの赤あか頭ず巾きんの登場に、ギャラリーがざわめけば、フジは自分に集まる視線に一度は足を止め、身を硬かたくした。

　けれど、束つかの間バスケットの中に手を入れて、林檎に──何かきらりと光った気もしたが多分そうだろう──触ふれると、フジは顔を上げて再び志村と仲元の元へと向かっていき、

「……お二人とも、その手を離したくないとお考えならば、そうなさればいいのですわ」

　赤茶色の瞳ひとみに強い光を宿し、強い声でそう告げた。

　突然現れた赤頭巾の言葉に、二人はすぐには言葉を返せず、ただフジを見つめる。でも、フジはそんな二人の眼まな差ざしを今度は無む邪じや気きな笑顔で受け止めると、再び口を開く。

「だってあなた達は、運命の恋人同士なのですから。お二人ならばきっと幸せになれますわ。ですから……照れずに素す直なおに気持ちをお伝えになってください」

　恋のキューピッドならぬ赤頭巾がそう促うながせば、二人は互たがいに握る手に力を込め、改めて見つめ合う。

「運命の……」

「恋人……」

　そして、二人がそれぞれその言葉を繰くり返すと、林檎のマークは更さらに赤色を増して輝かがやき。

「……おれ、本当は優奈のこと、好きなんだ」

「……ばか。あたしも、だよ」

　やがて志村が口を開いて思いを告げれば、仲元はそれに頰を染めながら小さく頷いて──カップル誕生の瞬間に立ち会ったギャラリーからは拍はく手しゆと歓かん声せいがわき起こり、やがて二人を祝福する輪が自然と出来上がっていく。

　その輪が完成する前に、俺はフジと共に何とかそこから外れたが、一昔前の漫まん画がのような展開に、軽い目め眩まいを覚えながら〝恋こい眼鏡めがね〟を外したのだった。

「〝恋眼鏡〟の実力、これでおわかりになりましたでしょう！　林檎りんごの色は情熱的な恋の色ですから、それと同じ色の〝恋眼鏡〟は恋色眼鏡なのですわ」

「そうだ、な。認めざるを得ないか……」

　驚きよう愕がくと目眩から何とか立ち直りながら俺が頷くと、フジは満足げな笑えみを口くち許もとに浮うかべた。

「正しい運命の相手と出会いさえすれば、その方の幸せは約束されたも同然です！　ですから、それが私の恩返しになるのですわ」

　けれど、フジのその理り屈くつには何となくひっかかりを覚える俺だ。

「確かに、今の場合は間違っていなかったみたいだけど……」

　桑田の方は俺よりもはっきりとその違い和わ感かんを捉とらえている様子で、頰に手を当てながら何か言いたげにフジを見つめる。

　でも、そのささやかな表情の変化にフジは気付かず、

「さあ、はりきって恩返しに行きましょう」

　志村と仲元を中心とした人の輪を後に、目的の方向へと足取りも軽く走り出す。

　迷子になられては困るので、俺達はとにかくフジの後を追いかけた。

「あのね……フジちゃん。フジちゃんは恋をしたことがある？」

　そうして、新東棟とうと北棟を繫つなぐ渡わたり廊ろう下か──なぜか天てん井じようはドームのようにカーブしていて、全体的には木造部分を多く残したアーチのような造りになっている──で追い付くと、桑田はフジの背中にそう問うた。

「いいえ。だって私は神としては新米ですからお仕事で精せい一いつ杯ぱいです。恋をしている暇ひまなんてありませんわ」

　フジはわずかに速度を緩ゆるめて、肩かた越ごしに振ふり返りながら、屈くつ託たく無く答えてくれたのだが、その瞬間、俺と桑田は渋じゆう面めんとなっていた。

　確かにフジの答えも満足のいくものではなかったのだが、俺達が表情を曇くもらせたのはそれが理由ではない。

「ほう……なれど、寄り道をする暇はお有りのようですのう」

　しゃりしゃりらん

　という鈴すずに似た金属音と共に、フジの背後に突とつ如じよとして現れた金きん瞳とう銀ぎん髪ぱつの存在もの──かのうの登場の為ためだった。

　人ならざる者は今日も見み目め麗うるわしくはあったが、その身に纏まとう黒い着物が内側を見せないように、口許に浮かべた笑みで隠かくされたその胸中を読むことはできない。

　唯ゆい一いつはっきりしているのは、かのうの手みやげはいつも厄やつ介かい事だというそれだけで、故ゆえに俺と桑田はうんざりとした顔で迎むかえることになる。

「か、かのう様！」

　そして、俺達に遅おくれてその気配に気付いたフジは、かのうがそう言ったように、道草を見つかった子どもの顔で慌あわてて振り向いた。

「一日ぶりですのう、フジ殿どの。妾わらわの記き憶おくが確かならば昨日の内にこの地をお去りになるはずでしたが……まだ気配がすると探さぐってみれば多加良達と一いつ緒しよにおられるとはのう」

　かのうの声に責める響ひびきは無く、紅あかい唇くちびるに刻まれた笑みも消えはしない。

　けれどフジは、かのうが言葉を重ねる度たびに身を小さくしていき、俺は確信犯的なその言葉を止めるべく口を開きかけ、

「これはやはり……妾と多加良が運命の糸で結ばれているからかのう？」

　そのふざけた台詞せりふに怒いかりを通り越こして、全身から力が抜けた。

　かのうはそんな俺を見て小さく喉のどで笑うと、そのまま視線をフジの手に戻もどった〝恋眼鏡〟に注ぎ、わざとらしく小首を傾かしげた。

「え、ええと、何ならお確かめしましょうか？　といっても〝恋眼鏡〟で見えるのは運命の糸ではありませんけれど」

　黄金きん色いろの双そう眸ぼうを向けられたフジは、弾はじかれたように顔を上げると、かのうの言葉を至って真面目まじめに受け取って、そう申し出るとおそるおそる一歩を踏ふみ出した。

「ふむ……妾にも運命の恋人とやらはいるかのう？」

　そうすれば、かのうは軽く身を乗り出し、いかにも興きよう味み津しん々しんというポーズを作って見せたが、

「……その必要はないわ」

　桑田は眼鏡をかけようとしたフジの手首を軽く摑つかんで止めると、かのうを軽く睨にらみながらそう言い切った。

「私達、先を急いでいるので、失礼します」

　そして桑田はそのままフジの手を引いてかのうの脇わきを抜ぬけようとした。桑田も俺に付き合って、何かとかのうの厄介事に巻き込まれているからだろう、とにかくそれを回かい避ひしたいという気持ちは俺にもよくわかる。

　しかし、かのうの方に俺達の心中を慮おもんぱかる気があるはずもなく、空中にひらりと身を躍おどらせると、しゃらんという連環わの擦こすれる音と共に、再び二人の行く手に立ち塞ふさがった。

「美名人はともかく……フジ殿は本当に急いでおるのかのう？　ほんにそうであれば、フジ殿はもう叶野を後にしているはずだがのう？」

　その上でかのうはまたもフジにそんな言葉を向けて、

「さっきから、フジに早く出て行けと言ってるように聞こえるのは俺だけか？」

　いささか意地の悪い物言いに、いい加減俺も苛いら立だち、かのうを見つめる目に力を込こめた。

「そのように聞こえたとは心外だのう……妾はあくまでフジ殿の役目を気き遣づこうておるのだというに」
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　けれどかのうは、俺の眼差しを受け止めると、そう言って悲しげに目を伏ふせる。

　が、白々しいことこの上ない演技を、俺と桑田は無感動に受け流した。

　しかし、フジだけはかのうの表情を深刻に捉とらえて、

「ご心配をおかけして申し訳ありません、かのう様。この叶野の地には長く留とどまらないという約束でしたのに……」

　謝罪の言葉と共に、赤あか頭ず巾きんが床ゆかに着くほど深く頭を下げた。

「いや、そうかしこまられる必要はありませぬよ。妾はただ、なぜフジ殿の逗とう留りゆうが長くなったのか、その理由をお聞きしたいだけですからのう」

　そうすれば、かのうはいかにも優やさしげな笑えみを浮うかべてフジの謝罪を受け入れた。

　俺と桑田はもちろん、そのいかにもよそ行きな笑みに騙だまされはしないが、フジの様子を窺うかがえば、その赤茶色の瞳ひとみは既すでに潤うるんでいて、

「もう、手て遅おくれね」

　桑田が呟つぶやく通りで、俺はそれにため息で返した。

「私は、人間に恩返しをしなければならなくなったのですわ。ですから、私の恩返しが済むまでもう少しだけ留まらせてくださいませ！　お願いいたします！」

「恩返しのう……かようなわけがお有りならば、それを許さぬ程妾も狭きよう量りようではありませぬ。あと……一日二日ならばフジ殿を受け入れましょうかの」

　そしてその懇こん願がんを、いかにも鷹おう揚ように了りよう承しようすれば、フジは尊敬を通り越して崇すう拝はいの眼差しでかのうを見上げ、それからまた床に着きそうな程深々と頭を下げた。

「フジ……かのうの親切は無料タダじゃないぞ」

「きっといつか利息込みで借りを返すように言われるわよ」

　手遅れと知りつつ、俺と桑田は忠告を送ったが、フジは怪け訝げんな顔で俺達を一いち瞥べつしただけで、言葉を聞き入れてくれることはなかった。

「それではフジ殿、恩返しとやら頑がん張ばってくださいませ……なれど、もう一つの約束事はお守り下さいますように、の」

　そうして、フジに確かな貸しを作ることに成功したかのうは、そんな言葉と共に満足げな笑みをフジへと向けて。

「……はい。それは心得ていますわ」

　次いで黄金色の瞳を向けられたフジは、その輝かがやきに射すくめられたように、一いつ瞬しゆん息を吞のみ、それからゆっくりと首を縦にふったのだった。

「では、お急ぎとのこと故、妾はこれでお暇いとましましょうかの。多加良、美名人……またの」

　フジが頷うなずくまでの僅わずかな間を気にすることなく、それだけ言うと、かのうは道を譲ゆずると同時に、その場から姿を消したのだった。

　現れた時と同じ、連環の響ひびきだけをその場に残して──今日は厄やつ介かい事を押しつけられなかったことに俺と桑田は、その残ざん響きようが消えてから気付いた。

　そして俺達は数秒顔を見合わせ訝いぶかしんだものの、ひとまずは安あん堵どの息を吐ついたのだった。

「フジ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　それから俺は、かのうの消えた空中にまだ目を凝こらしているフジに声をかけた。

「え、あっ、はい！　もちろん大丈夫ですわ」

「本当に？」

　俺の声にフジは我に返ると、微笑ほほえみを浮かべて見せたが、その笑みはどこか硬かたく、心配した桑田は重ねて尋たずねた。

　だが、フジはそれにも頷きを返し、ならばもう俺達に問う言葉はなく、いまはフジの言うことを信じる他ほかない。

「そうか……なら、さっさと秋津のところに行くか」

　俺はそう決めると、改めてフジを目的地へと促うながし、フジは、まだ心配そうに自分を見つめている桑田には気付かない振ふりをして、大きく頷いたのだった。







　途と中ちゆうでかのうに遭そう遇ぐうした為ため、秋津がいる三年六組の教室に辿たどり着いた時には、ホームルームまでの時間は残り五分を切っていた。

「あの濃こいグリーンの眼鏡をかけているのが秋津だ。どうだ、昨日見た顔か？」

　戸口の生徒に少々不ふ審しんな目を向けられつつ、俺が秋津を指で示せば、フジは一つ深呼吸をしてから、俺と同じ方向に顔を向けた。

　そうしてフジと共に改めて見る秋津は、顔の作り自体は正直地味な部類に入るが、明るい色に染められた髪かみに加え、眼鏡、ベルトといった小物使いの上手さで随ずい分ぶんと洒落しやれた印象を受ける、そんな生徒だった。

　窓まど際ぎわの席で一人の女生徒と楽しげに話している秋津をフジはしばらく見つめ続けた後、

「……今日は眼鏡の色が違ちがうので確信はありませんが、あの方、のような気がしますわ」

　少々曖あい昧まいな返事を俺に寄よ越こした。

「もっと近くで見た方がいいんじゃないかしら？」

「で、でも、近くで拝見してまた人違いだったら……困りますわ」

　桑田の意見はもっともだったが、当のフジが確証を得てからでなければ嫌いやだと首を振るなら仕方がない。

「じゃあ、まず俺が確かめてやるから、フジは後ろから付いてきて、確かめろ」

「は、はいっ！」

「私はここで待ってるわね」

　そう言って、フジを引き連れた俺が教室に入っていけば、三年六組の生徒の視線は俺達に注がれた。

「あ、あの、勝手に入って構いませんの？」

「始業前だから問題ない」

　フジは自分に向けられる視線の多さに驚おどろいて、俺の服の裾すそを摑つかんだが、俺が迷わずそう主張すればそれ以上は聞かなかった。

「おはよう。秋津、ちょっといいか？」

「へ……と、秋庭？　えっ、眼鏡は？　いや違くて、副……いや生徒会がおれに何の用？」

　秋津は俺が近付いていることには気付いていたものの、目当てが自分とは思っていなかったらしく、声をかけると、隣となりの席の桃もも原はらと共に驚きに目を瞠みはり、動どう揺ようを隠かくさなかった。

「用事は眼鏡のことだ……これ、秋津のじゃないか？」

　だが、俺は秋津の反応には構わず、胸ポケットに収めていた眼鏡を差し出すとさっそく要点を尋ねる。

「うん？　うん、これおれのだ……ってことは昨日の夜ぶつかったの、秋庭だったのか」

　秋津は椅い子すに座ったまま眼鏡に顔を近付けて、それが自分のものだとわかると手に取った。そしてそれをいまかけている眼鏡と掛かけ替かえれば、

「うん、秋津の眼鏡だね」

　桃原も太たい鼓こ判ばんを押して、俺の背後ではフジが何度もこくこくと頷きを繰くり返す。

「あ、ならこれは秋庭の眼鏡だったんだ」

　けれど秋津は俺の後ろに隠れているフジには気付かないまま、鞄かばんを探さぐり、バンダナでくるんであった俺の眼鏡を取り出した。

「ああ、これが俺のだから……間違いない」

　俺もまた自分の銀ぎん縁ぶち眼鏡を受け取ると同時に顔にかけて確かめ、最後の一言を背中のフジへと向けた。

　でも、フジは俺の背後でもじもじするばかりで、なかなか秋津の前に出てこない。これは強きよう硬こう手段に出るべきかと俺が考えていると、

「暗かったとはいえ間違えて悪かったよ。昨日は部活のあとちょっと野や暮ぼ用ようがあって遅おそくなったんだよな」

　頭をかきながら秋津は改めて謝罪の言葉を俺にくれて、俺はお互たがい様だと首を振ってそれに応じた。

「野暮用ってなに？」

「いや、あの……例の鏡をちょっとさ」

　その言こと葉ば尻じりを捉とらえて桃原が問うと、秋津は少々口ごもりながらそう答え、すると桃原はしたり顔で頷うなずいた。そうして、俺達の間にふいに沈ちん黙もくが訪おとずれた、次の瞬しゆん間かん。

「あ、ああああのっ、昨日はどうもありがとうございましたっ！　おかげで今日も存在しておりますわっ！　ですからぜひとも恩返しさせてくださいませっ！」

　ようやく俺の背中から出てきたフジの声は教室中に響ひびき渡わたった。当然、室内の視線はフジに集中したが、一心に秋津を見つめているフジにそれを恥はじらう余よ裕ゆうはもはやない。

「……あ、昨日の赤あか頭ず巾きん」

　一方、大声とフジの登場に、秋津は面めん食くらい、束つかの間目を瞬しばたたかせていたが、その姿を見ればすぐに思い出し、ぱちんと指を鳴らした。

「……はいっ、赤頭巾です！　でも名前はフジですわ！」

　秋津が思い出せば、フジは頰ほおを染め、はにかみつつも嬉うれしそうに名前を告げる。

「あらー、秋津くん、こんな可愛かわいい子といつお知り合いになったのー？」

　そんな二人を見て桃原が早さつ速そく茶化せば、今度は秋津が頰を赤くして、

「ち、違っ、いや確かに昨日、桑くわの木から下りられなくなってるとこを助けたけどさ」

　どこか慌あわてた様子で、両手を大きく振ふって弁解をする。

「秋津様は私の命の恩人なのですわ」

「そうか、命の恩人かぁ、にくいね、この！」

　しかし慌てる秋津に対して、フジはいたって真面目まじめに答え、そこをまた桃原が茶化せば、秋津は助けを求めるように俺を見た。

「桃原、茶化すな。で……秋津、フジは真しん剣けんにお前に恩返しをしたいと考えているんだ。だから、その恩返しを受けてやってくれ」

　フジの恩返しの方法には少々不安があるが、その心だけは本物だと、俺は秋津を真っ直ぐに見つめながら伝えた。

「でも、昨日も言ったんだけど、恩返ししてもらう程のことはおれ、してないし……」

「恩返しさせてくださいませ」

　しかし、俺の言葉にも秋津は首を振り断ろうとした。だが、そこでフジがもう一度言葉を重ねれば、その真しん摯しな瞳ひとみに打たれたのだろう、ゆっくりとだが首を縦に振ったのだった。

　ようやく秋津が承しよう諾だくすれば、フジはぱっと表情を輝かがやかせ、早速例の〝恋こい眼鏡めがね〟を装着した。その上で秋津を数秒見つめると、

「……近いですわ。では、行って参ります！」

　そんな言葉を残して教室から出て行ってしまった。

　赤いスカートの裾が軽かろやかに翻ひるがえるのを呆ぼう然ぜんと見送って、それから秋津は当然のように、目で俺に問うてきた。

「つまり、恩返し開始ってことだ」

　が、俺が言えることは、それだけだった。




　　　　３




　朝の一幕の後、放課後までの時間は、珍めずらしく平へい穏おんに過ぎた。

　俺にとっての平穏とは、ひとつはかのうがらみの厄やつ介かい事が起こらないこと、もう一つは鈴木が──たとえ生徒会の仕事はしなくとも──思いつきの行動を起こさないでいる、という二つに尽つきる。

　今日に至っては、鈴木は朝から俺の前に姿さえ見せておらず、この輪をかけた平穏に、正直、俺の気は緩ゆるんでいたのだ。

　鈴木は静かにしている時もまた危険、ということをすっかり失念していたのだから。

　そう自らを振り返りながら、俺は心の平穏のために一度は閉じた目を開き、ゆっくりと目線を上げた。

　そうして見れば、やはり中庭の樅もみの木には、季節はずれのオーナメントならぬ色とりどりの眼鏡がたくさん──軽く目算しただけでも二十はある──ぶらさがっていた。

　こんなことをするのは十中八九鈴木だが、樅の木をこんな風に飾かざり付ける理由もまた本人にしかわからないだろう。

「カラス避よけでしょうか？」

　西日に反射するレンズに目を細めながら、この眼鏡ツリーのことを最初に俺に教えてくれた羽黒はそんな推測を披ひ露ろうしたが、

「鈴木君はそんな普ふ通つうの理由で動かないわね」

　桑田の言葉の説得力には勝てなかった。

「……とにかく、撤てつ去きよだ」

　そして俺は、この行こう為いの意味は考えても、頭痛を覚えるだけだと、とっとと思考を放ほう棄きして、風が吹ふく度たびに揺ゆれ、眩まぶしくて仕方ない眼鏡を木から取り去る決定をした。

「高いところは梯子はしごがいるな……借りてくる」

「じゃあ、私と花南ちゃんは低いところから外しておくわね」

「はっ！　もしや何かの呪じゆ術じゆつという線が」

『ない』

　そこで羽黒は至って真面目な顔で閃ひらめきを口にしたが、俺と桑田は即そく座ざにそれを否定した。

「でも……例えば割れた鏡なんかは庭に埋うめろと言いますし」

　それでも羽黒は三つ編みの先を弄もてあそびながらぶつぶつと呟つぶやいていたが、桑田が木に向かって歩き出せば、慌ててその後を追っていく。

　二人の背中を見送ると、俺は梯子を求めて踵きびすを返した。

　と、そこで俺は遠巻きに眼鏡ツリーを眺ながめている生徒に交じった、フジの姿を見つけた。

　赤頭巾のおかげで大人しくしていてもフジの姿は目立っていて、

「フジ！」

　手を挙げて俺が名前を呼べば、フジは弾はじかれたようにこちらに向かって走ってくる。

「さ、探しましたわ」

　やがて俺の元へ辿たどり着いたフジは開口一番そう言い、見上げてきた顔に張りついていたのは、心底困り果てた表情だった。

「恩返しに、何か問題発生か？」

　フジがこんな顔をする理由は、恩返し絡がらみとしか考えられず、俺はそう尋たずねた。

「……はい。大問題が生じましたわ」

　俺の予想は的中し、フジは盛せい大だいなため息と共に肩かたを落としたのだった。







　始めたばかりの作業を中断し、桑田と羽黒も心配そうにフジを囲む中、

「その大問題っていうのは？」

　俺が促うながせば、フジはゆっくりと口を開いた。

「……私、半日かけて秋津様の運命の恋人を探し出すことに成功いたしましたわ」

「秋津さんの運命の恋人って、本当に近くにいたのね」

　すると、偶ぐう然ぜんなのか必然なのか判断しかねる事実に、桑田はわずかに目を見開きそう言った。

「ええ……幸いにもこの学園の中にいらっしゃったのですわ」

　だが、幸いと言いながらフジの表情は相変わらず浮うかないそれで、俺達は首を傾かしげながらも話の続きを待った。

「けれど、私がその方に引き合わせると言っても秋津様は遠えん慮りよなさって……それでも私は諦あきらめず、秋津様の説得を試みましたわ」

「でも、秋津は受け入れなかったか？」

　そこで俺がそう尋ねると、フジは力なく頷うなずいて、俺には二人の遣やり取りが手に取るように想像できた。

「はい……そればかりか、いまは他ほかに好きな人がいるから運命の相手は結構などとおっしゃいまして……私、ほとほと困り果ててしまいました」

　そして、語り終えるとフジは、恩返しが上手く行かないもどかしさに唇くちびるを嚙かみしめた。

　話を聞けば秋津に恩返しをしたいというフジの気持ちはわかったが、同様に、俺には秋津の言わんとするところも十分理解できて。

「だったら、もう恩返しはいいんじゃないか？　秋津にはもうお前の感謝の気持ちは十分に伝わっていると思うぞ」

　だから、双そう方ほうの気持ちを慮おもんばかった上で、俺はフジに諭さとす言葉を向けることを選んだ。

「でも、私には〝恋こい眼鏡めがね〟しかご恩を返す術すべがありませんわ」

　けれどフジは〝恋眼鏡〟を使って恩返しすることに固こ執しつしていて、俺の言葉に子どもがいやいやをするように首を振ふる。

「あの、そんなことは無いと思います。例えば肩かた叩たたきとか、重い荷物を運ぶのを手伝って差し上げるとか。そういうことでも十分嬉うれしいものですよ」

　そんなフジの顔を覗のぞき込むようにしながら、羽黒は他の方法もあることを示したが、それにもフジは首を振った。

　フジの真面目さは長所であると同時に、物事のもう一つの側面が見えなくなるという短所でもあるらしい。俺と共にそれを悟さとった羽黒は、困ったように眉まゆを八の字に寄せた。

「だって……このまま桃原さんとかいう方を思っていても秋津様は幸せになれませんわ」

　更さらにフジは、瞳ひとみに頑かたくなな光を宿したままそう主張してくれて。

　俺は何とかフジに、恋れん愛あい感情というものを説明しようと思考を巡めぐらせたが、正直苦手な分野に、言葉が上手うまくまとまらない。

「……本当にそうかしら？　運命の恋人以外を好きになったらいけないの？」

　俺が頭を悩なやませる中、少々鋭するどい声でフジに疑問を投げかけたのは桑田だった。

「……私は、そう思いますわ。ええ、恋は運命の相手とするものですわ」

　声と同じくやや鋭さを増した桑田の眼まな差ざしに、一いつ瞬しゆん怯ひるんだものの、フジは自分の主張を退けなかった。

　桑田とフジの間には、微び妙みように張りつめた空気が漂ただよい、両者の間で俺と羽黒が息を詰つめたその時。

　キイイイイイィィィンン──と、近くのスピーカーから飛び出した耳みみ障ざわりなハウリング音に、俺達は反射的に耳を塞ふさいだ。

「……あーあー、テステス。あーあー、果ってしないぃー」

　そして、ハウリングが消えると同時にスピーカーから響ひびき渡わたった声に、思わず俺はスピーカーを見上げたが、そうしたところで相手の顔が見えるはずがなく──だが、その調子外れの『大都会』を聞けば、放送室にいる奴やつの顔など容易に想像できる。

「うんうん、感度良好。ということで……全校生徒のみんな、元気かな？　山口さん家の三軒げん隣となりの鈴木君からのお知らせです！　よーく聞いてね！」

　次いで、予想通りの名前が本人から告げられると同時に、俺は黙だまって制服のポケットに手を入れた。

「……鈴木君？　誰だれですの？」

「ええと、その……」

「聞かなかったことにして忘れることを勧すすめるわ」

　突とつ然ぜんの放送にフジは戸と惑まどいを露あらわにして問うたが、羽黒が口ごもり、桑田が冷たい声こわ音ねで告げれば、追つい及きゆうを諦めて頷いた。

　一方、その間も誰にも止められることなく、鈴木の声はスピーカーから響き続けていた。

「本日、放課後より〝第29回ゴールデンパークペア入場券争そう奪だつレース～勇気を出してあの子をデートに誘さそっちゃいな～〟を開かい催さいします。ただし、チケットは二枚しかないから、今回は参加者を先着30名とするよ」

　ゴールデンパークというのは、叶野市のあるＮ県の隣となり、Ｙ県に最近出来た遊園地なのだが、そこの微妙なマスコットキャラクターはいま、物議を醸かもしていると聞く。

　俺がＣＭで見たそれは、八等身で眼鏡をかけた、殆ほとんど人間の顔の緑色の存在──河かつ童ぱだった。でも、とにかくその顔がイケメンなので、河童にもかかわらず主婦受けは良く、逆に子供受けは悪い。その辺りが議論の的となっているらしい。

　が、マスコットキャラはともかく、アトラクションはそれなりに充じゆう実じつしているらしく、遊具があれば〝遊園地〟と呼ぶＮ県叶野市民には心躍おどらされるスポットで、

「ゴールデンパーク……連休に行くにはいいかもしれないわね」

　桑田がそんな感想を思わず漏もらすのも理解出来た。

　だからといって俺がこの鈴木企き画かくを見み逃のがすわけはなく、俺はポケットの中のＥＸボールを握にぎる手に更に力を込めた。

「参加希望者はまず二人一組のペアを作ってね！　というのも、レース本戦ではラブラブ二に人にん三さん脚きやくをしてもらうからだよっ！」

　俺がいかにして鈴木を捕とらえるか頭の中でシミュレーションを始めていることなど知らず、マイクを通してなお鈴木の声は高くなっていく。

「でもって、仲良し二人組を作ったら、まず中庭の樅もみの木に吊つるしてある眼鏡の中から二人同じ色の物をゲットしてくださいっ！　つまり、ゲットできたペアが本戦ヘの参加資格を得るってことだよ。早い者勝ちだけど、くれぐれも怪け我がのないようにね！」

「……仲良し二人組ということは、友達同士でもいいんですね」

　そうと聞いて羽黒は思案顔で眼鏡ツリーに目を向けたが、俺が咎とがめる視線を送れば、弁解の言葉の代わりに慌あわてて首を横に振った。

「レース本戦については参加者が揃そろった時点でまた改めて説明するよ！　では、みんなまた後で、大きな樅の木の下でお会いしましょう！　チャオ！」

　そうして、首を振りすぎて三つ編みが羽黒の首に絡からまってしまったところで、突然始まった放送はぶつりと途と切ぎれた、と思いきや、

「あ、そうそうレースの勝者には副賞として、Ａ・Ｔのお弁当券も与あたえられるからお楽しみにっ！」

　しつこくもう一度繫つながった後、今度こそ音声は切れて、そこでようやく中庭に静けさが戻もどったのだった。

「……この眼鏡めがねツリー、そういう理由だったか」

　そして俺は、このツリーの意味を──そして、この企たくらみの為ために鈴木は今日一日鳴りを潜ひそめていたのだと知った。

　だが、やはり鈴木は詰めが甘い。ここにきて鈴木は全校放送という形で、実行直前の計画のみならず現在地いばしよまでも告げてしまったのだから。

「鈴木はいま、放送室か」

　俺は内心で笑いながら低く呟つぶやくと、今日は遂ついにこの手で奴を仕留める日だと悟さとり、ＥＸボールをポケットの中から取りだした。それから、鈴木の元へ赴おもむくべく足に力を込める。

「遊園地、仲良し、ラブラブ二人三脚……これしかありませんわっ！」

　しかし、俺が踏ふみ出そうとしたまさにその瞬しゆん間かん、フジの大声が鼓こ膜まくに突つき刺ささり、その不意打ちに俺は迂う闊かつにもＥＸボールを取り落としてしまった。

「ふ、フジさん？　どうされました？」

　同じく驚おどろきに心臓の辺りを押さえながら、羽黒が問いかければ、

「ええ、私わかりましたの！　秋津様と運命の恋こい人びと……勝かつ野のあすか様に必要なのは、この何とかいうレース……いいえ、このラブラブゲームですわっ!!」

　フジは頰ほおを紅潮させ、自信満々に自分の思いつきを語ってみせた。その目は爛らん々らんと輝かがやいていて──つまり、もう完かん璧ぺきにフジは周りが見えなくなっていた。

「おい、フジ、ちょっと落ち着け」

「となれば、まずはこの木の下に全員集合ですわね！」

　無む駄だと承知で俺はフジに声をかけたが、予想に違たがわずフジは俺の声を無視してくれると、なぜかバスケットの中から小ぶりな林檎りんごを取り出す。

「どうしてここでまた林檎を出すの？」

　それを見て桑田は一人冷静にフジに尋たずねたが、それにもフジは答えず、林檎をスカートで軽く磨みがくと、

「さあ、ゲームを始めますわよ！　リンゴパワー!!　二人をここへ！」

　そんな台詞せりふと共に林檎を一口齧かじった。

「あ、あれ？　おれ、いつの間に中庭に？」

「ええと……あたしはどうして中庭にいるのかなぁ？」

　その次の瞬間、背後から秋津ともう一人の声がして、反射的に振ふり返った俺は本気で驚いた。

　さっきまで確かに誰もいなかったその場所にはいま、秋津聡史と二年生の勝野あすかがいるという事実に。

　同じく振り向いた桑田もまた、驚きに声もなく、突とつ如じよ現れた二人をただただ見つめるしかない。

　キョロキョロと周囲を見回すのに忙せわしい二人は、俺達の視線にも驚きよう愕がくにもまだ気付いていなかったけれど。

「リンゴパワー……すごいですね。さすがは神様族かみさまです！」

　そんな中、目を瞠みはりながらも、この瞬間移動を最初に事実として受け止めたのは羽黒で、この場にいる人間の中では一番落ち着いた反応だった。

　一方、俺達が呆ぼう然ぜんとしている間にもフジの独断行動は続いていた。

「リンゴパワー！」

　フジが再びその台詞を口にしながら林檎をもうひと齧りすると、今度は、赤いフレームの眼鏡が二つ出現して、フジはそれを手に秋津と勝野に向き直る。

「これは秋津様の分！　これは勝野様の分！」

　それから、二人の手にそれぞれ眼鏡を押しつけた。

「え、おれの分？　あ、これもしかしてレースに出るのに必要な眼鏡？」

　秋津は眼鏡を受け取るとフジの顔を見て──突とつ然ぜん場所を移動させられた混乱は去ったのか、はたまた考えないことにしたのか──まずそう尋ねた。

「……レースかぁ。あたしはＡ・Ｔのお弁当に興味はあってもゴールデンパークにはあんまりないよ。フジちゃんは興味があるの？」

　勝野もまた秋津と同じ思考に至ったのか、頰を緩ゆるめると、セミロングの髪かみをかき上げつつ、親しげにフジに問いかけた。どうやら俺達の知らぬ間にフジは勝野とも接せつ触しよくを持っていたらしい。

「フジの一生のお願いですわ！　お二人でこのラブラブゲーム……いえ、レースに参加してくださいませ！」

　そしてフジが、二人に答えとして返したのはそんな懇こん願がんだった。

「……ええと、やっぱりフジもゴールデンパークのチケットが欲しいのか？　でもおれはおれで欲しいんだけど、どうしようか」

　かなりの勢いと共に深々と頭を下げたフジを目の前に秋津は、悩なやんだ様子でこめかみをかく。

「いえ、私はお二人が一いつ緒しよにレースに出てくださればそれでいいのですわ！　ですからチケットとやらはお二人のいいようにしてくださいませ！」

　それで秋津にはフジの求めるところがわかったのだろう。勝野の顔を一いち瞥べつすると、その表情は戸と惑まどいから、少々渋しぶいものへと変じた。

「んーと……あたしが秋津先せん輩ぱいと鈴木くん主しゆ催さいのレースに出れば、フジちゃんはそれで満足してくれるってことかな？」

　秋津とフジの会話を聞いた勝野も改めてフジに問いを向けるが、その表情は浮うかないものだった。

「そうですわ！　お願いいたします！」

　でもフジはそこで怯ひるまず、もう一度、縋すがる瞳ひとみで二人の顔を見上げ、懇願を繰くり返した。

　その赤茶色の瞳が潤うるんでいるのを見た二人は、互たがいの顔とフジを見比べながら、困ったように息を吐つく。しかし、その表情は、既すでに情にほだされたそれで、二人がフジの申し出を受け入れるのは時間の問題だろう。

　だが、鈴木企き画かくということを抜ぬきにしても、フジがいまさっき見せたような力を使うのなら、ここは二人を止めなければならない。

「秋津、勝野……」

　俺はそう判断すると、口を開きかけたのだが、そこで桑田にそっと腕うでを引かれた。俺が視線を向ければ、

「秋庭君、ここはフジちゃんの好きにさせてみたらいいわ」

　桑田は静かな表情で、けれどどこか突つき放すような台詞を口にした。

「美名人ちゃん、なぜですか？」

　俺が無言でその真意を問う眼差しを送ると、羽黒もまた桑田に尋ねる。

「神様の力を使っても、人の気持ちは簡単には動かないってことを、フジちゃんが知るためにはそれがいいと思うの」

　俺達を真まっ直すぐ見つめながら答える桑田の声は、フジに届かないよう、囁ささやきに近いものだった。けれど、その声には真しん摯しな想おもいが宿っていて、俺は桑田の意見を聞き入れることを決めた。

　それに、言われてみれば確かに周りの見えなくなっているフジには、説明するよりも体験させる方が有効に思えた。

　それと、これならば鈴木の無む駄だ企画も有益に使えるというわけだ。

「出るだけでいいなら……ちょっと今日はおやつを食べ過ぎてるし、いいカロリー消費になりそうだけど、秋津先輩はどうですか？」

「おれもチケットは出来るもんなら手に入れたいけど……もしもレースに勝てても、勝野はチケットいらないのか？」

「はい。そのかわりあたしは副賞を貰もらうということでどうです？」

「うん、それでいい」

　そして、秋津と勝野の話も、予想通り二人がフジの懇願を受け入れる形で収まって、俺達はレースを見守ることになったのだった。
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　そう、俺はただ見守るはずだった。

　が、しかし。俺はいま、黒くろ縁ぶちの眼鏡めがね──というかサングラス──をかけて、同じように色とりどりの眼鏡をかけた三十人の中の一人になっていた。

　ことの発ほつ端たんは騒さわぎを聞きつけて遅おくればせながらやってきた尾田が、俺の顔を見るなり呈ていした疑問だ。

「あのさ……副賞のＡ・Ｔのお弁当って、秋庭多加良のお弁当、ってことは無いよね？」

「……は？」

　俺はその言葉の意味がすぐには理解できず、否、理解することを脳あたまが拒きよ否ひして、少々間の抜けた声だけを尾田に返した。

「いや、確証はないんだ。ただ、この間のビンゴの賞品のこともあるし、注意しておくに越こしたことはないってちょっと思っただけ」

　そうすれば尾田は、これはあくまで可能性の話だと言い直し、その嫌いやな考えを払はらうように顔の前でひらひらと手を振ふった。

　だが、これが鈴木企画だということを改めて意識させられた俺には、尾田の言葉は気休めにもならなかった。

　それどころか、まんまと鈴木に裏をかかれた先日の経験が蘇よみがえり、

「十分にあり得る……」

　呟つぶやく俺の声は苦くなった。次いで俺は、もう二度と同じ轍てつは踏ふまないというあの日の誓ちかいを思い出して拳こぶしを固め、次に取るべき行動を即そく座ざに決めた。

　そう、俺が取るべき行動はただ一つ──

「俺はこのレースで絶対に一位を取る！」

　言いながら俺は眼鏡ツリーの中から一番手近にあった黒眼鏡サングラスを二つもぎ取った。

　宣戦布告と同時に行動に出た俺を見て、尾田を始めとする三人は納なつ得とくして頷うなずいてくれたが、

「えっ、ちょっと待って下さいませ。それでは秋津様と勝野様はどうなりますの？　最初のデートは遊園地か映画が定番ですわ」

　フジだけは少々慌あわてて、抗こう議ぎの声と共に俺を見上げた。

「いまは二人がレースに参加することに意味があるんだろ？　なら、一位は俺でも問題ないはずだ」

「確かにそうですけれど、でも、秋津様もチケットが欲しいとおっしゃっていましたわ」

　レースの為ためにわざわざジャージに着き替がえに行っている秋津の代わりにフジは俺に訴うつたえて。

「……だったらフジが俺と一いつ緒しよにレースに出るのはどうだ？　それでフジが俺と取ったチケットを秋津達に渡わたすなら問題ないだろう……ただし、レース中はリンゴパワーは使わないのが条件だ」

　その真しん剣けんな顔を見れば無む下げにするわけにもいかず、俺は少し考えた後、フジにそう提案した。もちろん厄やつ介かい事を避さけるための機転を利きかすことも忘れずに。

「確かにそれならば良い気がしますし……お二人を見守る為にも、良さそうですわね。ええ、私もレースに参加しますわ」

　フジは赤あか頭ず巾きんを目ま深ぶかに被かぶってしばし考えた後、再び頭巾から顔を現すと、俺の提案を受け入れたのだった。

　話がまとまったところで、俺はフジにもう一つのサングラスを渡して、その瞬しゆん間かん桑田からはため息がこぼれた。

　確かにフジは戦力というよりはハンデだから、桑田はそこを心配しているのだろうと気付いて、

「桑田、大だい丈じよう夫ぶだ。フジと一緒でも俺はきっと鈴木の陰いん謀ぼうは砕くだいてみせる！」

　でもそこは俺を信じれば良いと告げれば、桑田はごく小さく笑ってくれたのだった。

　俺達の遣やり取りの後に、尾田と羽黒が揃そろって桑田に同情的な眼まな差ざしを向けた理由はわからなかったが、まあ問題ないだろう。







　とにかく鈴木の陰謀を砕き、そしてフジに人間の心のあり方の一つをわからせるという高こう尚しような目的の為に、俺はレースに参加することを決めたのだった。

　そうして、最後の一つの眼鏡が枝からもぎ取られた時、眼鏡ツリーの周りにはギャラリーも含ふくめてかなりの数の生徒の輪が出来ていた。

「なんでこんなに暇ひま人じんが多いんだ……」

　その光景を前に俺は頭痛を覚え、また、嘆なげかずにはいられない。

「んー、最近は一年生メインのイベントが多かったから、久々に二、三年が盛り上がってるんじゃない？　でも、イベントが多かったお陰かげで部活の後こう輩はいなんかは早く学校に馴な染じめたって言ってたよ」

「あ、そういえば桑田さんのティー券当てたの、陸上部うちの一いつ色しきだって知ってたか？」

「ああ、はい。随ずい分ぶん喜んでましたよ」

　近くにいた勝野は俺の呟きを耳に捉とらえると、簡単な推理を披ひ露ろうしてくれたが、その後の秋津との会話を聞くと俺は素直に喜べない。

　一方、これからペアを組むフジはといえば、秋津達が会話を弾はずませるのを見て目を細め、一人悦えつに入いっていた。

「やっぱり〝恋こい眼鏡めがね〟に間ま違ちがいはありませんでしたわ。ねえ、秋庭様も……」

　次いでフジは俺からも賛成の意見を得ようと口を開きかけたが、その声は途と中ちゆうでスピーカーから溢あふれ出したけたたましいファンファーレの音にかき消されてしまう。

　よりによってそれは競馬の出走ファンファーレだったのだが、叶野学園の生徒の皆みなさんはその音楽に沸わき立ち歓かん声せいを上げる。

　俺は少し、否、だいぶ叶野学園の未来が心配になった。これはやはり一日も早く俺が生徒会長にならなければまずい。フジの件が片付いたらまたすぐに選挙戦への作戦を練ろう。そして鈴木の天下を終わらせるのだ。ああ、絶対に。

「みんな盛り上がってるねっ！　怪け我がも無く無事に参加者も決まったし、ぼくは嬉うれしいです！　ということで、ますます盛り上がっていただくべく、本戦レースの説明をするよ！」

　俺が誓ちかいを新たにしていることなど知らない、ひたすら能天気な鈴木の声が再びスピーカーから流れ出すと、この場にいる生徒の視線は自然と上を向いた。見上げるなら本人のいる放送室の方だという気がするが、これは仕方ない反応らしい。

「この後、ぼくの助手が二に人にん三さん脚きやく用の紐ひもを配るから、まずはペア同士で足を結んでくださーい」

　そんな中でもフジだけは秋津と勝野の二人を見つめていて。

「ふふふ……これで二人は急接近です！」

　鈴木の言葉を聞くと微笑ほほえんで、満足げに呟つぶやいた。俺はその横顔を見てため息を吐ついたが、フジはそれに気付かず、俺はひとまず鈴木の説明に耳を傾かたむけることにした。

「準備が出来たら、ひょうたん池の近くに引いてあるスタートラインに並んでもらって……そしたらぼくから、みんなに問題を出すからね！　問題を解いて、課題を解決していくと、最後に〝ゴールデン眼鏡〟に辿たどりつけます！」

「ゴールデン眼鏡って、河童のミスター・タローのアイテムだっけ？」

「そうそう。たまにかけてるあの眼鏡」

　やけに勢い込んで鈴木が〝ゴールデン眼鏡〟という単語を口にすれば、近くからはそんな会話こえが聞こえてきた。

　瞬しゆん時じに俺は、鈴木がこのレースにおいて首しゆ尾び一いつ貫かん、眼鏡に拘こだわるつもりであることを理解した。それがゴールデンパークの人気（？）キャラクターの河童が眼鏡をかけているという単純極きわまりない理由だということも。

「〝恋眼鏡〟で結びついた二人を祝福するのはゴールデン眼鏡ということですわね。とても素す敵てきですわ」

　フジの方は自分に都合のいい解かい釈しやくをして一人納なつ得とくしていたが、それを聞いた俺はよりによって金色の眼鏡をかけた鈴木の顔を思い浮うかべてしまって。

「……絶対にそんな祝福は受けたくない」

　思わず声に出して呟いてから、俺はその画えを払はらうべく頭かぶりを振ふった。それでも、ゴールデン眼鏡は奪だつ取しゆせねばならないという現実は忘れなかったが。

「つまり、ゴールデン眼鏡をゲットしたペアが一等賞！　ゴールデンパークのチケットを貰もらえるってことさっ！　あとは……そうそう、各課題ポイントにいる、審判ジヤツジの言うことはみんなちゃんと聞いてください！」

　そうして、俺が自分の想像力に軽いダメージを受けている間に、鈴木によるレースの説明は殆ほとんど終わっていた。

　そして眼鏡を持っている者を選び、フジとそう身長の変わらない生徒が足を結ぶ紐を配り始める。

「東雲しののめ、鈴木の手伝いなんて物好きだな」

　腰こしまで届く艶つややかな黒くろ髪かみの、けれどそれと反比例するように小こ柄がらで童顔なその上級生が回ってくると、俺はそう声をかけた。

「ええ、確かに好きで手伝ってるんデスヨ。でもこれは明日の為ための努力ですから秋庭くんにはわからないデスヨ。ところでウエ……じゃなくて、尾田くんを見かけなかったデス？」

　すると東雲小こ蒔まきは俺の言葉をあっさりと肯こう定ていし、フジの手に赤い紐を渡わたしながら俺にそう尋たずねた。

「ああ……尾田なら、あっちの石いし灯どう籠ろうの方にいるはずだ」

「ありがとうデスヨ。ああ、紐を貰ったらサングラスは外していいデスヨ」

　東雲がなぜ尾田の居場所を気にするのかわからなかったものの、隠かくす理由も無いので俺は正直に教えた。が、次の瞬しゆん間かん、東雲の黒目がギラリと光った気がして、俺は自分がしくじりを犯おかしたのではと少しだけ不安を覚える。

「まあ……大だい丈じよう夫ぶか」

　だが、最終的には俺の人を見る目に曇くもりは無いはずと信じ、俺は東雲の背中を見送るのを途と中ちゆうで止やめると、サングラスを外し、

「この赤い紐にリンゴパワーを込めれば、二人を繫つなぐ結び目は永遠に解けなくなりますわ……」

「フジ、リンゴパワーは使用禁止だって言っただろうが」

　またもや力を使おうとしているフジを制止すべく、その肩かたを軽く摑つかんで揺ゆすった。

「はっ……そうでしたわ。あの、お約束を、忘れていたわけではありませんのよ」

　そうすればフジは我に返って慌あわてて首を振り、それから自分の頰ほおを己おのが手で軽く叩たたいた。

　その真面目な表情を見ていれば、確かにフジは滅めつ多たなことでは約束を違たがえないと思う。だが、用心しておくに越こしたことはないと俺は経験上知っている。

「フジ、走るには邪じや魔まだから、そのバスケットは桑田か羽黒に預けておけ」

　その思い出したくもない数々の経験を踏ふまえ、俺は林檎りんごの入っているバスケットを預けるよう言った。

　俺の言葉にフジは逡しゆん巡じゆんを見せたものの、俺が見つめ続ければ、やがて頷うなずき桑田の元へと走って行って、俺は小さく安あん堵どの息を吐いたのだった。




　　　　５




「それではっ、第一の問題です！　眼鏡の作曲家はどこで眠ねむっているでしょう？　さあ、わかった人から出発進行だよ!!」

「はん、温ぬるい……やっぱり鈴木レベルの問題だな。フジ、行くぞ」

　スピーカー越ごしに鈴木から問題が出されると同時に、俺はフジの肩に回した手に力を込めて促うながした。

「えっ、もうおわかりになったのですか？　で、でも秋津様達は……あ、おわかりになったようですわ」

　するとフジは、俺ではなく、わざわざ近くに並んだ秋津達の顔を見て慌てたが、二人も動き出したと見ると、俺と共に走り出してくれた。秋津達の方を気にかけるのはもう仕方がないものとして計算の内に入れてあるから、俺はそこで怒おこったりはしなかった。

　身長差はあるものの、フジの歩ほ幅はばは一定で、生真面目なそのリズムは、紐ひもで結ばれた俺の歩調あしともそれなりに合い、順調な走り出しに俺は安堵する。

「みなさんと同じ方向でいいんですの？」

　レースの参加者の殆どが同じ方向にスタートを切ったことに気付くと、フジは逆に不安そうに尋ねてきたが、

「ああ、これは簡単な一問目だからな」

　俺が短く声を返せば、フジはそれ以上問いを重ねることも、足を止めることもなかった。

　最初の問題の答えは、難しく考えなければ音楽室に行けばいい。一、二組ほど深読みしてルートを外れて行ったが、秋津達も俺もそれを気にすることはなかった。

　そうして、ペースが摑めてくると、俺はもう少しスピードを上げて、集団から抜ぬけ出すことを考えた。

　だが、フジは数歩先を走る秋津達の姿が見える今のポジションが気に入っているようで、

「やっぱり、お二人の息は合っていますわ」

　二人の背中を見つめながら、どこかのんびりとした口調でそんなことを言う。

　確かにぶっつけ本番で挑いどんだにしては、他のペアと比べても秋津と勝野の息は合っている。

　ただ、フジが狙ねらっているような甘い雰ふん囲い気きは少しも生じていなかったが。

「秋津様が勝野様の肩に回している手も優やさしげで……いいですわね」

　しかし、フジの目には眼鏡めがねならぬ何かフィルターがかかっているようで、嬉うれしそうにそう呟つぶやいて、でもフジはそこで、ふいに二人から目を逸そらした。

　そうした後で、なぜ自分がそんな行動に出たのかわからない様子で、フジは首を傾かしげると再び二人に眼まな差ざしを向けた。

　俺にはフジの一連の行動の意味がわかったが、出来ればフジ自身に自覚して欲しいと、今は何も告げないことを選せん択たくした。そして、その為ためには、しばらく二人の背中が見えるポジションにいた方がいいだろうと判断して、

「ぼーっとしてると、離はなされるぞ」

　俺はそう言うと、前を走る秋津達が集団を抜けようと加速したのに合わせ、フジにスピードアップを促したのだった。







　その結果、俺達は秋津ペアに続き、五着で音楽室に到とう着ちやくした。と同時に、

「いよっ、五番乗りっ！」

　威い勢せいの良い──だが、音楽室には少々場ば違ちがいな声に俺達は迎むかえられたのだった。

　少々低いところから聞こえた声に反射的に下を向いて、俺は数秒固まった。

　そこにいたのは一組の男女。制服から判断して叶野学園生なのだが、問題は、その首から上──そこに人間の頭部の大きさを上回る、中国の童子風のマスクを被かぶっていることで。

「ここ、怖こわいですわっ」

　妙みようにリアルな顔立ちに加え、目が笑っていないマスクに、フジは怯おびえて俺の腕うでにしがみついてくる。

「あかん……またや。やっぱこのマスクは笑いより恐きよう怖ふを与あたえてしまうんやな、あかんわ。ウエスト、次は馬うま面づらやなっ！」

　怖がるフジを見て、女生徒の方はなぜか関西弁らしき言葉でそう言うと、もう一人に同意を求めたが、

「その時は一人で突つっ走ってください、イーストさん……次なんてもうありませんから」

　男子生徒は女子生徒とは対照的に、陰いん鬱うつな声で答えると、重いため息を吐ついた。

「うーん、タイミングはええけど、ノリはイマイチ……赤点ギリギリやな」

「ははは……もういっそ落第にしてください」

「……もし、お前達がここの課題の審しん判ぱんなら、さっさと課題を提示してくれないか」

　一方が乗り気でないのは明らかなのだが、止めなければ際限なく続きそうな遣やり取りに、俺は思いきって割って入るとそう求めた。

「ああ、せやった、うちらはジャージ……やなくてジャッジなんやった。つい笑いの方に頭がいってもうたわ、堪かん忍にんな。えー、ここではおはようからおやすみまで楽しい笑いを提供する、イースト＆ウエストの指示にしたがってもらうで！　まずは鈴木はんの問題の答えを……この耳に囁ささやいてや！」

　そうすれば、自じ称しようイーストはあっさりと会話を切り上げて、見慣れても不気味な童子の側頭部を小さな手で示した。

「……お耳なんて見えませんが？」

　だが、フジの言う通り、そこには耳など描えがかれていない。

「うん、その通り。ここはさくっと無視してさくっと僕に答えを聞かせてくれればいいから」

　ウエストはフジの指し摘てきにもっともだと頷うなずき、また冷たい声を響ひびかせて、俺は迷うことなく、ウエストの言に従うことにした。

　なぜ素す直なおに従う気になったかと言えば、有う無むを言わせぬ雰囲気に圧あつ倒とうされたからではなく──絶対に本人ということは無いだろうが──その声が尾田に似ていたからだが。

「眼鏡をかけた音楽家といえばシューベルトか滝たき廉れん太た郎ろうがぱっと浮うかぶ。だが眠ねむっている、と言われれば、有名な子守歌を作曲しているシューベルトの方だろう……だから、答えは肖しよう像ぞう画がのある音楽室ということになる」

　そして壁へき面めんの肖像画の一人を指さしながら俺が答えを述べれば、童子の頭部はかくん、と大きく縦に揺ゆれた。

「正解……おめでとうございまーす」

「はいっ、そしたら二名様ご案内やっ！」

　あまりめでたいと思っていなそうなウエストの声に続いて、イーストは無む駄だに弾はじけた声と共にカランコロンと鐘かねを鳴らし、次いで自分の後方をそれで示した。

　そこにはいつも通り机があったが、ただ、通常と違い、その上には林檎りんごと果物くだものナイフが置かれている。

「これは林檎……色からして千せん秋しゆうですわね」

　林檎を見るとフジは目を輝かがやかせ、種類まで言い当てたが、そこに林檎が置かれている意図まではわからないらしく首を傾かしげた。

　俺は先にテーブルに着いているペアの様子を見回してみたが、林檎を剝むいているという事実以上のことはわからない。

「……林檎を早く剝けばいいのか？」

「概おおむねあっとるわ。けど、林檎はうさぎちゃんの形に剝いてや。でもってうさぎ林檎が出来たら、ペアのお口に入れたって！　新しん婚こんさんみたいにするんやで！」

　俺の問いに、イーストはそう言い足すと、楽しげにその小さな肩かたを震ふるわせ、喉のどで笑った。

「新婚さん……いいですわね！　林檎を使っているところもまた素敵ですわ」

　フジはそれを聞くと、一足先に席に着いている秋津達を見ながら手を叩たたいたが、鈴木企き画かくらしいばかばかしさに、俺は早くも疲ひ労ろう感かんに襲おそわれ、頭を抱かかえたくなった。

「この課題に意味があるかどうかなんて考えないことだよ。とにかくこれをこなしたら、次の問題を渡わたすから」

　そんな俺にウエストだけは同情した声をくれたが、彼自身は童子のマスクを被った折に何かもう悟さとってしまったように見えた。

　それでも、俺も何か一言ウエストに励はげましの言葉を送ろうと思ったのだが、そこにまとめて後続のペアが到とう着ちやくすれば、二人はそちらの応対に向かってしまい、俺は諦あきらめるしかなかった。

「では、私達も挑ちよう戦せんしましょう」

　そうして、フジに促うながされるまま俺がテーブルに着くと、フジはおもむろに赤い林檎を手にとって。

「こ、これはっ！」

　次の瞬しゆん間かん、まるで電流でも走ったかのようにフジはびくりと全身を震わせた。

「フジ、どうしたっ！」

　それを見た俺は、何か異変でも起こったのかと、勢い込んで叫さけんだのだが、

「……この艶つやを見た時からそうではないかと思っていましたけれど、この手て触ざわりに重み。間ま違ちがいありません、これは伝説の林檎農家美み輪わさんの林檎ですわ！」

　続くフジの台詞せりふに、俺は怒いかりを覚える前に脱だつ力りよくし、そのまま椅い子すの背に体を預けた。

　ああ、やっぱり小さくても神様族かみさまの相手は疲つかれる──俺は改めてそう認識しながら、これ見よがしにため息を吐いてみせた。

「間違いなくおいしい林檎ですから、早く剝いて食べましょう」

　けれどフジはまったく気にせず、笑顔と共に林檎を俺に手て渡わたしてくれて。

　俺はフジの顔と林檎を交こう互ごに見比べてみたが、林檎を押しつけてくるフジの力は緩ゆるまなかった。ならば、俺が林檎を剝くのはもう決定事じ項こうなのだろう。

　そう理解して、俺が林檎にナイフを入れると、フジはすぐにその視線を秋津達へと向け、

「ふふ……恋こい人びと同士のお弁当にはうさぎさん林檎が付きもの。ましてそれを食べさせ合うとなれば……もう、ラブラブ一直線ですわね」

　したり顔で頷いた。そのままフジは頰ほお杖づえをつき、二人の様子をまるで映画でも観みるように見つめ続ける。

　二人は結末の決まった恋こい物もの語がたりの登場人物ではないというのに。そしてフジ自身も観客ではないということに気付かずに。

　俺は赤く染まったフジの頰ほおを横目に見ながら、でも喉まで出かかった言葉は飲み込んで、ナイフを動かし続けた。

「ふむふむ、みんな中々ええ手つきや……おおっ、山本・川口ペアは見事な飾かざり包丁や！」

　と、そこでイーストの声が耳に入って、俺は手て許もとから目を上げた。

「いや、あれはもはや彫ちよう刻こくです！　でも、審しん査さに芸術点はありませんっ！」

　続いてさっきよりも張りのある、それ以上にテンションの上がったウエストの声が響けば、俺はその変化に戸と惑まどいを覚えつつも、話題となっているペアの姿を探した。

　やがて見つけた山本・川口ペアは、ウエストの言う通り、実に写実的なうさぎの彫刻を林檎りんごに施ほどこしている最さい中ちゆうだった。その器用さには確かに驚きよう愕がくを覚えたが、俺はこのペアに対する勝利を確信する。

　なぜならば、ここで要求されているのはあくまでスタンダードなうさぎ林檎とスピードだということを奴やつらは忘れているからだ。

「……よし、出来た」

　そして俺は、多少不格好だがごく普ふ通つうのうさぎ林檎を山本達よりも先に完成させた。

「ええ……うさぎに見えますから、きっと合格ですわね」

　フジもまたそうと認めれば、俺は審査を受けるべく手を挙げた。

「おっ、秋庭・フジペア手を挙げました。しかーし、秋津・勝野ペアの方がわずかに早かった！　ここはちょっとお待ちください」

　だが、ウエストの見立てでは秋津達の方がわずかに早かったらしく、俺達は二人の審査が終わるのを待つこととなる。

「悪いね、秋庭、フジ」

　秋津は俺達に一言わびたが、この位はハンデだと俺は首を振ふり、そもそも二人の味方であるフジも首を振れば、安あん堵どして秋津は笑みをこぼした。

　その笑顔に、フジは仄ほのかに頰を染めたのだけれど、秋津はそれに気付かぬまま、勝野の方へと顔を戻もどしてしまう。

　そうして、改めて秋津と向かい合う形になると、勝野は一つ頷うなずき、フォークで刺さした林檎を何の躊躇ためらいもなく秋津の口許へ持っていった。

「はい、秋津先せん輩ぱい」

「ほいよ、勝野」

　秋津と勝野の雰ふん囲い気きは体育会系の──実際二人は陸上部員同士だし──さばさばしたそれで、甘い空気など皆かい無む。

「……なんやねん。自分ら全然恥はずかしがらへんから、うち『いらっしゃーい！』って言いそびれたやんか！」

　イーストが拳こぶしを振り上げ憤ふん慨がいし、フジが肩かたを落とす気持ちも多少は理解できる淡たん白ぱくさだった。しかし、責められたところで、非のない秋津達は言葉に詰つまるだけだ。

「うん、それは似てないものまねを披ひ露ろうしなくて済んで却かえって良かったんじゃないですか？　とにかくっ、秋津・勝野ペア課題クリアです、おめでとうございまーす！」

　なので、そこに割って入ったウエストが二人には天使のように見えたことだろう──その頭部が童子でなければ、だが。

「……三日三晩特訓したものまねやったんやで？　でも確かに合格や、自分ら、これ持っていき！」

　ウエストの辛しん辣らつな物言いに、イーストは束つかの間沈しずんだものの、一瞬で立ち直ると、次の問題らしき紙を二人に差し出した。

「えーと、とにかくクリアですよ、秋津先輩」

「だな、勝野」

　紙を受け取ると二人はぱちんと軽く手を合わせて、合格を喜んだ。それは友人同士が喜びを分かち合うには十分な動作だった。

「もっと……こう、抱だき合って喜びを分かち合うとか、なさればいいのに」

　しかし、案の定フジは物足りない顔で、二人に注文をつける。その小さな声が秋津に届くことはなかったが、

「そんなのを見て、フジは平気か？」

　代わりに俺はフジにそんな問いを向けてみる。

「……私も何も知らない子どもではありませんから、平気ですわ」

　俺の問いに、フジは数秒沈ちん黙もくして考える素そ振ぶりを見せた。でも、結局返ってきたのは的外れな答えで、俺は小さく肩を竦すくめた。

「じゃあ、大人な赤あか頭ず巾きんちゃん、うさぎ林檎を食べてや」

「はい、わかりましたわ……では、多加良さん、お願いします」

　フジは俺の反応に首を傾かしげたが、そこでイーストに促うながされると、当然のように目を閉じ、口を開けた。

「ああ、はいはい」

　フジの準備が出来れば、もうこの課題に関しては達観した俺は躊躇ためらわず、親鳥の気分で、その口にうさぎ林檎を入れるだけだった。

「これは……桑田さんが見たら、憤ふん激げきしそうな光景ですね、イースト」

「ほんまにいなくて良かったな。下手したらうちらも巻き添ぞえや」

　判定の為ために俺達を見つめていたイースト＆ウエストはなぜかそこで桑田を引き合いに出すと声を震ふるわせる。けれどその会話の意味を測れず俺が目で問うても、二人はマスクごと目を逸そらし答えを拒こばんで。
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「と、とにかく合格だね、イースト」

「ああ、林檎もなんとかうさぎやったしな。さあ、持ってけ泥どろ棒ぼう！」

　そして話題を逸らすように俺達の合格をウエストが告げれば、イーストもまた同意しながら、さっき秋津達に渡わたしたのと同じ紙を俺の手に押しつけてきた。

　俺はその紙を受け取りはしたものの、釈しやく然ぜんとせず、イースト＆ウエストを問い詰めたい衝しよう動どうに駆かられる。

「やりましたわね、秋庭様」

　だが、素直に喜ぶフジを前に、とりあえずその感情を脇わきに追いやると、俺はイーストから渡された紙に改めて視線を落とした。

　よく見ればそれは、ただの紙ではなくポートレート仕様のハガキで、表には死してなお有名なミュージシャンの顔が写っていた。

　眼鏡めがねに長ちよう髪はつの外国人、その名はジョン・レノン。

「……いよいよ、眼鏡祭りだな」

　ここでも眼鏡ネタを振ふってきた鈴木に、俺は呆あきれながらも、思わず呟つぶやいてしまう。

「それで、この写真をどうしろというのですか？」

　一方、俺の隣となりから写真を覗のぞき込んでいたフジは、視線を上げるとイースト＆ウエストにそう問いかける。

　この写真が次の場所への手がかりであることはフジも当然わかっているだろうが、他に一言もなく写真を渡されるというのは確かに不親切な話である。

「ん～？　赤頭巾ちゃんは考える前からヒントを寄よ越こせっちゅーんか？」

　けれど、尋たずねられたイーストは、なぜかそこで斜しやに構えるという態度に出て、フジを若じやつ干かん怯おびえさせてくれる。

「イースト……それじゃただのちんぴらですから」

「ぱ、パンチラっ！　ハレンチやでウエストっ！」

　すかさずウエストが前に出て、イーストに突つっ込んだが、その次のボケはどうやらウエストのお気に召めさなかったらしい。

「……そのハガキの裏に問題のヒントは書いてあるから、しっかり読んでください。まあ、これはやっぱり鈴木くん企画ってことだよ」

　ウエストはイーストに背を向けると、穏おだやかに説明してくれたが、その間も主に背後に向けて放射されている冷気にフジは怯えていた。

「ウエスト……突っ込みはな、どんなボケも拾ってなんぼやで！」

「へえ……さっきのボケだったんだ」

　しかしイーストは果か敢かんにもその背中に強い声を送り──と同時にウエストの周りに漂ただよい始めた物ぶつ騒そうな空気に、俺はその場から早々に撤てつ退たいすることを決めた。

　足を結ばれているフジを半分抱かかえ上げるようにして二人から離はなれれば、フジは明らかにほっとして息を吐ついた。

　そんなフジを床ゆかに下ろすと、俺はウエストに言われた通り、ハガキの裏面を見てみた。

〈ジョン・レノンの奥さんは誰だれですか？〉

　そうすれば、そこには鈴木の字で問題が書かれていたが、その問いの意味するところまでは摑つかめない。

「ジョン・レノンの奥さんは、オノ・ヨーコだよな」

　もちろん、単なる解答ならばすぐに導きだせる。ジョン・レノンには離り婚こん歴があるから、その妻は一人ではないのだが、やはり今もそう呼ばれるのはオノ・ヨーコで間ま違ちがいないはずだ。

「そうですの」

　そして俺が出した答えにフジは一つ頷うなずくと、ポケットから例の手帳を取り出して──どうやらバスケットから移して来たらしい──生き真面目まじめな顔でそれを書き付けていく。

「これはあくまでヒントだぞ？」

　念のためそう言えば、フジは手帳から目を上げないままもう一つ頷いたので、とりあえず俺は自分の思考に集中することにした。

　まず、音楽室のシューベルトと違い、俺は校内でオノ・ヨーコの写真や肖しよう像ぞうを見かけた覚えがない。それにいくら鈴木でも続けて同じような問題は出さないだろう。

「軽音部かフォークギター同好会か……どっちかの部室にオノ・ヨーコの写真が飾かざってあるのを見たことがあるけど」

「う～ん、次も単純に考えるべきですか？」

　そこで俺の耳は──聞く気はなかったのだが──秋津と勝野の会話を捉とらえた。

　秋津の言う部室の件は初耳だったが、それを聞いてもやはり俺は賛同しかねる。

　鈴木の考えたことだから、複雑に考える必要は無いと思う。でもウエストの、「これはやっぱり鈴木企き画かく」という台詞せりふを深読みするなという忠告だと考えるのには抵てい抗こうを覚え、俺は知らず唸うなっていた。

「多加良さん、ちょっとよろしいですか？」

　と、ふいにフジに袖そでを引かれて、俺は思考を一時中断した。

「ああ、何だ？」

「おのようこさん、とは漢字でどう書くのですか？」

　俺が応じれば、フジはペンを顎あご先さきに当てながら俺の顔を見上げ、そんな質問を寄越した。

　けれど、俺はその問いの意味がわからず、答えあぐね、束つかの間沈ちん黙もくして。

　ようやく、フジの問うところを理解した瞬しゆん間かん、俺の脳のう裏りにはある文字列と顔がよぎり──次いで俺は本当の答えに辿たどり着いていた。

　答えがわかれば、ウエストのヒントはその上で用を為なすものだということもわかる。

「……なるほど。だから、鈴木企画、がヒントになるわけだ」

　そして俺は一人納得して頷いたのだが、

「多加良さん？」

　思いがけず俺を答えへと導いてくれた、当のフジがまだ別の答えを待ち、手帳を開いたままでいることに、俺は名前を呼ばれてようやく気付く。

「……その手帳、ちょっと貸してくれ」

　少々申し訳ない気持ちで俺が言えば、フジは素直に手帳を差し出してくれ、今度は俺も素早く──でも、フジが丁てい寧ねいに秋津聡史と書いたページはちゃんと避よけて──ペンを走らせた。

「ジョン・レノンの妻のオノ・ヨーコは普ふ通つう、カタカナで書けばいいんだ。でも、この問題の答えなら……〝小野葉子〟だ」

　ペンを置くと同時に、俺はカタカナの下に漢字で並べた文字をフジに示して見せた。

「……つまり、私達にとって重要なのはオノ・ヨーコさんではなく、小野葉子さん、ということですの？」

　フジは目だけを動かしてその二つの文字列を見比べ、俺の言わんとするところを半ば察した上で問うた。

「その通り。そして、小野葉子ならこの学校にいる」

「では、次は小野葉子さんの元へ向かえばいいんですわね……」

　それに俺が首しゆ肯こうして見せれば、フジは目に聡そう明めいな光を宿して、すべてを正しく理解した様子だった。が、次にフジの面おもてに浮うかんだのは思案顔だった。

　そして、その視線の先には当然のように、額を付き合わせながらも、まだ確信を持てる答えに辿り着いていない秋津達の姿。

「答えを出すまで待つなんて出来ないぞ」

　山本達を除く殆ほとんどのペアがうさぎ林檎りんごの作成を終えている状じよう況きようで、さすがにそれは認められないと俺が言えば、フジは無言で抗こう議ぎの眼まな差ざしを向けてくる。

　だが、俺がそれを真まっ直ずぐに受け止めれば、フジの赤茶色の瞳ひとみは悲しそうに潤うるみ、いまにも泣き出しそうに口くち許もとを歪ゆがめてしまい。

　結局俺が折れる事になるのかと、一つため息を吐き、

「フジ、一ページだけ破らせてもらうぞ」

　そう断りを入れてから、手帳を破くと、それで紙飛行機を作った。

「秋津」

　次いで俺が声と共に投げた紙飛行機は、秋津の腕うでに当たってテーブルに落ちた。秋津は不思議そうにしながらも、そこに文字が記されていると気付くと開いた。

「オノ・ヨーコと小野葉子……あっ、そうか！　けど、秋庭、どうして？」

　そうすれば、秋津はすぐに俺の導き出した答えに至ってくれたが、と同時になぜ俺がそれを教えるのかと、問うてくる。

「これはフジの恩返しの……おまけだ」

　二人の戸と惑まどいはわかったが、俺はそれだけ告げると、後は自力でどうにかしろと、フジごと踵きびすを返して背を向けたのだった。

「あ、あのっ……多加良さん、ありがとうございます」

　そこでようやくフジは俺の一連の行動を理解して、と同時に俺に頭を下げた。

「次はないからな……それと、俺達はこれからスピードを上げるぞ」

　その真っ直ぐな感謝は快いものだったが、一応念を押して、それから俺はフジと共に再び走り出したのだった。
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　そうして、俺とフジが二に人にん三さん脚きやくで辿り着いたのは理科室。

「やっぱりいたか……小野葉子先生」

　俺が名前を呼べば今年度赴ふ任にんしてきた新任の女教師はすぐに振ふり向いて、

「はい。鈴木くんに頼たのまれたので、準備をして待っていました。秋庭くん……と、赤あか頭ず巾きんちゃんが一番乗りです。さあ、どうぞ」

　声と同じく柔やわらかな表情で、フジの姿にもさして驚おどろきを見せず、俺達を室内に招き入れた。

「……お、お邪じや魔ましますわ」

　初対面の相手を前に、フジは小さく挨あい拶さつだけすると恥はずかしがって俺の陰かげに隠かくれてしまったが、こちらはそのままにしておく。

「……どうして、鈴木の言うことを聞いてるんですか？　何か弱味を握にぎられているとか？」

　それよりも、可能性は極きわめて低いと思いつつ、その点についての問いを優先させた俺に、

「いえ、そんなことは。ただ、どうせ騒さわぎを起こされるなら、目が届かない場所よりは届く範はん囲いの方がまだましかと思いまして」

　小野教きよう諭ゆは悪びれる素そ振ぶりも見せず、にこやかに即そく答とうしてくれて、俺は軽い目め眩まいを覚えた。

　確かにその理り屈くつはある程度は理解できる。

「鈴木の担任が大変なのはわかりますが、少しは抑おさえようとしてください」

　だが、それでも俺は小野教諭に苦情を申し立てずにいられなかった。

「私も頑がん張ばっていますが、あのように自由で楽しい子を受け持つのは初めてなもので……それに教師だって人間だもの」

　ついでに軽く睨にらめば、さすがに目線を逸そらし、その面にも苦く慮りよの表情を浮かべたが、小野教諭が正直どこまで本気で言っているのかわからない。生徒相手にも丁てい寧ねいな口調を崩くずさない小野教諭を、これまで俺は控ひかえ目で、物静かな人物と評価していたのだが、その評価は今日を境に変えた方がいいだろう。

「だったらいっそ当番とか目付役をつけたらどうですか？」

　内心でそう決めながら、俺は小野教諭に一つ提案してみた。当番になる人間は大変だろうが、中々良い考えだと俺は自負する。

　すると小野教諭はなぜか俺をじっと見つめて、肩かたの辺りで束ねてある髪かみを撫なでながら首を傾かしげる。

「お目付役ならもういるじゃ……」

「どこに？」

　だが、続く言葉を俺は最後まで言わせなかった。地を這はうような低い声を被かぶせ、ついでに冷えた眼差しを添そえれば、

「ああ、二番乗りは秋津くんと勝野さんです。さあ、みんな課題に挑ちよう戦せんしてください！」

　小野教諭はあからさまに俺から目を逸らすと、秋津達の到とう着ちやくを口実にそう言ったのだった。

　俺は仕方なく従ってやり、改めて理科室の中に目を向けて、実験台の上に当たり前のように置かれているビーカーを見つけた。

　確かに、理科室にビーカーがあったところで、ここ程ほど相応ふさわしい場所はないのだから何の問題もない。たとえそれが１リットル以上の容量がある巨きよ大だいなものであっても、百歩譲ゆずって良しとしよう。が、しかし。

「……どうしてビーカーの中に林檎りんごジュースが入っているんだ？」

「鈴木くんが、透すき通っていないタイプのジュースをと言っていましたから」

「……その前にビーカーはジュースを入れるものではないと思いますわ。林檎ジュースはいいのですけれど」

「だって理科室には丁度良いコップがなかったのです。でもちゃんと殺さつ菌きんしてありますし、バケツよりいいですよね」

　俺とフジの至し極ごく当然な疑問に、小野はそれが当たり前のことであるかのように答えてくれた。

　鈴木の担任という小野教諭の数すう奇きな運命に同情していたが、特大ビーカーに林檎ジュースを入れる神経の持ち主ならば、きっとこの先も大だい丈じよう夫ぶだろう──この瞬しゆん間かん、俺は確信した。

「……まあ、消毒してあるなら大丈夫だって」

　なみなみと林檎ジュースで満たされたビーカーを前に秋津は剛ごう毅きなことを言ったが、やはりその頰ほおはひきつっていた。

「……次の課題はこれを飲み干すことか？」

　そんな秋津の表情を横目に見ながらも、用意された席を数えて俺が問えば、小野教諭は首しゆ肯こうで応じた。

「半分正解。ただし……ジュースを飲むのに使って貰もらうのは、このらぶらぶストローです」

　しかし、次に小野教諭が取り出したストローの形状に、俺は言葉を失う。

　そのストローは根本は一本なのだが、途と中ちゆうで二ふた股またに分かれ、ハート形の曲線を形成したその先に二つの飲み口が存在するという代しろ物もので。

「これぞ青春でしょう」

　小野教諭はあくまで静かにそう言ったが、その80年代──或あるいはもっと以前──の感覚に俺は頭痛を覚え、秋津は目を背そむけた。

「……うわー」

　続いて、勝野は額に手を当てて、拒きよ否ひ感かんたっぷりの絶望さえ漂ただよわせた声をあげる。

「す、素す敵てきですわ！　らぶらぶストロー！」

　そんな中、一人歓かん喜きの声を上げ、手を叩たたいたのはフジだ。

「あら、わかりますか、赤あか頭ず巾きんちゃん」

　唯ゆい一いつの賛同者を見つけた、小野教きよう諭ゆは嬉うれしそうにフジに微笑ほほえみかけ、フジもまた嬉き々きとして応こたえる。

「はい、これはとっても素敵なラブラブアイテムですわ！」

　そして、フジは小野から受け取ったストローを印いん籠ろうのごとく、秋津達の眼前に突つきつけた。

「ささ、お先にどうぞ！」

　フジがあくまで善意からそのストローを差し出しているのは二人にもわかっただろうが、それでも中々二人は手を伸のばさなかった。

　当たり前だ、たとえ恋こい人びと同士だったとしてもこのストローは恥はずかしすぎる。

「これは、ゴールデンパークの為ためにどこまで体を張れるか、試ためされているんですよ、先せん輩ぱい」

　禍まが々まがしささえ感じるストローを前に、最初に覚かく悟ごを決めたのは勝野だった。

「ああ、わかってる。つまり、ここで根こん性じようを見せなければならないわけだ、チケットを手に入れるためには。……勝野、覚悟を決めてくれるか？」

「はい。私はＡ・Ｔのお弁当の為に頑張って、根性みせますよ」

　そんな遣やり取りの後、秋津はまるで呪のろいのアイテムを手に取る勇者のように、フジの手からストローを受け取ると、ビーカーのセットされた席に着いた。

　俺はその覚悟にある意味尊敬を覚える。

「ジュースを飲み干したら、次の問題が出題されますから、頑がん張ばって早く飲み干して下さい」

　だが、二人の背中に小野がそう声をかければ、これを他人ひと事ごととして見ていられる立場ではない自分を思い出す。俺もまた、あのストローを手に取るしかない運命だということを。

「あ、お二人とも、俯うつむかずに、見つめ合って飲むとより一層いいですわよ」

「……フジ、俺達も挑戦するぞ」

　早くも三分の一を飲み終えている秋津達に、俺は焦あせりを覚えフジを促すと、覚悟を決めてストローを手に取った。

　促されればフジは素直に俺の言葉に従って、ジュースを一口含ふくみ、

「こ、これは！　紅こう玉ぎよくとふじのブレンドですわ……ということは金のねぷた！」

　先さき程ほどと同じように大おお袈げ裟さに驚おどろいてみせた。

　確かにジュースは美味うまかったが、今度は俺も冷静に聞き流せば、フジは少しだけがっかりしたように俺を見てから、目線を秋津へと戻もどした。

　フジのひたむきな眼まな差ざしは、本人が自覚しているいないにかかわらず、何よりも雄ゆう弁べんにその内心を語っていた。

　だから、その一いち途ずな瞳ひとみがふいに曇くもれば気になって、俺もまた秋津と勝野にさりげなく視線を向けることになる。

　そうして見た二人は、とにかくジュースを飲み干すことに集中していて、集中するあまり互たがいの額がくっついているのにも気付いていなかった。相変わらず漂うのは体育会系の雰ふん囲い気きなのだが、二人が運命の恋人同士と知っているフジの目には、

「……お似合いですわ」

　そう映ったらしく、呟つぶやくとフジは無意識に胸の辺りに手を置いた。

「フジ、苦しいか？」

　そんな仕草を見せられて、俺は思わずフジに尋たずねていた。

「苦しい？　……ああ、ジュースの飲み過ぎでお腹なかは少々苦しいですわね」

　だが、フジは俺の声に我に返ると同時に、その手を胃の辺りに置き換かえ、首を傾かしげる。

「違ちがう、そこじゃない。二人を見ていてここが苦しいんじゃないのか？」

　でも、俺はそこで引き下がらずに自分の胸を指で示して見せながら、同じ問いを繰くり返した。

「苦しくなんて……ありませんわ」

　そうすれば、フジはようやく俺が尋ねている患部がどこなのか理解してくれたが、返ってきた答えはそれだった。

「だって、私はいまお二人が恋人同士のように見えて嬉しいんですもの。秋津様が幸せになるにはそれが一番ですから」

　フジはその患部に宿る感情には気付かず、更さらにそう続けると、笑え顔がおを作ってみせる。

　その胸の痛みにも、どうして自分がそんなにも秋津の幸福を願うのかにも気付かない──或あるいは気付かない振ふりをしている──フジに言うべき言葉を探したが、見つからず、俺は唇くちびるを嚙かんだ。

「……あら、だいぶ秋津様達にリードを許していますわ。私はそれでも構いませんけど、多加良さんは困るのではありません？」

「ああ、困る。レースに勝つのは俺じゃないとな」

　だから俺は、明らかにフジが逸そらした話に乗って、再びストローに口を付けたのだった。







　よく冷えたジュースを一気に飲み干せば、アイスの類を食べた時と同じ疼とう痛つう──実際、アイスクリーム頭痛と言うらしい──に襲おそわれて、俺はこめかみを押さえた。

　だが、その痛みと引き替かえに俺達は後続の三組を大きく引き離はなすことに成功していた。

　となれば、目下のライバルは陸上部の肺活量で俺達を一歩リードしている秋津達のみ。

　でも、秋津達はジュースを飲み干しているのにビーカーの底をじっと見つめたまま席を立とうとしない。その一方で、問題について小野に尋ねる様子もない二人を見て、俺はその理由に推理を働かせる。

「それで……次の問題はどこですの？」

　けれどフジは、俺が秋津達に倣ならってビーカーの底を覗のぞき込み、答えを出す前にその疑問を口にしてくれたのだった。

　最後まで頑張ってジュースを飲んだフジは、まだ疼痛に襲われているのか両目を閉じたままで、それでは問題文が見つからないのも道理と、俺は抗こう議ぎの声を飲み込んで。

「フジ、目を開けてビーカーの底を見てみろ」

　俺はあくまで親切に教えてやり、指先でその場所を示してやった。

　俺の言葉にフジは素直に目を開けて、ビーカーの底に問題文を見つけると、無言で目を大きく見開いた。

「こういうことだ」

　フジに一声かけると、俺は改めてビーカーの底に書かれた文字を目で追った。

〈ゴールデン眼鏡めがねは力持ちの子じゃなくて、賢かしこい子に授けました。ヒント……太た郎ろうくんには兄弟がいないけど、金太郎くんにはいます〉

　つまり、この問題の答えに辿たどりつければ、そこでゴールデン眼鏡を手に入れられるということだ。

　その点にはすぐに気付いた俺だが、

「力持ちではなく、賢い子？　誰でしょう？」

　フジが小さく声に乗せた問いにはまだ答えを返せない。

　俺が黙だまっていると、フジはもう一度ビーカーの底を覗き込んで、自分でも答えを探し始め、俺もまたビーカーに視線を落としながら、脳あたまの回転運動を再開させる。

　前二つの問題からしても、考えすぎる必要は無いとわかっている。鈴木の問題は殆ほとんど誰だれもが知っていることに、ほんの一ひねりを加えているに過ぎないのだ。

　なので俺はまず、誰もが知っているゴールデン眼鏡の知識をさらってみる。

　河かつ童ぱのミスター・タローが持っている金色の眼鏡、それがゴールデン眼鏡だ。

　そしてミスター・タローとは、河童なのにイケメンで、職業は義ぎ賊ぞくらしい。

「ミスター・タローって確かゴールデン眼鏡をかけるとパワーアップするんでしたよね」

「ああ、確か名前も変わって、どっかのロボットと同じ設定で十万馬力になるとか……」

「しーっ、先せん輩ぱいそれは言っちゃダメです」

　そこでまた秋津達の会話が流れて来たのだが、やはりそれはヒントにはならなかった。

「ミスター・タローはゴールデン眼鏡で力持ちになるんですか。私のリンゴパワーみたいですわ」

　一方、その会話を漏もれ聞いたフジは一人感心したようにまた手帳にメモをとった。

「ところで、力持ちになると、何というお名前になるのですか？」

「ああ、確か、金太郎になる……」

　と、フジに問われるまま口を開いて、俺はそこでひっかかりを覚えた。

　同時に〈太郎くんには兄弟がいないけれど金太郎くんにはいる〉というヒントが脳のう裏りを掠かすめていって。

「いや、いやいや……それは安易だろ、鈴木」

　俺は辿り着いた可能性こたえを前に思わずここにいない鈴木に向けて言っていた。

　太郎というのは──最近はあまりいないかもしれないが──一いつ般ぱん的に長男につける名前だ。でも、鈴木曰いわく「太郎くんには兄弟がいな」くて「金太郎くんにはいる」となれば、ゴールデンならぬ「金」という文字に注目するのが自然だ。

　叶野学園には名前に「金」と付く生徒は何人かいる。だが、「賢い子」というには少し年が合わないし、誰もがそうと認識している存在となると、俺には校門の近くにいるあの銅像くらいしか思い浮うかばない。

「秋庭くんも秋津くんも苦戦しているようですね。では、もう一つヒントをあげましょう。その賢い子は多分次男です」

　しかし、追い打ちのように小野の口からもたらされたヒントを聞けば、それを確信する他ほか無く、俺は鈴木の思考回路に呆あきれるしかない。

　ああ、どうしてこんな単純なヤツが生徒会長で、この俺が副会長なんだろう。

　一いつ瞬しゆんレースのことも忘れて、俺がその不条理を嚙みしめていると、

「次男？　多加良さん、いまのお話聞いてましたか？」

　フジに服の裾すそを引かれて、俺は我に返った。

「ああ、聞いていた。でも、その前にゴールデン眼鏡の在処はわかっていたけどな」

　次いでそれを伝えれば、フジは一瞬目を瞠みはり、

「本当ですの？」

　それから半信半疑の表情を浮かべて首を傾かしげた。確かに裏付けがなければ信じ難いだろう。

　だが、小野からあんなあからさまなヒントが出た以上、ゆっくり説明してもいられない。

「ああ。次男の名前は多分、金きん次じ郎ろうだ」

　俺はフジを立ち上がらせ、動き始めながらまずそう告げた。

　もちろん声は潜ひそめていたが、俺達が席を立てば、秋津達の視線はこちらに向けられる。

「……そして、それと同じ名前の賢い子は、学園には一体ひとりしかいない」

　俺は秋津達の動きを気にしながらも、フジの肩かたに腕うでを回し、とにかく戸口に移動させる。

　そしてその間に、秋津と勝野は短く視線を交かわすと、席を立った。

「……後を付いてくる気か」

　俺は二人の意図をそう読み取る。

「あの、だったら一いつ緒しよにゴールを……」

「悪いが、レースは俺が勝つためにある」

　俺の呟つぶやきを聞いたフジは案の定温ぬるいことを言いだしたが、ここまできて俺がそれを認める筈はずはなく、

「とにかく、さっさと撒まくに限る」

　俺は半分フジを抱かかえるようにして踵きびすを返すと、ゴールデン眼鏡めがねを目指して駆かけ出したのだった。
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　俺が走り出せば、後ろ髪がみを引かれていたフジも次し第だいに歩調を合わせてくれ、俺達は再び軽快な走りでゴール地点──つまり、二にの宮みや金次郎像のある校門を目指していた。

　しかし、背後からは結局途と中ちゆうで撒くことの出来なかった秋津・勝野ペアが迫せまって来ていて、俺達は一瞬もスピードを緩ゆるめることは出来ない。

　それでも何とか呼吸を乱さず走れる俺は良いが、一緒に走るフジは既すでに肩で息をし始めていた。

「フジ、大だい丈じよう夫ぶか？」

　俺が尋たずねても、フジはずれた赤あか頭ず巾きんを直すこともせず、ただ頷うなずきを返すだけだった。

　現在地は新東棟とうの一階。昇しよう降こう口さえ出れば、どちらかと言えば南棟に近いゴールはすぐだ。

「フジ、もう少しだから、頑がん張ばれ！」

　とにかく俺はフジに励はげましの声をかけた。

「赤頭巾ちゃん、頑張れ！」

　すると、思いがけず前方からもフジを励ます声が聞こえて、俯うつむきかけていた顔をフジは上げた。

　けれど、その声を送ってくれたのが桃原とわかると、フジは唇くちびるを結び、あからさまに目を逸そらす。

「ついでに秋津もがんばれっ！」

　だが、桃原はそんなフジの態度に気付かず、後から走ってきた秋津達にも声せい援えんを送る。

「おうっ！」

　フジとは対照的に、秋津はその応援に声を上げて応こたえ、俺はその声が思ったよりも近くに聞こえたことに驚おどろいて、肩かた越ごしに振ふり返った。

　俺が体を捻ひねれば、つられる形でフジも振り向いて秋津を見ることになり。

　その瞬間、フジが息を詰つめたのが、伝わってきて。

　その視線の先では秋津が桃原に、熱病に浮かされているような一いち途ずな瞳ひとみを向けていた。

　そこに桃原がいるだけで幸せだと語っているような、雄ゆう弁べんな眼まな差ざしを前に、フジは胸を押さえて俯いてしまう。

　それと同時に、フジの足も止まってしまうが、さすがに俺もこの状じよう況きようでフジを先に促うながすことは出来なかった。

「おお、秋津、頼たのもしいね！」

「まあね……んで、勝ったらチケットは桃原にやるから」

　しかし、極きよく端たんに視界の狭せまくなっている秋津は俺達を追い抜ぬいたことにも気付かず、まだ手にも入れていないのにそう言って、桃原に笑いかける。

「へ？　なんであたし？」

　だが、言われた方の桃原はきょとんとして、首を傾げて、

「だって、黒くろ沼ぬまと付き合い始めたんだろ？　だから、おれからのご祝しゆう儀ぎ！」

　一秒と待たずもたらされた答えに、俺は衝しよう撃げきを受け、フジは弾はじかれたように顔を上げた。

　隣となりにいる勝野もまた驚きに目を瞠って、二人の顔を見比べている。それ程に先刻の秋津の表情はわかりやすく桃原に対する感情を表していた。

「……あ、ありがとう、じゃあありがたく貰もらおうかな。って、まだ気が早いか」

　なのにとうの桃原だけが秋津の思いに気付いていなくて。

　そして、照れたように頰ほおに手を当てる桃原を見つめる秋津の瞳は、眼鏡の奥でひどく優やさしく、でもひどく切ない光を宿す。

「……ですから、ですからその人ではだめだと言いましたのに。どれだけ想おもっても、秋津様はそれでは、幸せになれませんわ」

　そんな秋津の姿を、同じ色を湛たたえた瞳で見つめながら、フジは握にぎり締しめた拳こぶしを震ふるわせた。

　確かに、秋津の想いは報むくわれないだろうし、このまま伝えることさえ叶かなわないかもしれない。でも、そうと知ってもまだ秋津が桃原を想い続けるのなら、俺達に出来るのはその気持ちを尊重することだけだ。

「……それでも秋津は桃原が好きなんだ。わかってやらないか？」

　秋津が桃原の幸せを願っているように、秋津の幸せを願うフジにはわかって欲しいと俺は語りかけた。

　けれど、俺の言葉にフジは黙だまって首を振り、苦しそうに胸を押さえる。そうして、再び眼差しを前へ向けると唇を嚙かみしめた。

「じゃあ、秋津に彼女が出来た時には、あたしがお祝いをあげるからね。約束！」

　そこには、あくまで屈くつ託たくなく、でも秋津にとっては残ざん酷こくな言葉を告げる桃原がいて。

　その手が秋津の肩かたに触ふれた瞬間、フジの胸の辺りで何かが光を放ち、俺は反射的に目を閉じていた。

　それは見み間ま違ちがいと言われれば納なつ得とくする位、束つかの間の煌きらめきだった。けれど、俺が再び目を開けた時、まるでその光を合図としたようにフジの様子は一変していた。

「……離はなれて、ください」

　その表情は険しさを増し、昏くらい光の灯ともった瞳で桃原を半ば睨にらむように見み据すえながら、フジは硬かたい声で桃原に告げる。

「え？　なあに？」

　それでも桃原はその不ふ穏おんな空気を欠片かけらほども察知することなく、吞のん気きに問い返し、それがフジの感情に油を注ぐ。フジの身を包む空気が更さらに鋭するどく尖とがるのを肌はだで感じて、とにかく落ち着かせようと俺は肩に置いた手に力を込こめ、名前を呼んだ。

「フジ、冷静に……」

「あなたは秋津様が好きではないのですから……秋津様の運命の方ではないのですから、離れてくださいっ！」

　けれど、俺の声を振り切るようにフジが叫さけんだその刹せつ那な──俺は空気かぜが唸うなる音を聞いた。

「え、わっ、きゃぁっ」

　かと思えば、桃原は悲鳴を上げて、とっさに目線だけを向けると、何か鞭むちのようなものに足あし下もとをすくわれ、尻しり餅もちをついていた。

「桃原っ！」

　転てん倒とうした桃原に、秋津は自分の足が勝野と結ばれているのも忘れて駆かけ寄ろうとしたが、当然うまくいかず、その場に膝ひざを突く。でもそのまま秋津は紐ひもを解いて、桃原の元へ行こうとする。

「離れて……秋津様から、離れて！」

　秋津の必死な姿に、フジは苦しそうに胸を押さえ、桃原には更にきつい眼差しを向けて叫び、その叫びに呼応するように鞭──木の枝で出来たそれはフジの意思をくみ取って桃原を襲おそう。

「きゃぁぁっ」

　木の枝ながら蔓つるのしなりを持ったそれは、桃原の体を拘こう束そくするように手足に絡からみつき、桃原はさっきよりも高い悲鳴を上げる。

　しかし、絡みついた枝は緩ゆるむどころか、更にきつく締め上げ、そのまま桃原の体をどこかへ運び去ろうとする。

　その力に桃原は引きずられないようにするのが精せい一いつ杯ぱいで、近付こうとした秋津の手もまたその枝に弾かれてしまう。

「なんなんだよっ、この枝っ！」

　秋津は焦しよう燥そうも露あらわに叫んだが、それで木の枝が折れることはなく、

「桃原先せん輩ぱいだけを、狙ねらってる……の？」

　目の前の光景に勝野は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　確かに、勝野の言う通り、木の枝は桃原だけに狙いを定めていた。

　そして、そんなことが出来るのはこの場に一人だけで──事実、枝はフジの足下、その影かげから伸のびていた。

「フジっ、止やめろっ!!」

　俺はフジの肩を摑つかみ、その体を揺ゆさぶって訴うつたえかけた。

「嫌いやです。止めません……あの女が傍にいたら、秋津様は幸せになれません」

「フジ、それはお前が決めることじゃないっ！　お前の感情を秋津に押しつけるなっ！」

「……私が決めたんじゃ、ありません。これは〝恋こい眼鏡めがね〟が定めた、運命、ですわ。……ですから、邪じや魔まをしないでっ！」

　けれどフジは俺の言葉を聞き入れず、どこか焦しよう点てんを失った瞳ひとみで首を振ふる。

「フジっ！　くっ！」

　と同時に俺とフジの足を結んでいた紐は枝の一いつ閃せんで切断され、俺の身体は弾はじき飛ばされていた。

　咄とつ嗟さに受け身はとったが、勢いを殺しきれずに俺はごろごろと廊ろう下かを転がり、近くに壁かべが迫せまった──その寸前で、俺の背中はしっかりと受け止められた。

「決めるのは、運命でもないと思うわ」

　次いで、俺の背後からは静かだけど、強い声が響ひびいて。振り仰あおげば、そこにいたのは桑田だった。

「桑田……助かった。でも、このタイミングは偶ぐう然ぜんか？」

「……花南ちゃんが、フジちゃんの力を感じとったのよ」

　身体からだを起こしながら一言礼をいい、俺が問えば桑田はそう言って後ろを示した。その指先を追えば、確かにそこには羽黒がいて、ちょうど桃原の手足に絡みついていた枝を取り去ったところだった。

　それでも枝は再度攻こう撃げきを試みて、羽黒は桃原を抱だきかかえながら何とかそれを防ぐ。

「羽黒、三人を任せていいか？」

　その様子から今日はいつもよりは霊能力ちからが使えていると見て、俺は羽黒にそう言った。

「はい、お任せ下さい。みなさん、こちらへ」

　そうすれば羽黒は力強く頷うなずいて、どこか呆然としている──それ故ゆえにこの異常事態にもなんとかパニックを起こさずにいる──三人を近くの教室へと避ひ難なん誘ゆう導どうしていく。

　俺はわずかな安あん堵どと共に秋津達を見送ると、すぐにフジに向き直り、表情を引き締しめた。

　そして、秋津達を追っていこうとするフジの前に腕うでを広げて立ち塞ふさがる。

「……どうして、邪魔をするのですかっ？」

　するとフジは足を止めたが、その憤いきどおりと共に数を増やした枝が俺と桑田を取り囲む。

「邪魔をしているのは、フジ、お前の方だ」

　威い嚇かくするように唸りをあげて、俺の耳許を鞭の様な枝が何度も掠かすめていく中、俺は怯ひるむことなく昂こう然ぜんと顔を上げ、フジに告げた。

「私は、邪魔なんてしていませんっ！　だって……秋津様の運命の恋人は、何度見たって変わりませんもの」

　だが、やはりフジは俺の言葉に頷かず、スカートのポケットから〝恋眼鏡〟を取り出すと、それをかけ、

「桃原さんでも……私でもありません」

　秋津の背中を見つめた後、その唇くちびるからこぼれたのは秋津への想おもいを認める台詞せりふだった。

　けれど、そうと認めた瞬しゆん間かんから、フジの表情は絶望に満ちたそれへと変わる。

　秋津がいま想う相手も、未来にその可能性のある運命の恋人の存在も知っていて──そのどちらでも無い自分をも知っているが故の絶望だった。

「でも、だからっていまそこにある気持ちを……恋する気持ちを否定したり、止めたりする資格は誰だれにもないわ」

　でも、そこで桑田がフジに向けたのは真まっ直すぐな眼差しと、厳しい声だった。

　その厳しさの陰かげにはいつも通りの優やさしさが潜ひそんでいるのだろうが、今日出会ったばかりのフジにそれが読み取れるはずが無く、

「だけど、運命の人と恋をすれば、秋津様は幸せになれるんですっ！」

　何度も繰くり返した台詞をフジはもう一度叫さけび、その声に合わせて、唸うなりをあげながら木の枝は桑田に襲おそいかかろうとする。

　俺は桑田を庇かばう為ために反射的に前に出た。が、桑田はすぐに俺の後ろから出て、もう一度正面からフジに向きあうことを選んで。

　そうして、迫り来る凶きよう器きのような枝に怯むことなく凜りん然ぜんと顔を上げると、フジを見つめ、

「幸せになりたいから、人を好きになるわけじゃないでしょうっ！」

　声を張り上げて、そう言った。

　その台詞は俺の胸に強く響いた。

　俺はまだ恋と呼べるものをしたことが無いけれど、桑田の言葉はそんな俺の胸にも反はん響きようし、浸しん透とうして。

　それが、いま、この瞬間も恋をしているフジに伝わらないはずが無かった。

　そして、その声が胸に届いた証しよう拠こに、枝は勢いを失って下に落ち、フジの双眸ひとみは焦点を取り戻もどす。

「幸せになりたいと思って、フジは秋津を好きになったのか？」

　それと同時に涙なみだをぎりぎりまで湛たたえた瞳を見つめながら、俺はフジに問いかけた。俺はまだ知らない感情だけど、でも、フジはそれを知っているはずだから。

「……違ちがいますわ。とても優しい方だから、好きになりました。でも……私は秋津様の運命の恋人では、なかったの、です」

　そうすれば、思った通りフジから答えは返って来たけれど、その声にも涙は滲にじんでいた。

「でも……それでも見つめることは止められなかったでしょう？　好きっていう気持ちは止められなかったでしょう」

　泣き顔を赤あか頭ず巾きんの中に隠かくそうとするフジに、桑田は今度は優しい声と眼まな差ざしで問いかける。

「はい……それじゃ、ダメなのに」

　フジはその問いに素す直なおに頷き、けれどすぐにまたその想おもいを否定しようとして。

「だめじゃない。それは、お前にとって大切な感情なんだから」

　だから、俺は語気を強めてそう言った。

　その声に驚おどろいたのか、フジは肩かたを震ふるわせて、けれど頭巾を上げると俺の顔をじっと見つめてきた。
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　俺はその林りん檎ご色いろの瞳ひとみを真っ直ぐに受け止めて、もう一度口を開く。

「それが運命の相手じゃなくても、いま、この瞬間もお前の胸にある想いは本物だ。だから、大切にすればいい。大切に持っていていいんだ」

　するとフジは目を見開き、俺の言葉の真否を問うように桑田に視線をスライドさせた。

　その眼差しを受け止めた桑田が、更さらに柔やわらかな微笑ほほえみを添そえて一つ頷けば、フジはその胸を両手で押さえた。そこに、大切なものがあると言うように。

「確かにここに秋津様を好きだという気持ちがあります。大切にしろとおっしゃるのもわかります。でも……苦しいんです。私は恋をするのは幸せなことと思っていましたのに……こんなに苦しいなら、私は恋なんて」

　したくない──そう続くはずの言葉を、けれど桑田はフジの口許に手をかざし、寸前で言わせなかった。

「そうね。恋は幸せなばかりじゃないわ……あなたの眼鏡めがねみたいに真っ赤で情熱的な恋もあるだろうし、楽しい黄色、悲しい青色の恋もあると思うわ……でも、苦しくてもそれでも人は恋をするのよ。それは誰にも、自分でも止められないの」

　代わりに優しく語りかけて、桑田は最後に同意を求めるように俺に一いち瞥べつをくれた。

「……だから、苦しくても秋津様は桃原さんのことを好きでいらっしゃるんです、か？　でしたら、運命の恋こい人びとでなくても……私も秋津様を好きでいても、いいですか？」

　そうして、自分に重ねることでようやく秋津の想いを悟さとったフジの声は震えていて、顔に浮うかんでいるのも決して心安らかとは言えない、苦しげな表情だったけれど。

　それでも、俺と桑田は頷うなずいた。

　運命の恋人──その言葉は俺達の耳に心地ここちよく響ひびき、くすぐってくれる。

　でも、人はフジのような〝恋眼鏡〟を持っていない。でも、だからこそ人は運命の人を探して、時には何度も恋に落ちるのだろう。

「なあ、フジ。運命の相手に会える確率なんて、どれだけあると思う？　好きになったその人が運命の相手だっていう可能性がどれだけある？」

「……わかりませんわ」

　俺の言葉に、フジは数秒沈ちん黙もくした後、赤く染まった目め許もとを擦こすりながら、思った通り首を傾かしげて。

「だろうな。俺にもわからない。それに、誰が運命の相手かなんてわからない。でも、それでも〝運命の恋〟は出来るんだ。自分がそうと信じれば、な」

　俺はそう言いながら手を伸のばして、フジの顔から〝恋眼鏡〟を取り去った。

「これで余計な数字は見えなくなった。だからフジ、お前はこれから〝運命の恋〟を探せばいい」

「……私にも、探せますか？」

　そうすれば、フジは何度も目を瞬しばたたかせ、

「ええ、きっと」

　その言葉を桑田が強く肯こう定ていすれば、フジはまた目を潤うるませて、けれど林檎りんごのように紅あかい唇くちびるに微笑みを浮かべたのだった。







「もう、枝は収められるな？」

「はい……」

　落ち着いたのを見計らって俺が言えば、フジは素直に返事をして、その力を抑おさえる為ために、まず全身の力を抜ぬき目を閉じた。

　そうしてから、伸びた枝を呼ぶように二度、三度と自分の影かげを踏ふんで──フジは顔色を変えた。

「なっ、なぜ!?　力の制せい御ぎよが利ききませんわっ！」

　そう言われても俺はすぐにはその言葉の意味を理解することが出来なかった。

「……な、にっ！」

　そして、それを頭で理解する前に、俺は身体からだに思い知らされることになる。

　一度は床ゆかに落ちた枝は見る間に葉を繁しげらせると、その勢いのまま放射状に伸びていき。

　若葉風などというものではない風と共に、枝葉は雪崩なだれのように廊ろう下かを駆かけ抜け、俺はその勢いに立っていられず、その場に身を伏ふせた。

　緑が巻き起こす旋せん風ぷうに、窓は枠わくからがたがたと震え、俺よりも軽い桑田の身体は風に押されて廊下を滑すべっていく。

　縦じゆう横おう無む尽じんに走る枝と風とで目を開けることさえ困難な状じよう況きようの中、それでも俺は何とか瞼まぶたをこじ開けて前を見た。

　するとそこには、自分自身の生み出した緑に、まるで巣か繭まゆのように周囲を囲まれ、翻ほん弄ろうされているフジの姿があった。

「フジっ！　制御が利かないって、どうし、たっ！」

「わ、わかりませんわっ！　こんなこと、初めてで……。それに、私にここまでの力は無いはずなのにっ！　もう、どうしていいのか」

　俺は声を張り上げて、途と切ぎれがちになりながらも尋たずねたが、半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいっているフジから返ってきたのはわからないという答えと、新たな緑の塊かたまりで。

「くそっ、どうすればいいんだっ！」

　咄とつ嗟さに顔の前で腕うでを交差させ、何とかその鞭むちの攻こう撃げきをやり過ごしたものの、次に打つ手がわからず、思わず俺が舌打ちをしたその時だった。

　しゃんしゃんしゃらん、と。緑が唸うなる音にも消されずにその音は俺の耳じ朶だを掠かすめて。

「困っているようだのう」

　次の瞬しゆん間かん、俺の眼前には銀色の輝かがやきがあった。

　その銀色は長く艶つややかな髪かみで、その持ち主は暴れる枝葉などものともせずに、いつも通り空中に佇たたずんでいた。

「かのう……」

　俺がその名を呼べば、かのうはゆっくりと身体ごと振ふり向いて、あくまでこの事態を楽しんでいるような光を湛たたえた黄金きん色の瞳ひとみで俺を見た。

「ここは妾わらわが一ひと肌はだ脱ぬぐしかなさそうだのう」

　そうして、やはり楽しげな笑みを紅い唇に浮うかべると恩着せがましい口調で俺に言った。

　その表情を見れば、かのうがこの件に一枚嚙かんでいることはほぼ確実だったし、ここでかのうに借りを作れば、後でかなりの暴利をつけられることなど容易に予測出来る。

「……どうにか出来るって言うのか？」

　それでも俺に打つ手が無い以上、いまはかのうの手を取るしかなく──俺は仕方なくかのうに問いかけた。

「うむ。それでは多加良。フジ殿どのから銅ど鑼ら……いや、鏡の欠片かけらを頂いてきてくれるかのう」

　俺の問いかけに、かのうはいかにも自信ありげに頷うなずいたが、続く台詞せりふに俺は数秒沈黙した。

　フジの周りを囲む枝葉は、もはや竜たつ巻まきに近く、中心にいるフジの姿さえ見えなくなってきていて、いくら俺でも容易には近付けない。

「……どうやって、フジに近付けと？」

「多少は妾が勢いを削そいでやるからの。あとはまあ……多加良が頑がん張ばるしかないのう。さすれば妾が浄きよめ、一件落着だのう。うむ……あれはやはり幼き神には毒となったようだのう」

　だが、俺の問いに対するかのうの答えは、ようするに「突とつ撃げきしろ」というもので。

「浄める？　毒？　どういうことだ、フジの暴走はやっぱりお前のせいか？」

　しかし、俺が聞き咎とがめたのはその後に続いた呟つぶやきのような台詞の方だった。

　目許を険しくして、俺は続けざまにかのうを問い詰つめたが、かのうは悠ゆう然ぜんと俺の眼差しを受け止めると、

「それは違ちがうのう……あえて言うなら事の発ほつ端たんは鈴木殿にあり、鏡の欠片を拾い、己おのが物とされたのはフジ殿の勝手だのう。叶野の地の物を持ち去ってはならぬと、妾は忠告したというに、の」

　微かすかに眉まゆを顰ひそめ、いかにも心外という表情で俺の顔を覗のぞき込んでみせたのだった。

　当然、そんな物に俺は惑まどわされたりしない。

「フジ、本当か？」

　けれど、確かめるように俺が問えば、緑の竜巻の中でフジは青ざめながら、弱々しく頷いた。

　俺はフジがそれを認めたことよりも、疲ひ弊へいしきっていることに強い焦あせりを覚え、拳こぶしを握にぎりしめた。

「以後、気をつけられませ」

　そして、かのうもまたフジの状態を見て、急を要すると判断したのか、すんなりと許しを与あたえた。ただし、その面おもてに焦しよう燥そうの色が浮かぶことはない。

「では、多加良、用意はいいかの？」

　かのうはあくまでゆったりと構えたまま俺にそう問うて。

「……ああ」

　俺が頷きを返したのを見届けると、着物の袖そでをひらりと一いつ閃せんさせ、フジへ向けてその力を放った。

　その力は不可視──けれど、その瞬間、フジを包囲している緑の力は確実に弱まり、俺はその好機に迷わずフジの元へと突とつ進しんする。

　枝が撓たわんでいる部分を狙ねらい、その隙すき間まをこじ開けるようにして、俺は何とか緑の包囲網まゆの中に入り込んだ。

　そうして、半ば衝しよう突とつする勢いで入り込んでみれば、台風の目の様に、その中心は静せい穏おんだった。

　だが、ある意味、緑の動力となっていたフジは電池が切れかけた人形のようにぐったりとしていて。

　それでも容よう赦しやなく力はフジの体から引き出されているらしく、その為ためにフジはその場に膝ひざを突つくことさえ許されないようだった。

「大だい丈じよう夫ぶか？　フジ、鏡はどこだ？」

「……これ、です、わ」

　その体を支えながら俺が問えば、フジはかのうが言った通りの代しろ物もの──鏡といっても金属を薄うすくのばして加工しただけのようなものの欠片を、胸の隠かくしポケットから取り出す。

「秋津様が……木の下に埋うめていかれた物で、だから、欲しかったんです」

　それを俺に手て渡わたし、恋こい故ゆえの出来心だと俺に告白すると、フジは立ったまま気を失った。

「かのうっ、受け取れ！」

　俺は片かた腕うででフジを抱だき留めながら、その欠片を迷わず上に向かって放ほうり上げた。必ずそこでかのうが受け取ると信じて。

「……しかと受け取った」

　そうすれば、艶つややかな声は予想通りの言葉を乗せて俺の耳に届き、びゅうびゅうと風のように唸うなりをあげながらしなっていた枝葉は、突とつ如じよとして力を失い、鳴りを潜ひそめ。

　ばしゃ～ん　ばしゃ～ん

　代わりに俺の耳に届いたのは、かのうの手足に嵌はまっている連環わが奏かなでるのとはまた違う、金属が鳴る微かすかな音だった。

　そのさやかな音はどこからするのかと、俺はとっさに首を巡めぐらせてみたが、俺の視界に映ったのは中空に浮かぶかのうの姿のみ。

　そしてかのうは、その鏡の欠片を傾かたむきかけた陽ひにかざし、微笑ほほえんでいた。

　その次の刹せつ那な。

　俺は、その姿が映るはずのない鏡に、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、かのうと同じ表情かおで微笑む少女の顔を見たと思う。

「さて、妾わらわは直ちにこれを浄きよめなければのう……では、またの」

　けれど、かのうは俺が少女の顔をもう一度確かめる前に、その場から姿を消していて──俺は何も問えぬまま、ただ疲つかれ切って、全身で息を吐つくしかなかった。







　結局、二宮金次郎像の元に一番に到とう着ちやくし、ゴールデン眼鏡めがねを手にしたのは、俺達でも秋津達でもなく、俺が一度は勝利したと思った山本・川口ペアだった。

　思いがけず災難──というか超ちよう常じよう現象──に遭あってしまった秋津達だったが、その辺の記き憶おくはフジがリンゴパワーで消し、事なきを得て、フジはそれを見届けると俺達の前から姿を消したのだった。

　少しだけ大人びた笑顔を最後に俺達に見せて。

　フジのその笑顔以外は、ゴールデン眼鏡も何も手に入れられず、後に残ったのは疲ひ労ろう感かんのみと、レースは散さん々ざんな結果に終わったのだが、それでも俺はまだ家路に就つかずにいた。

　これから行われる〝チケット贈ぞう呈てい式〟とやらに立ち会い、Ａ・Ｔのお弁当問題だけはクリアするために。

　それに、贈呈式には鈴木も現れるに違ちがいない。

「……今日は何があっても鈴木を捕つかまえるぞ」

　固い決意を声に宿して俺が言えば、隣となりを歩いていた桑田は強く頷うなずきを返してくれた。

　けれど、羽黒はまだ迷っているように視線を彷徨さまよわせながら、小さく唸る。

「羽黒、今日の騒そう動どうは、全部鈴木に帰結しているんだぞ」

　だが、続けて俺がそう言えば、三つ編みをぎゅっと握にぎり締しめて、羽黒もまた一つ頷いた。

　そう、今回の騒動が鈴木に端たんを発していることはもはや動かしようのない、周知の事実なのだから。

　戦わずしてレースに負けたと知った時点で俺は、かのうが残した「事の発ほつ端たんは鈴木にある」という台詞せりふの意味をじっくり考えてみた。

　そうして、俺はある結論を導くに至った──今回の騒動の発端は、先日のビンゴの賞品にある、と。

　説明はまず、尾田のホラーＤＶＤ券から始めるのがいいだろう。

　尾田が選んだホラーＤＶＤを手に入れた生徒は、その物語「呪のろわれた鏡」の話を友人にした。

　更さらにその友人は羽黒のお祓はらい券を当てた生徒にこの物語を話して聞かせた。そしてお祓い券を当てた生徒は呪われた鏡の真しん偽ぎを羽黒に問うたのだという。

　そこで羽黒はその質問に「鏡が割れたら木の根本に埋めるといいですよ」というアドバイスを送ったそうだ。

　けれど、友達の連れん鎖さはまだ止まらない。羽黒の話を聞いたその人物は、また更にその話を友人にした。その友人こそが桑田のティー券を当てた人間──つまり陸上部員の一色──で桑田にその鏡の話をし、桑田は彼に「叶野学園鏡伝説」を語って聞かせたのだという。

　それをいたずら心から一色は少々脚きやく色しよくし、ホラーテイストにして秋津に伝えたところで事態は急展開をみせていった。

　話を聞いた秋津は、どういう経けい緯いか最近割れた鏡を拾っていたので、その言に従い、木の根本に鏡を埋めに行ったところで、フジの危機に遭そう遇ぐうした。

「で、最後にフジは家庭教師帰りの俺にぶつかった……ああ、間違いなく全すべては鈴木のせいだ」

　そして俺はいま、贈呈式が行われる、樅もみの木の前に辿たどり着き、いまかいまかと鈴木を待ち受けている、というわけだ。

　今回俺が被こうむった迷めい惑わくに対する怒いかりを鈴木に思い切りぶつける為ために。

　鈴木への怒りは時間を追う毎ごとに増していて、でも少しは落ち着こうと、レースの開始時に比べれば減ったものの、それでも少なくない数の生徒が集まった中庭に視線を巡らせて──俺の思考回路はショートした。

　そこに、人ひと垣がきをかき分けながら進んでくる鈴木の姿を見つけて。

　今日の鈴木は珍めずらしくきちんと制服を着込んでいた。ああ、それはいい。

　問題は、本来ならば色素の薄うすい髪かみの上に黒髪のかつらを被かぶり、銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけて──名札代わりに〝なりきり副会長〟と書かれたたすきを肩かたからかけていることだ。

「会長会長！　その格好、やっぱりＡ・Ｔのお弁当って、秋庭多加良くんの手作りお弁当ですか？」

　過か剰じような程に胸を張りながら歩む鈴木に、どこからかそんな問いが飛べば、

「へ？　違ちがうよー、Ａ・Ｔは〝味の田中〟の、鰺あじのたたき弁当だよ！」

　口調は鈴木そのままで、奴やつはそう答えた。

　ああ、そうかそうか、それも杞き憂ゆうに終わってよかった。その弁当はさぞ生なま臭ぐさいだろうが俺の知ったことではない。

「鰺のたたき弁当……やっぱり、鈴木はんのボケは難易度高いわ。……にしても眼鏡祭りの締めはやっぱ、秋庭っちやったか」

「……今日こそは血を見ると思うよ」

　俺の耳にはイースト＆ウエストらしき会話も届いたが、最も早はややつらもどうでもいい。

「ねえねえ、みんなどう？　多加良っちに似てる？」

　そして、足を止めた鈴木は制服の裾すそをつまみ上げながら近くに居た生徒にそんなことを問いかける。

「ええと……」

　能天気以外の何ものでもない表情で問われた生徒は、俺の姿を視界の隅すみに捉とらえると、青ざめてその場から走り去った。

　ああ、英断だ。そこはたったいま第一種危険地域に指定されたんだからな。

「欠片かけらほども、似てない」

「あっ、本人登場！　えー、ちょっとは似てるでしょ？　眼鏡めがねとか眼鏡とか眼鏡とか」

　俺は低く低く否定したが、鈴木は恐おそれを知らず、そう言い返し、俺の目の前は怒りに赤くなった。

「……似てないわよ」

　次いで桑田が氷のような声で繰くり返せば、鈴木はそこでようやく我が身の危機を察知した。

「ええと……鈴木、今日という今日はお前を許さない、だっけ？」

「ああ、そうだ……待て、鈴木！　今日という今日は許さないっ！」

　そうして、俺は鈴木と同じ台詞を口にして、逃にげる背中を追いかけたのだった。
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　衣ころも替がえからほぼ半月。男子は半はん袖そでのシャツに青いネクタイ、それに冬服と色いろ違ちがいのズボンに、女子は淡あわいブルーのワンピースにセーラー服の襟えりを付け足したような制服へと替わって、冬服の者はもういない。

　あじさいが雨に濡ぬれる季節つゆも近いが、今日の空は晴れている。

　だが、徐じよ々じよに雲の量が増えてきている空を見ながら、俺は一つため息を吐ついた。

「今日はミントココアを淹いれてみたわ」

　と、そこで目の前にミントの葉の浮ういたココアを差し出されて、

「ありがとう」

　俺はありがたく桑田からそれを受け取った。

「ココアにミントって、合うの？」

「見た目は普ふ通つうにココアですね」

　同じく桑田からココアを受け取った尾田と羽黒はそんなことを言いながらもさっそく口をつける。

　俺も二人に続いて、この初めての組み合わせの飲み物を、ゆっくりと口に含ふくんでみた。

「どう？　みんなには初めて淹れたけど、お口にあったかしら」

　俺達が一口飲んだところで、桑田は少しだけ不安そうに首を傾かしげて尋たずねてきたが、

『おいしい』

　俺達の感想こえが見事に揃そろえば、ごく小さな微笑ほほえみが口くち許もとに浮かんだのだった。

　鼻と舌に仄ほのかに感じるミントの香かおりが良いアクセントになっていて、ミントココアは本当に旨うまかった。さすが桑田だ。

　味が文句なしにいいだけに、このココアが紙コップに入っているのが残念だったが、まあ、場所が屋上では仕方ない。

　現在の時刻は十一時を回ったところ。足あし下もとの教室ではまだ授業が行われている。

　もちろん俺達は理由があって、授業中にもかかわらず屋上にいるわけだが、その理由の一つである待ち人はまだ現れない。

　だから俺は、もう一つの理由に則のつとって、屋上から見える叶野市けしきに視線を投げた。

「ミントで気分はすっきりしたと思うけど……背中の青あざはもう消えた？」

「いや、まだけっこう青い。でも、痛みはもう殆ほとんど無いから大だい丈じよう夫ぶだ」

「今からでも黒イモリの軟なん膏こうをつければ、治りが早くなると思いますよ？　つけますか？」

　同じように紙コップ片手に叶野市を眺ながめながら、桑田と羽黒は四日前のウォークラリーの折、神様族かみさま絡がらみで負傷した上、コースは違うが二周もウォークラリーするはめになった俺をそれぞれ気き遣づかってくれた。

「……気持ちはありがたいが、黒イモリは固く辞退させてもらう」

　二人に感謝しつつも、俺は羽黒の申し出は断った。いくら薦すすめられても黒イモリは怪あやしすぎて無理だ。

「本当によく効くんですよ？」

　ポケットを探さぐりながら──もしや、そこに入っているのか？──なおも黒イモリ軟膏を薦めようとする羽黒の気を逸そらす物を俺は探したが、そう都合良く転がっているはずもなく途と方ほうに暮れかけたその時だった。

「……待たせたな」

　待ち合わせの時間には遅おくれていたが、タイミング的には丁度良く一人の男が屋上に現れた。

　１８０センチ以上あるだろう長身をピンストライプの入ったダークスーツに包み、色の薄うすいサングラスをかけている男は、一見したところその筋の人間か、和かのう家の黒服のように見える。

「あ、冬とう空あ先生。お待ちしていました」

　が、羽黒が見上げながら呼びかけたように、彼──森もり冬とう空あは教師だ。

　同じ名字の教師がもう一人いる為ため、彼は下の名前で呼ばれている。でも、呼びかけに応じる仕草が少々ぎこちないのは、下の名前で呼ばれることよりも、その肩かた書がきが厳密には教育実習生だからだろう。

　そして、そんな態度を見る限り、冬空に教員の自覚があるとは思えない。

「で、冬空先生。例の物は？」

　故ゆえに、俺は「先生」とは呼ぶが、いつも通りの口調で冬空に問いを向けた。長身の冬空の目を見るために、わずかに首を上げながら。

「もちろん手に入れてきた。これが……オレとお前達の外出許可証だ」

　すると冬空は、手に持っていた紙し片へんをヒラヒラと振ふって見せた。だが、その軽い動作に反して、冬空の表情は少しも楽しそうではない。

　それはつまり、その紙が俺達にとって自由へのパスポート、と呼べるような良い物ではないということで。

　俺達がいま屋上にいる理由もまた、決して楽しいものではない、ということだった。







　話は昨日の放課後に遡さかのぼる。

　俺達は来週の部長会議で配布する資料を作るために印刷室にいた。

　旧式の印刷機で両面印刷をするのは面めん倒どうで手の汚よごれる仕事だったが、俺達四人は文句も言わず作業をしていた。

　ああ、例によって鈴木はいなかった。

「疲ひ労ろうが回復するまでが遠足……ということはいつまでお休みされるのでしょう？」

　途と中ちゆう、羽黒はその欠席の理由を口にして、心配げに眉まゆを曇くもらせたが、

「……さあ」

　苦く笑しようと共に声を返したのは尾田だけで、俺と桑田は黙もく々もくと作業を続けた。

　その沈ちん黙もくは、そんなわけのわからない理由でウォークラリー後、三日も休んでいる鈴木への抗こう議ぎだ。

　だいたい、どう考えても俺の方があのウォークラリーでは疲労している。なのになぜ俺は鈴木の分まで仕事をして、あいつは家でまったりしている──と俺は確信している──んだ？

　なのに、今年度も皆かい勤きん賞まっしぐらで、生徒会長に最も相応ふさわしいはずの俺がどうしてまだ副会長なんだろう？

　選挙を経たとはいえ、最後の最後に勝敗を決したあみだくじと、その時の悔くやしさと絶望を思い出して俺は拳こぶしを握にぎりしめ、

「……秋庭君、せっかく印刷したプリントが皺しわになるわ」

　桑田に静かに諭さとされてしまった。でも、その双そう眸ぼうに俺と同じ憤いきどおりと気遣いが宿っていることに気付くと、俺は我に返った。

「失礼。ここに生徒会執しつ行こう部ぶは……いるな」

　と、同時に聞こえた低めの声に顔を上げると、戸口にはつい先日紹しよう介かいされたばかりの教育実習生が立っていた。

「俺達に何か用事か？」

　俺が声を向けると冬空は頷うなずき、それからどこかだるそうな足取りで印刷室の中に入って来る。そうして、俺達全員の顔が見える場所に立つと胸ポケットを探り、そこに目当ての物──煙草たばこだろうか──が無いと悟さとると肩かたを落とし、そのまま口を開いた。

「新にい村むら先せん輩ぱい……先生から伝言を預かってきた。早さつ速そくだが、聞いてもらおうか」

　そして、美術教師、新にい村むら要かなめの名を出すと、俺達が頷きを返す間も無く話し出し、

「生徒会諸君、最近このスーパー美術教師・新村の授業をサボる生徒が増えている。最初からサボるならまだしも授業中に脱だつ走そうを図はかり、校外に出る者までいる事態を重く見て、あたしは超ちよう推理を働かせ、原因をほぼ特定した。彼らは羽虫のように〝光〟に向かって行っている。というわけで、生徒会諸君、その〝光〟を調査してくれたまえ」

　メモも見ずに冬空はその長い伝言を淀よどみなく、しかも新村の口調でもって聞かせてくれたのだった。

「伝言は以上だ」

「……それ、本気で言っているのか？」

　しかし、内容が内容だったので、俺もみんなもにわかには信じられず、冬空に疑いの視線を向けてしまう。

「オレは言われた通り伝えただけだ。けど、お前達は新村先生の性格を知っていて……この話が本気じゃないと思えるのか？」

　そんな俺達の眼まな差ざしを冬空は冷静に受け止めると、逆にそう訊きいてきた。

　残念ながら俺達は、その問いを否定出来ず、俯うつむいて沈黙した。

　新村が話のわかる良い教師である反面、一ひと癖くせも二癖もある性格の持ち主なのは動かしようのない事実だったから。

　一方冬空は、俺達の沈黙の意味を正しく理解した上で俺達に同情的な一いち瞥べつをくれると、窓の外に視線を移し、一つ頷いてどこか遠い目で景色けしきを見つめたのだった。

　だが、西の方に太陽の光が見えると少し慌あわてたように目を逸そらした。

　実習生紹介の際、冬空のサングラスは、光に弱い彼の目を保護するための物という説明を校長から受けていたから、俺はその動作に特別疑問を持たなかった。

「あの……新村先生のおっしゃるその〝光〟なら、わたしも見たことがあります」

　と、そこで沈黙を破ったのは羽黒で、羽黒にしては確信に満ちた声に顔を向ければ、やはり自信ありげな表情を浮うかべていたのだが、俺は首を傾かしげるしかない。

　というのも、話に出てきた〝光〟に俺の方は覚えが無かったからだ。

　続いて桑田と尾田も首を傾げると、羽黒は眉を八の字に寄せて、自信なさげな表情へと変じたものの、

「先日、授業中に、ふと窓の外を見たら、何かの光が見えたんですよ」

　自分の言葉を取り下げることなく、改めてそう言った。

「そうか。なら本当にその〝光〟は存在するんだろう。だけど、だ。どうして俺達がその調査をしなければならない？」

「それは、今日の脱走者の中に鈴木という名の人物がいたからだ、副会長」

　羽黒の目もく撃げき情報を真実と認めた上で俺が問えば、冬空は世の中の常識を語るような口調でそう答え、後は言わなくてもわかるだろうとばかりに、そこで口を閉とざした。

「……あれ、鈴木くん、今日は来てたんだ。気付かなかった」

　すると鈴木と美術の授業が一いつ緒しよの尾田は、頭をかきながら、どこかのんきにそう言った。

　どうやら尾田は冬空の先の台詞せりふの様々な問題点に気付いていないらしい。

　生徒会長であるにもかかわらず鈴木がサボっていること、学校に来ているのにコピーの一枚も手伝わないという二つはいつもの問題行動だからそのまま流すとしても、最大の問題を尾田は見落としている。

「俺を副会長と呼んだことは、一度目だから見み逃のがすとして……どうして俺達が鈴木の追つい跡せきをすることを決定事じ項こうとして語るんだ？」

「秋庭はいつも鈴木を追いかけているんだろう？　新村先生からは専属の追跡者だと聞いたが？」

「あははは、面おも白しろい冗じよう談だんだな。俺はやむなく鈴木を追いかけているだけであって、鈴木専属の追跡者になった覚えはない。それにあいつがやらない仕事で忙いそがしいから、余計なことをやっている暇ひまは無い」

　込こみ上げてくる怒いかりを何とか抑おさえ込みながら、きっぱりと断ると、俺は冬空に背を向けて作業に戻もどった──否いな、戻ろうとしたのだが。

「でも、学校の敷しき地ち内にいて授業に出ないならまだしも、生徒会長が授業をサボって校外に出たとなると……証しよう拠こが摑つかめればリコールの材料になるんじゃないかしら」

　背中に向けられた桑田の台詞に、俺は反射的に振ふり向いてしまった。

「確かに生徒会長がサボりはまずい、よね」

　そこに渋じゆう面めんながら尾田からも同意の声が上がれば俺の心は大きく揺ゆり動かされ、

「あのっ、また気分が悪くなって早退なさったということも……」

　続く羽黒の言葉は、リコール──任期中でも鈴木を生徒会長の座から引きずり降ろせる素す晴ばらしいシステム──のことでいっぱいになった俺の耳にはもはや届かなかった。

「つまり、その〝光〟の発生源に授業時間中に鈴木がいたことを証明出来れば、リコール出来るってことだ……よし、早速調査開始といこう！」

　そうして俺が、叶野学園全生徒の為ためにも動くことを決めれば、羽黒も含ふくめ、全員頷うなずいてくれたのだった。

「探たん索さくは明日からだ」

　が、俺がやる気になったところで、水を差す台詞を発したのは、この伝言はなしを持ってきた冬空で、俺は思わずその顔を見上げ、睨にらんでしまう。

　しかし、自身も強面こわもてである冬空には、俺の一睨みも大した効果はなく、逆に上から見下ろされ、不愉ゆ快かいになりながら俺は問いを向けた。

「明日出来ることなら今日やったっていいだろ？」

「〝光〟が見えるのは昼間だけだ」

「昼間だけ？　じゃあ、その〝光〟は太陽が出ていないと見えないってことか？　でも、それならまだ間に合うと思うが？」

　冬空の言葉から素早く推測を立てると、俺はまだ日が沈しずんでいない外を指さした。

「もうだめだ。あの〝光〟は昼の十一時前後から十三時位までしか見えない」

　だが、冬空は俺が指さした方向に首を巡めぐらせると、そう言い足して、どこかだるそうに首を振ったのだった。

　理由を全すべて聞かされれば、俺も納なつ得とくする他ほかなかったが、

「……そこまでわかってるなら、自分で探しに行けばいいだろうが」

　ここまでわかっていて、自分は動こうとしない新村への憤いきどおりと、口から出る呟つぶやきを止めることは出来なかった。

　俺はその言葉をあくまで新村に向けたのだが、

「オレには……光なんてどうせ見つけられない」

　思いがけず、冬空からそんな台詞が返ってきて、急ぎ訂てい正せいを入れようとした。

　けれど、その次の瞬しゆん間かん。

　ずくん、と。

　眼底で何かが隆りゆう起きしたような感覚を覚えたのと同時に、その尖とがった何かで内側なかから眼球を抉えぐられるような痛みに襲おそわれて、俺は息を詰つめた。

　その強きよう烈れつな痛みに視界は霞かすみ、歪ゆがんで、俺はぐらつく身体からだを近くにあった印刷機で支えた。

　この痛みが、願いの植物はなの発芽の合図で、すぐに消えることもわかっている。でも、足あし下もとさえ危あやうくする痛みに、俺は銀ぎん髪ぱつ金きん瞳とうの約一名に文句の一つもぶつけたくなる。もっともそれすら今はままならない。

「秋庭？　どうした？」

　とにかく、説明しても簡単には信用されないだろう痛みはなしだから、出来れば気付いて欲しくなかったのだが、そこで冬空は俺の異変を悟さとって様子を窺うかがうような視線を向けて来た。

　しかし、痛みを堪こらえるのに精せい一いつ杯ぱいな俺に言い訳の言葉が紡つむげる筈はずもなく。

「……印刷機の調子が悪かったのを思い出したのね」

「ああ、また変な音がした？」

「ハムスターでも入り込んでいますか？」

　いつも通り、桑田達が代わりにフォローに回ってくれる。言い訳も大分回数を重ねた為か、三人がスムーズに台詞せりふを繫つなげていくと、

「ハムスターはいないだろ。まあ、この印刷機も年代物だからな」

　自分を見上げてくる羽黒の表情に多少の硬かたさはあっても、冬空はひとまず納得して、印刷機を軽く叩たたいた。

「……紙詰づまり、だな」

　それとほぼ時を同じくして、俺の目から痛みは消え去って、そんな台詞と共に口くち許もとを緩ゆるめて見せると、三人は安あん堵どの表情を浮うかべた。

　俺もそのまま同じ安堵に身を浸ひたしたいと思ったが、視線を上げた途と端たん、芽生えたばかりの願いの植物を見つけてしまっては、そうもいかない。

　その双ふた葉ばは、体の大きな冬空の胸ではまるでタイピンのように小さく見えたが、間ま違ちがいなく願いの植物で。

　その原石たねを蒔まく者に似て、つくづく厄やつ介かい事が好きな植物に俺はため息を吐つかずにいられなかった。

　だが、どちらももう引き受けてしまったからにはやるしかないと腹を括くくると、俺は両方を効率的にこなす方法を瞬しゆん時じに考えた。

「……じゃあ、〝光〟の実地調査は明日の日中に行う。ただ、授業時間中に校外に出ることになるから、冬空先生、俺達の外出許可証と引いん率そつを頼たのめるか？」

「ああ、わかった。最初からそのつもりだったし」

　たったいま考えついた内容をそのまま提示すれば冬空は、眉まゆひとつ動かさず、あっさりと了りよう解かいしてくれた。

「あの、引率してくださるのは助かりますけど、でも、教育実習でいらっしゃってるのに授業を抜ぬけて大だい丈じよう夫ぶですか？」

「というか、そもそも新村先生は冬空先生の実習教官じゃないのに、どうして伝言を頼まれたりしてるんです？」

　羽黒と尾田はあまりにあっさりした態度に逆に疑問を抱いだいたようで、二人はそれを率直に冬空に向けた。

「……正直に言えば、あまり大丈夫な状じよう況きようじゃない。けど、それ以上に新村先せん輩ぱいが握にぎってるオレの秘密はまずい。そいつをばらされたら、酒も煙草たばこも我が慢まんして、睡すい眠みん時間も削けずってやってる実習が一瞬でふいになる……記念すべき百個目の資格が取れないどころか、身の破は滅めつだ」

　表情こそあまり動かさなかったが、強面の大男が声を震ふるわせながら語る様子を見て何を想像したのか、羽黒と尾田は少々青ざめると、それ以上問いを重ねることはなかった。

　俺は正直、その秘密を握って脅おどしている新村の方に恐きよう怖ふを覚えたのだが。

「……新村先生には少し気をつけましょう」

　だから、同じ思考に至ったらしい桑田の言葉に、俺は迷わず同意した。

「そうだ、新村先輩には気をつけろ。それから、お前達も大学に入ったらサークルに入るだろうが、慎しん重ちように選べ。オレの人生最大の過あやまちは新村先輩と同じサークルに入ったことだからな」

　俺と桑田の会話を聞いた冬空に重ねて忠告されて、その常には無かった真しん剣けんさに俺達は深く頷うなずいたのだった。







　その教訓を胸に刻んだ上で、俺達は簡単な打ち合わせをして、そうして約束通り今日、授業時間内に屋上に集合したのだった。

　最後に到とう着ちやくした冬空の胸に一いち瞥べつをくれれば、そこでは昨日より少し成長した願いの植物が揺ゆれていた。

　そして、俺の視線に気付くと冬空は、

「それで、〝光〟は？」

　整せい髪はつ料で押さえてもボリュームが出てしまうらしい癖くせ毛げを手で撫なでながら、問いかけてきた。

　その顔からはやる気の類たぐいは見受けられないが、義務──というか命令──を果たす気持ちは一応あるらしい。

「まだ見えない」

　俺は短く声を返すと、再び〝光〟を探して顔を元に戻もどした。

　昨日から今日にかけて集めた情報によると〝光〟が見える時間帯は冬空の言っていた通りで、よく見えるのは新東棟とうから、方角は南西で一いつ致ちしていた。それらの情報に基もとづいて、俺達は先程から皆みなで南西の方角へ目を凝こらしているのだが、まだ光は見えてこない。

　今日は午後から曇くもりの予報だから、早いところ発光を確認して出発したいのだが、構えて待っている時に限ってなかなか事態は動かない。

「方角はわかってるから……見切り発車もありか」

　待つことで時間を浪ろう費ひするよりはその方がいいかと俺が考えだしたその時だった。

　ふいに視線を前に向けたと思うと、

「光った」

　冬空はそう声を上げ、サングラス越ごしにもわかる程度に目を見開いて、俺は急いで同じ方向へ目を凝らした。

　すると、そこでは確かにチカチカと何かが光っていて、俺はその光が直接目に入らないように少し首を動かした。そうすれば、眩まぶしさを感じずに光の位置をちゃんと捉とらえられる。

「情報通り、南西だな」

「はい。でも、やっぱり先月まではあんなに目立つ光は見えませんでしたよ？」

　俺が呟つぶやくと、同じく光の方へ目を凝らしながら羽黒はそう言い首を傾かしげた。羽黒によると、〝光〟は六月に入ってから見えるようになったそうなのだ。

「何か新しい看板か建物でも建ったのか？」

　俺と羽黒の会話を聞くと冬空はそう尋たずねてきた。確かにそれは順当な思考だったが、俺達は揃そろって首を振ふる。

「いや、あの辺りに新しく建った物はない」

　だいたい、そんな物があったらさすがの新村も確かめて来いとは言わないだろう。

「今まで見えなかったものが見える……なんだか偏へん光こうと偏へん光こう子しみたいだよね」

「ああ……冬空先生の物理の授業ね」

　と、そこで光を見つめたまま、尾田が突とつ然ぜん発した物理用語に俺達は一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくしたが、桑田がそうと気付くとその台詞せりふの意味を正しく理解して頷き返した。

　確かその授業は、最初は電磁波の話だったのだが、途と中ちゆうから少し脇わき道みちに逸それて、偏光と偏光子という話に変わり、最後に冬空が見せてくれたのが、偏光フィルターを使った万まん華げ鏡きよう、だった。

　普ふ通つう、自然光（無偏光）を人間の目は識別出来ないのだが、冬空が用意した──一見顕けん微び鏡きようのような──万華鏡は偏光フィルターを通して自然光の色が見られるという代しろ物ものだったのだ。

「尾田もあの万華鏡、見たんだな」

　見えない光がふいに見える万華鏡──おそらく、それが今の言葉を引き出したのだろうと思って言えば、尾田は大きく頷く。

　その語り口のせいか淡たん々たんと進み、印象も薄うすい冬空の授業だったが、この授業だけは俺の中にも強い印象を残していた。

「フィルターを通しただけで透とう明めいプラスチックに色がついて見えるなんて不思議で、とても楽しい授業でした！」

　そして、羽黒は笑顔と共に顔を上げると、冬空に授業の感想を伝えたのだが、

「あれは借り物だ……オモチャが出てきて喜ぶなんて、な」

　ポケットに手を入れながら、冬空は鼻で笑ったのだった。

　羽黒はその反応に困こん惑わくして、眉まゆを八の字に寄せると顎あごを引き、口を噤つぐんでしまう。

「だったら、玩具おもちや無しでも面おも白しろい授業を頼たのむ」

　そこで俺が羽黒の代わりに軽い皮肉を言えば、冬空は肩かたを竦すくめ、

「面白い授業なんて、オレにはどうせ無理だな」

　そこにあることを確かめるようにサングラスに触ふれながらそんな風に言って、再び光に目を向けたのだった。

　そのささやかな動きに伴ともない、願いの植物もまた小さく揺ゆれる。

「新しい建物がないなら、何だ？」

　だが、胸の植物のことなど知らない冬空は、その眼まな差ざしとともに話を元へと戻す。

「あの辺りで、それなりに高さがある建物っていうと〝さんかく〟くらいだな」

　胸の植物を横目に見つつも、焦あせりは禁物だと自分に言い聞かせ、俺はその方向転てん換かんに付き合って、同じ方向へ目を向けた。

「確かに〝さんかく〟なら意味無く光ったりしそうね」

「最近は〝さんかく〟に関する噂うわさは無いのか？　例えば変形するとか」

「さんかく……変形……叶野市には巨きよ大だいロボットに変形する建物があるんですか!!」

　と、桑田と冬空の会話を聞いて、羽黒はそこで再び口を開いた。珍めずらしく的確にその筋を捉えていたものの、やはり一部を誤解していた。

　そして、キラキラと子どものように輝かがやく瞳ひとみは、その誤解の部分を本気で信じていそうで、俺達三人はその誤りを訂てい正せいすべきか、数秒本気で悩なやむ。

「いや、いやいやいや。〝さんかく〟も合同庁舎も県庁も変形なんてしないから。だいたい建物が変形したらその時中に居る人はどうなると思う？　危ないよ？　っていうか、そもそも〝さんかく〟っていうのは〝かのう劇場〟っていう映画館のことだから」

　しかし、尾田だけは即そく座ざに淀よどみなく、羽黒の誤解に突つっ込みを入れた。まるで何か使命感に駆かられているかのように。

「……そうですか、かのう劇場ですか。変形しないんですか」

「まあ、世の中には大学を卒業しても都庁は巨大ロボットになるって信じている奴やつもいるからな」

　尾田に誤りを訂正され、肩を落とす羽黒に、誰だれを例に挙げているのか遠い目をしながら、冬空は淡々と告げた。正直、冬空らしくない、フォローなのかもしれない台詞を。

　ただ、俺の目には羽黒は、誤りを訂正されたことより、巨大ロボットが存在しないことに肩を落としているように映ったが、そこに触れるといよいよ話が進まなくなる気がして。

「とにかく、方角からみても距きよ離りからみても一番怪あやしいのは〝さんかく〟だ。まずは〝さんかく〟まで行くぞ」

　だから俺は全員を促うながすと同時に、出発の号令をかけたのだった。




　　　　２




〝さんかく〟ことかのう劇場は、映画館という客商売でありながら、市街地からは少し外れた場所にある。よって、叶野学園からかのう劇場に向かうにはバスを利用するのが一番早い。

　というわけで、俺達は最寄りのバス停から乗り込んだのだが、昼前の時間帯にしては珍しくバスは混んでいて、空いている座席は三つしかなかった。

　冬空は迷わず一人掛がけの席に座ると、

「老人優先」

　短く言って、長い足を投げ出した。

　空いている席に座ったのだから問題はないが、見た目に反して体力というかやる気のない言動に俺は少し呆あきれてしまう。

　けれど文句は堪こらえて、代わりに俺は桑田と羽黒に後方の空席に座るよう目で合図を送った。

「まだ本調子じゃないんだから秋庭君が……」

「大だい丈じよう夫ぶだから、桑田が座れ」

　すると桑田は気き遣づかうようにそう言ってくれたが、俺がその声を途と中ちゆうで遮さえぎれば、小さなため息と共に、羽黒と並んで腰こしを下ろしたのだった。

「やせ我が慢まんじゃないの？」

　尾田は既すでにそうと決めつけているように、苦く笑しよう混じりで言って寄よ越こしたけれど、俺が首を振ふれば、それ以上尋たずねてはこなかった。

「ああ、若いな」

　代わりに口を開いたのは、それまでこの成りゆきを黙だまって見ていた冬空だった。

　その顔には妙みように悟さとったような、それでいてシニカルな表情が浮うかんでいて、俺は一いつ瞬しゆん返す言葉に迷う。

「別にばかにしてるわけじゃない。本当に若いと思っただけだ」

　そして、俺が声を返す前に、冬空は勝手にこちらの感情を推測してそう言った。

「若い若いっていうけど、冬空先生だってまだ22歳だろ」

　それを聞いて、俺はとりあえず冬空の台詞せりふを額面通りに受け取り、その顔を見つめた。

「そう、22歳。もう十代じゃないんだ。初はつ恋こいも失しつ恋れんも経験済み。だからもう若者を見ると眩まぶしくて仕方がないってわけだ。でも、戻もどりたいとは思わない。戻ったってどうせ光は摑つかめないからな」

　そうすれば、冬空は俺の言葉に一つ頷うなずいて見せたものの、なおも若さを否定するようなおどけた台詞を抑よく揚よう少なく続け、

「それに、光が無くても生きていく術すべならとっくに学んでいる」

　最後に冬空は降車ボタンの点字に何気なく触ふれて口を閉じた。

　その何気ない動きに俺は違い和わ感かんを覚え、その真意を測る為ための言葉を探して視線を彷徨さまよわせたところで、バスは止まり、一組の親子が乗り込んできた。

　俺はひとまず思考を停止して、桑田達に席を空けてくれるよう声をかけることにする。

「どうぞ」

　が、その前に冬空が立ち上がっていた。

　長身にサングラスという強面こわもての冬空に、予想通り母親は一瞬怯ひるんだが、すぐに断っては却かえってまずいと思い直したのか、子どもの手を引くと、頭を下げて急いで座席に座った。

　そうして座ったはいいが、母親の膝ひざの上に乗せられた子どもの方は、冬空とまともに目が合った途と端たんに顔をひきつらせた。

　その光景に何となくデジャヴを覚える俺の隣となりで、冬空は子どもと目を合わせたまま眉まゆを寄せる。

　親切な行動は見せても、子ども好きには見えない冬空だったから、俺は子どもの反応に不愉ゆ快かいになったのだろうと推測した。

　だがこれは、俺達のような悪人顔が親切を行う場合、よくあることだ。俺はとうの昔に忍にん耐たい力をつけたが、年上の冬空はまだ完備していないようだ──と、俺は思ったのだが。

「大丈夫、怖こわくない。オレはちょっとだけ顔が……面白いだけだから！」

　そう言いながら冬空はサングラスを外すと、両手を使い顔を歪ゆがめて、おかしな顔を作って見せた。

　その変顔のインパクトに子どもは口をポカンと開けて、俺もまた驚おどろきに目を見開いてしまい。

「ぶはっ」

　真っ先に吹ふき出したのは尾田だった。反射的にその顔を見れば、数秒笑いを堪えた為か目が赤く、それでもまだ笑い声を殺そうと努力していた。

「うひっ、うひゃひゃはは」

　けれど、子どもが笑いはじめると、その我慢も限界に達して尾田は笑い出し、続いて俺と母親、更さらには後部座席の桑田達まで笑い始めて、バスの中はしばし笑いに包まれたのだった。

「ごめんね。たっくん、お兄ちゃんが悪の総そう帥すいグラサンダーかと思ったの。だって、グラサンダーはサングラスをかけてるんだもん」

　笑いが収まると、子どもは怯おびえた理由をそんな風に説明した。

「なるほど。それでオレをそのグラサンダーと間ま違ちがえたんだな」

「うん。だって、やつらは昼間はふつうの人間のふりをして、せかいせいふくを企たくらんでいるんだ。でも、ドンナ・ミラーズが戦っているから大丈夫なんだよ。ね、ママ」

　そして、何度も息いき継つぎをしながら子どもが話すのを、冬空は相づち代わりに何度も頷きながら聞き続ける。

「グラサンダーの安易なネーミングには目をつぶるとして、ドンナ・ミラーズ？　どこのファミレスだ？」

「いや、ファミレスじゃないらしいよ。公式発表ではね。まあ、男二人に女子三人っていう微び妙みような編制の戦隊だけど」

　その会話を聞きながら俺が首を傾かしげると、親切にも尾田が解説してくれる。

「……詳くわしい、な」

「……たまたま、だよ？　たまたまドンナ・ミラーズにはまってる人が近くにいるだけだから」

　その詳しさに俺が不ふ審しんの目を向けると、尾田はそう弁解した後、すいっと目を逸そらして沈ちん黙もくした。

　これは、触れて欲しくないことなのだろうと判断すると同時に、俺は様々な疑問を胸の奥にそっと沈しずめた。

　そうして、俺が気持ちの整理をつけている間にバスは交差点に差し掛かかり、左折の揺ゆれを足で堪こらえて顔を上げれば、前方の車窓まどから見える景色けしきは住宅街のそれから商店街のそれへと変わっていた。

　同時に、目指すかのう劇場の姿も小さいが正面に見えてきていた。この商店街を抜ぬけたその先にかのう劇場はある。

「あ、見えてきたね」

「見えてきたね？」

　同じくその姿を捉とらえた尾田が声を上げると、なぜか子どもはそれを鸚鵡おうむ返がえしにして、尾田の視線を追いかけて。

　その時、かのう劇場の方向では再び何かがキラリと光り。

「光ったな。やっぱり〝さんかく〟……」

「おおっ！　あれは希望の光だ！　いまこそ合体だ、ドンナ・ミラーズ!!」

　俺の声は急にテンションの上がった子どもの声に搔かき消された。

　声を高くした子どもを、肩かたを抱だく力を少し強めて母親は諭さとそうとしたが、何かのスイッチが入ったみたいに興奮した子どもは口を閉じなかった。

「あれは希望の光だよ!!」

「違う。あれは希望の光なんかじゃない」

　更に声を高くしてそう叫さけんだ子どもに、きっぱりと否定の言葉を向けたのは冬空だった。

　語気の強さに親子ばかりでなく、他の乗客の視線も向けられる中、だが冬空自身は前方の光に目を向けて。

「希望の光なんて、どこにもない」

　次いで、厳しい声でそう言い切る冬空の目には昏くらい感情が宿っていた。

　けれど、胸の植物は冬空がその目に〝光〟を映した、一いつ瞬しゆんの間に、ぐんと丈たけを伸のばし葉を増やしていた。

　その急成長を目にした瞬間、このバスは俺を厄やつ介かい事ごとのある場所へと運んでいるのではないかという考えがなぜか頭を掠かすめていき。

　それは、この刹せつ那なの思考を読み取ったかのようなタイミングで響ひびき渡わたった。

　しゃららしゃりん

「うむ……やはりばすというのは、速すぎていまひとつ居い心地ごこちが悪いのう」

　そして、鈴すずに似た音と共に現れたあいつは、俺を見下ろしながら、そう第一声を発したのだった。

「もう少し、よい場所はないかのう？」

　天てん井じように近いところに佇たたずんでいたかのうは、次にそう呟つぶやくと、ゆったりとした動きで、実際に居心地の良い場所を探す素そ振ぶりを見せる。

　それに伴ともない銀色の髪かみはさらさらとこぼれ、両手両足に嵌はまった連環わは擦こすれ合ってまた鈴のような音をたてて。

　忽こつ然ぜんと現れたかのうの気ままな行動に、ため息を吐ついたのは、俺より尾田の方が早かった。

　でも、その顔に浮うかんでいるのは、どこか寛かん容ようさを残した諦あきらめのそれで、俺のうんざりとした表情とは異なるものだった。

　だが、どちらにしろ俺達がいるのはバスの中。誰もいないはずの中空に声を向ければ奇き異いの視線は避さけられない。

　だから俺は、バスの中を一周して、結局最初の場所に戻もどってきたかのうを睨にらむことしか出来なかった。

「さように目を凝こらさずとも、美しき妾わらわの姿は見えるはずだがのう」

　その視線の意味をかのうはあえて取り違ちがえ、黄金色きんの目を細め、戯ざれ言を寄よ越こす。もちろん、俺達が反論できないのも承知の上で。

　そこで俺はこのまま黙だまっていてはかのうを調子に乗らせるだけだと判断した。

　不幸中の幸いというか、他の乗客の視線はいま、半分泣いている子どもとそれを懸けん命めいになだめる冬空へ向けられている。

「こんなところに現れるなんてどういうつもりだ？」

　声は出さず、唇くちびるだけ動かして俺はまずそう問うた。

「遠足ごっこかのう」

　かのうは小首を傾げるとすぐに声を返して寄越したが、ふざけきった答えに俺は拳こぶしを握にぎりしめる。

　冬空の植物が急成長を見せたタイミングで現れたからには何かあるのかと期待した俺が愚おろかだった。やはりいつもの気まぐれで間ま違ちがいない。

　そう確信すると俺は速すみやかにかのうを意識の外に置くことにした。ついでに顔も背そむけようとしたのだが、

「待て待て。いまのはほんの戯たわむれ言での。実のところはあの〝光〟についてそなたらに伝えたきことがあって、参ったというわけだの」

　俺が半分ほど首を巡めぐらせたところで、かのうは珍めずらしく慌あわてた声を上げた。

　しかし、かのうがただで情報をもたらすわけが無いと、嫌いやになる程ほど知っている俺が、振ふり向くなどという愚ぐ行こうを犯おかすはずがない。

「けっして損はさせぬから、聞いてくれぬかのう」

　よって、かのうはその声が俺達の耳に届く前に、ふわりと空中を滑すべり、移動を終えて──俺と尾田の間の狭せまい空間に降り立ったのだった。

　あまりの至近距きよ離りに俺と尾田は二秒ほど硬こう直ちよくし、我に返ると同時に身を引いた。

「ほほほ。かように驚おどろくとは二人とも初うぶだのう」

「秋庭、尾田、どうした？　……女の幽ゆう霊れいでも出たか？」

　かのうのからかいに尾田は頰ほおを紅潮させ、俺は激しい怒いかりを覚えたが、そこに冬空の声が被かぶされば、怒りに身を任せるわけにもいかなくなる。

「別に何も。冬空先生こそ、俺達の背後に何か見えたとでも？」
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　実際は、幽霊よりも性質たちの悪いのが傍そばにいるのだが、それを認めるわけにはいかず、俺はあくまでも冷静に、逆に冬空に問いかけた。

「いや、何も。オレの目で幽霊なんて見えるわけがない。ただ、秋庭なら女の幽霊の一人も憑ついているかと思ってな」

　冬空は俺の言葉にあっさりと首を振り、冗じよう談だんを口にするには少々平へい坦たんな口調でそう答えた。

「くだらない冗談だ」

　が、口調はともかくそのふざけた台詞せりふに、わずかに頰をひきつらせながら、俺が冷たく告げれば、さすがに冬空も俺の怒りを察して、子どもの相手に戻っていった。

　俺は一つ息を吐くと、再び視線を元に戻そうとしたのだが、そこで今にも席を立ち上がろうとしている桑田とそれを必死に止めている羽黒の姿が目に入った。

　かのうのふざけた言動に桑田が怒りを感じているのは十分わかったが、ここは俺に任せて貰もらうしかない。

　せめて安心して貰おうと、目配せと共に頷うなずけば、とりあえず桑田は座席に座り直してくれた。

「ふむ、一かず哉やの方が反応がいいのう」

　そして、ようやく視線を戻した俺の目にまず映ったのは、尾田の肩かたに手を回して楽しげに笑っているかのうと──そうしたところで実体ではないかのうの感かん触しよくが伝わるはずもないのだが──目め許もとを赤くしている尾田の姿で。

　尾田、正気に返れ。それは妖よう怪かいだ。しかもとびきり腹黒いぞ。

　苛いら立だちを覚えながら、俺は声に出来ない言葉を、ひたすら眼まな差ざしに込こめて尾田に送った。

　俺の強い感情がなせる技か、それはしっかりと届き、尾田は我に返ると、

「……話は聞きますから、離はなれてください」

　そう言って、かのうから顔を背けた。

　一方、小声ながら尾田から言げん質ちを取ったかのうは──ゆっくりと口角を上げて。

　その瞬しゆん間かん、俺達はかのうの作戦わなに落ちたのだった。そこで俺は自分の迂う闊かつさとかのうの狡こう猾かつさに今いま更さらながら気付いたわけだが、もう遅おそい。

「それでのう。妾もそなたらが探しておる〝光〟には興味があっての。それでちと考えて……一つ答えを見つけたというわけだのう」

　かのうは俺達に耳を塞ふさぐ時間さえ与あたえず、一息に話を進めたかと思うと、そこでもったいぶるように言葉を切った。

　そうして、再び宙に浮うくと着物の袖そでをひらひらと揺ゆらしながら、俺と尾田の顔を交こう互ごに見やって。

「きらきらしたものと言えば万まん華げ鏡きようだの。故ゆえにそなた達は万華鏡を探せばよい！」

　かのうは再び口を開くとそう言って、自信ありげな笑みを紅あかい唇に刻んでみせた。

「は？」

　何とか声にはしなかったが、その瞬間、俺が浮かべたであろう、虚きよを衝つかれた表情を見て、かのうは更さらに笑みを深めた。

「……万華鏡は光らない」

　その苛立つ笑みに大声を上げてしまわないよう俯うつむくと、俺は低くその事実を伝えてやる。

「おや、そうかの？　なれどあれは中を覗のぞけばきらきらとしているがのう」

　だが、かのうは小さく首を傾かしげつつ、なおも食い下がり、尾田はその台詞に控ひかえ目に頷いた。

「だとしても、かのう劇場に万華鏡は無い」

　けれど俺も負けずにそう告げると、改めて否定した。そう、俺達がいま目指しているかのう劇場は万華鏡など関係ない場所なのだ。

「ふむ、多加良は妾わらわの予想を信じてくれぬようだのう。だがの……その者はもっと大きな万華鏡が欲しいのではないかのう？」

　そうすれば、そんな台詞と共に、かのうはゆっくりと首を巡らせていった。

　その意味ありげな眼差しを追っていくと、冬空へ、更には胸の葉を繁しげらせた植物へと辿たどり着いて。

　黄金きん色の双そう眸ぼうに見み据すえられた植物は、その声が聞こえていたかのように小さく揺れて、俺は思わず息を吞のむ。

「オレの顔に何か付いてるか？」

　と同時に、冬空とばっちり目があってしまい、俺は再び場を取り繕つくろうはめに陥おちいった。

「いや、別に……ああ、その子どもが手に持っているのは何かと思って」

　少し視線を彷徨さまよわせたところで、俺は子どもが手にしている小さな、女性の親指ほどの筒つつに気付き、それを見ていたのだと言えば、冬空はあっさり頷いた。

「これは、万華鏡だ」

　俺はその思いがけない答えに思わず目を瞠みはる。

「まあ、半分アクセサリーの万華鏡だけどな」

　少しごつめのチェーンが付いている万華鏡を見ながら更に説明する冬空に、俺と尾田は顔を見合わせた。

「お兄ちゃん達も見たいの？　いいよ」

　だが、かのうの姿はおろか声も聞こえない目の前の二人には、当然ながら俺達の渋じゆう面めんの理由は正しく読み取られることなく、俺と尾田は小さくため息を吐ついた。

　そして、半ば押しつけられた形の小さな万華鏡を覗き込みながら、俺は今回もかのうが一枚嚙かんでいることを確信し、抗こう議ぎの言葉を用意したのだが、

「妾の為ためにも綺き麗れいな万華鏡を探しておくれ」

　こんな時ばかり察しのいいかのうは、しゃらんと軽い連環わの音と勝手な台詞だけを残して姿を消してしまい、せっかく準備した言葉は奥歯で嚙み潰つぶすしかなくなってしまったのだった。
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　かのう劇場の最も寄よりのバス停で降りて歩き出した時、桑田の足音はらしくない大きさで、また苛いら立だちを感じさせるものだった。

　その原因はバスの中で黙だまってかのうと俺達の遣やり取りを見ているしかなかった、という点にあると推察出来たが、すれ違ちがい様、俺と尾田が睨にらまれた理由はいまひとつわからなくて。

「……俺達はそんなにふがいなかったか？」

　まともな交こう渉しようなど無理な状じよう況きようだったとはいえ、結果だけを見ればかのうに翻ほん弄ろうされ続けたことを怒おこっているのかと、俺は小声で尾田に尋たずねてみた。

「うん……まあ、そんなところだよね」

　俺の言葉を曖あい昧まいにだが肯こう定ていすると、尾田は桑田と距きよ離りを取るように少し後退した。少々ひきつっているその顔を見て、さすがに反省しすぎというか怯おびえすぎだと俺は言おうとしたのだが。

「桑田、怒ってるみたいだな。こういう時は謝るより黙って手でも繫つなげ。失しつ恋れんしたての俺の前でいちゃつくのは禁止だけどな」

　冬空が声を発する方が早かった。

　はっきり言って役に立ちそうもないアドバイスへの抗議を込めて、俺は振ふり向くと冬空を軽く睨んだ。

　口調と同じくどこかだるそうな足取りで後ろを歩いていた冬空は、俺の視線に気付くと肩かたを竦すくめてみせたが、発言の撤てつ回かいはない。

「……っと、いま光ったぞ」

　そして、目め敏ざとくその発光に気付くと、進行方向へと指先を向けた。

「やっぱり〝さんかく〟で間ま違ちがいないわね」

　俺達は反射的にその指先を追い、どうやら気持ちの落ち着いたらしい桑田が、確かめるように言った言葉に揃そろって頷うなずいた。

「晴れてんきが保もっている内に、行こう」

　天気予報のこともあったが、時計を見れば〝光〟が観測出来る時間もあと一時間もない。

　冬空の植物の方に時間を取るためにも、俺はかのう劇場へとみんなを促うながすと、さっきよりも足を速めた。

「でも、脱だつ走そうした人達はどうして光が消えてから、二時間以上経たたないと戻もどってこないのかしら？」

　再び歩き出しながら、そんな疑問を口にしたのは桑田だった。

　桑田が言うように、脱走者の何人かはその日の内に学園に戻り再び授業を受けていた。でも、かのう劇場までバスは片道三十分弱。〝光〟の場所を確かめるだけなら時間は余ってしまう。

　それは情報収集しながら俺も不思議に思っていた。だから、脱走者本人にこそ接せつ触しよくできなかったものの、近い情報源すじに尋ねてみたのだが、しかし、彼らもまた「光の元に行ってみればわかる」という答えしか得ておらず、結局わからず終じまいだった。

「授業を抜ぬけ出すような強つわ者ものなんだから、ついでに遊んで戻ったんだろ。結局戻るってところが叶野っ子らしい話だけど」

　だが、俺達が首を傾かしげる隣となりで、冬空はしたり顔でそう言った。確かに普ふ通つうに考えれば冬空の示したそれが可能性としては高い。

「映画館なら、映画鑑かん賞しようですか？」

　三つ編みの先を弄もてあそびながら羽黒が口にしたことは、俺も考えてみたが、

「だけど、そんなにタイミングよく上映時間に重なるか？」

　都会とは違う叶野市の映画館事情を考えると、俺の意見は否定的なものになった。この辺りの映画の上映時間は交こう通つう網もうのそれに近いものがあるのだ──つまり、前後の間かん隔かくが非常に長く、本数が少ないという。

「けど、調べてみるまで可能性が無いとも言い切れないよ」

　しかし、尾田の言葉ももっともで、結局話はかのう劇場へと急ぐ、というところに戻ったのだった。

　と、そこでまた日差しがかげって、それと同時に冬空は空を見上げた。

　ポケットに手を入れながら、サングラスの奥の瞳ひとみで太陽にかかった薄うすい雲をうっとうしそうに睨む。

「天気予報通りなのが不満か？」

　もちろん違うとわかっていたが、バスの中で気付いた冬空と植物の、そして〝光〟の関係を探さぐる入口になりはしないかと、その顔をわずかに見上げながら俺は問うた。

「クレーマーじゃあるまいし、そんなわけないだろ」

　俺が問いかけた途と端たん、冬空は顎あごを下げてそう言うと口くち許もとだけで笑ってみせた。

　否定の台詞せりふは予想通りだったけれど、何かを誤ご魔ま化かすように浮うかべたその笑みに俺は違い和わ感かんを抱いだく。だから、俺は更さらに問いを重ねようとしたのだが、

「やっぱり、曇くもると〝光〟は消えるんだ」

「みたいだな」

　冬空はそれを拒こばむように尾田の声に応じると、俺から顔を背そむけてしまって、そうすれば、そこから話を元に戻すことは出来なかった。

「あれはやっぱり消える光か……消える光なんて、どうせ誰にも摑つかめない。希望の光もどうせ無い」

　それでも聞こえてきた小さな呟つぶやきには〝光〟という言葉が混ざっていて。

　何かを諦あきらめるように冬空が足あし下もとを見つめれば、今度は胸の植物も一いつ緒しよに俯うつむき萎しおれて見えた。

　願いの植物はなは普通の植物とは違うから、その成長に光合成ひかりは必要な要素ではない。

　だからいま、〝光〟に反応して見えるのは、宿主たる冬空の内面に反応しているということだろう──ならば、冬空の願いは〝光〟を得ることだろうか。

　そんなことを考えながら俺が自分を見ていることなど知らず、冬空はポケットに手を入れる。

　そのポケットの中にある万まん華げ鏡きようは、さっき覗のぞいて見た限り、大きさ以外は殆ほとんど普通の万華鏡と変わりない物だ。

　かのうが言うように、本当に万華鏡と冬空の願いの植物が関係しているのかはまだわからない。

　でも、冬空にとって〝光〟が何かしらのキーワードであることだけは確信して、俺はもうしばらく、冬空の言動を観察することを決めたのだった。







「本当に三角です!!」

　かのう劇場に到とう着ちやくして、その建物を自分の目で見た途端、〝さんかく〟という通つう称しようにそれまでしきりに首を傾げていた羽黒は興奮した声をあげた。

　そう、それは確かに〝さんかく〟な建物だった。

　建築学を齧かじったことのある支配人が設計したというかのう劇場は、とにかく屋根を大きく作ってあり、地面すれすれまでその両りよう翼よくは伸のばされている。

　つまり、この大きな屋根が作り出している三角形からかのう劇場は〝さんかく〟という通称で呼ばれているのだった。

　市街地からは外れているが、かのう劇場の周辺、御ご深み地区には何軒けんかオフィスビルが並んでいる。それらに遮さえぎられて、正面に回らなければかのう劇場の全ぜん貌ぼうは見えないのだが、もしもビルに阻はばまれずに遠くからこの建物を見ることが出来たら、人は一階建てと思うことだろう。

　けれど、近くで見ればそんな誤解は起こらない。

　なぜなら、建物を支える為ためというよりもデザインの一部のように壁へき面めんに表出している梁はりや柱によって、この建物が三階建てである事は明確にされているからだ。というか、この柱に注目すると、三角形が三段重なっているようにも見える。

「ピラミッドのような物を想像していましたけど……鏡かがみ餅もちみたいにも見えますねぇ」

　よって、羽黒のこの感想は、その柱に注目したものとわかったが、

「花南ちゃん、お腹なか空すいてるの？」

　桑田が冗じよう談だん交じりにそう問いかけると、羽黒は顔を赤くして、それから頰ほおを膨ふくらませた。

「違います！　もう、美名人ちゃんは意地悪なんですから！」

　狙ねらい通りの反応を羽黒が見せると、桑田はごく小さく微笑ほほえみながら、その抗こう議ぎを受け止める。

「なあ、前は両りよう隣どなりにビルがあっただろう？」

　そんな女子チームの楽しげな様子を横目に見ながら、冬空は尾田に尋たずねた。

「ええ、ありました。でも、東側のビルは最近、建て替かえの為に解体されたんです」

　問われた尾田は首と一緒に視線を上げて冬空を見てから、東側の更さら地ちを示し、事情を説明した。

「建て替え？　まだ割と新しかっただろ？」

　確かに冬空の記き憶おく通り、そこには先月まで、まだ耐たい久きゆう年数のありそうな五階建てのビルがあったのだが、

「築二十年は経たってなかったけど、会社を継ついだ息子むすこが今時のものに建て替える、と主張したんだそうだ」

　人づてに聞いた理由を俺が告げれば、冬空は少しだけ呆あきれた顔をしながらも納なつ得とくして頷うなずいた。

「……〝光〟は真下に来たら見えなくなったな」

　そこで俺は話を本題に戻もどすと、さっきまで光のあった方向──頭上を仰あおぎ見た。

　そうしたところで、見えたのは張りだした屋根の庇ひさしばかりで、続いて上を仰いだ尾田達もやはり同じ物を見て、すぐに顔を元に戻した。

　冬空だけはなおも首を反らして〝光〟を見ようとしたが、その長身をもってしても上にあるものを確かめることは出来なかった。

「けど、場所は間ま違ちがいないんだ……よし、従業員に聞いてみるか」

　ひょっとするとあの光は何かのキャンペーンと連動しているかもしれないという考えも頭に浮うかんで、俺は早さつ速そくチケット窓口へと赴おもむいた。

「すみません……ちょっと聞きたいんですが」

「は……いぃぃっ！」

　しかし、小さな窓口に俺が顔を寄せた途と端たん、若い女子従業員は悲鳴を上げた。

　ああ、うん。確かに顔を上げてすぐ俺の悪人顔があったらびっくりするだろう。でも、そこを堪こらえるのが大人の態度ではなかろうか？

　そのリアクションに激しい憤いきどおりを感じたものの、二十歳はたちを過ぎてなお大人の良識を身につけていない相手に、俺は見本を見せてやることにする。

　窓口から少し顔を離はなすと、代わりに声を大きくして、

「お忙いそがしいところすみません。最近昼頃ごろになると、この劇場から光が出ているんですけれど、お心当たりはありませんか？」

　極きわめて紳しん士し的に、改めて問いかけた。

「ひ、光？　光っているのはあなたでは？」

「イベント等、お心当たりはありませんか？」

　が、再び意味不明な返答を寄よ越こされて、今度は苛いら立だちを覚えたが、これは鍛たん錬れんだと自分に言い聞かせ、俺は繰くり返し尋ねた。

「は、はいっ！　いえっ！　あの、光というのに心当たりはありませんです！　い、いまは特にイベントもやってませんしっ！　支配人も買い付け旅行に出ているので、妙みような飾かざり付けもされていません！」

　忍にん耐たいが実って、俺はようやく質問の答えを得ることが出来たが、残念ながらその中に有益な情報は無かった。

　相変わらず怯おびえた様子の従業員に、他ほかにも二、三質問してから俺はみんなの元へ戻ると、それを報告した。

　といっても、殆ほとんど知らないという事実ばかりの中、

「最近、昼の時間帯に叶野学園生を見かけるようになったことは、気になっていたらしい」

　有益と言える情報はそれだけだったが。

「つまり、ここまで辿たどり着いた生徒は映画を観みてから学校に戻った、っていうことかしら？」

「そうみたいだな」

　空白の時間の答えは出たが、予想範はん囲い内における予想外の結果に俺達はため息を吐ついた。

「……中に入れないでくださればいいのに」

　羽黒の意見は俺も当然だと思うが、俺はそれに頷かなかった。

「今年の標語に従って、学生を拒こばむことは出来ないそうだ」

　代わりに俺は従業員の言い分を添そえて、かのう劇場の入口を指で示した。

　そこには骨太な達筆で『若人わこうどよ、学校より映画館に来たれ！』と書かれた張り紙があり、俺の指先を追ってそれを見た羽黒は、なんとも複雑な表情を浮かべる。

「……大人って大変なのよ」

　そんな羽黒の肩かたに手を置いて、桑田が大人びたことを言えば、羽黒はゆるゆると頷いた。

　その隣で俺は腕うでを組みながらかのう劇場を見つめ、次に取るべき行動を考える。

「とにかく、これで〝光〟の発生源はわかったし、ついでにサボった生徒が何をしていたかもわかった」

　だが、俺の思考はぽんっという手を打つ音と、妙に明るい声で早々に中断された。一人だけ既すでに任務しごとを終えたようなその声を聞いて、さぞせいせいとした顔をしているだろうと思いつつ目を向けたが、その表情はよく見えなかった。

　なぜなら冬空は再び屋根の上に目を凝こらしていたから。

　そしてもう一度、そこに光を探そうとするような冬空の動きに合わせて胸の植物もまた天を仰ぎ、更さらに葉を増やし、一層の成長を見せて。

「調査としてはこれでもう十分だ。一応そこの従業員に叶野学園生の入場を止めてくれるように一言頼たのんで、後は新村先せん輩ぱいに報告すれば、オレの首の皮は繫つながって、万ばん事じオーケーだ」

　冬空が頰ほおを安あん堵どに緩ゆるめ、言葉を続けている間も、植物は上へ上へと伸のび続けていた。

　それはまるで噓うそを吐くと伸びる、ピノキオの鼻のようだった。

　けれど、自分自身の植物が見えていない冬空は、口に出した言葉だけが真実だと言うように、欠片かけらほどの迷いもその面おもてに見せず、むしろ嬉うれしそうにチケット窓口へ向かおうとする。

「待て！　俺はあの〝光〟が何の光なのか、どんな意味があって光っているのか確かめるまで帰らない」

　何を信じるべきか迷った時は、自分の直感を信じることにしている──だから俺は、冬空の広い背中にそう声を放った。

　冬空には、その願いの植物を咲さかせる為ためには、あの〝光〟の源に行くことが、その輝かがやきの意味を知ることが必要だと、咄とつ嗟さにそう思ったから。

　俺の声に冬空は軽くたたらを踏ふんで立ち止まり、それからゆっくりと振ふり向くと、怪け訝げんな顔で俺を見た。

「何の光か確かめる？　あれはかのう劇場から出ていた光、ただの光……報告にはそれで十分だろ」

　そうして、予想通り、俺の直感を拒む言葉を冬空は返して来る。

　でも、自分の直感を信じると決めた以上、俺が引き下がることはない。

「本当にそうだったか？　新村は光の正体を確かめて来いって言ったんだろう？　なら、正体はまだ摑つかめていない」

　その意志を込めて、真まっ直すぐに冬空を見つめ、向き合えば、

「光の正体？　お前達も鈴木みたいにあれが希望の光だと思って……」

　一いつ瞬しゆん、冬空は動どう揺ようを見せ、なぜか鈴木の名前を口にした。けれど、すぐに我に返ると、冬空は言いかけた言葉を飲み込み、代わりの台詞を放って寄越した。

「光の正体なんて、そんなのは電球だったとか、適当に言えばいい」

　サングラスの奥の切れ長の目でこちらを見み据すえる冬空は、譲じよう歩ほしてくれそうもなく、ならばと俺は伝家の宝刀を抜ぬく決意を固めた。

「適当……なんて新村に通用すると思うか？」

　自分自身は適当なくせに、他人にはそれを許さない新村の性格を引き合いに出すと、冬空はわずかに頰をひきつらせ、ぐっと言葉に詰つまる。

「確か、先日適当に穴を埋うめた温泉同好会の皆みなさんは、それが新村先生にばれて地中に埋められたとか埋められなかったとか……」

　と、そこに絶ぜつ妙みようのタイミングで相の手を入れてくれたのは羽黒だった。

　三つ編みの先を弄もてあそびながら、何の思惑おもわくも感じさせない──事実思惑など無かったはずだ──羽黒だったからこそ、その話は真実味を帯びていて、冬空が息を吞のんだのがわかった。

「……お忙いそがしい生徒会執しつ行こう部ぶの皆さんは、早く学校に戻もどった方がいいんじゃないか？」

　それでも、最後のあがきとばかりに、冬空は俺を見下ろしながらそう言った。

「ああ、確かに忙しい。でも物事を途と中ちゆうで投げ出すのに比べたら、あとで忙しい思いをする方がいい」

　それはまごうことない真実だったから、俺はサングラス越ごしにも鋭するどい冬空の目から逃にげることなくそう言い返し、

「俺はあの光の意味をちゃんと知りたい」

　冬空の代弁をするつもりで、そう続けたのだった。

「……もし、映画館に入るなら、チケット代は自分達で出せよ」

　そうすれば、冬空はうんざりした声でそう言って、天を仰あおぎ、白旗の代わりに両手を挙げたのだった。




　　　　４




「次の上映は十五分後、十二時三十分からです！　今月封ふう切ぎりの新作です！」

　窓口の従業員は俺からチケット代を受け取ると笑え顔がおを見せたが、チケットを手にした俺の方は正直笑えなかった。

　本当に映画を観みに来たのなら、チケット代も惜おしくはないが、俺の目的は映画にはないのだから。

　しかし、俺の交こう渉しよう術を駆く使しする時間も惜しい状じよう況きようでは高いチケット代も仕方のない出費と無理矢理割り切って、俺達はかのう劇場の中に入ったのだった。

　中に足を踏み入れると同時に、かのうの台詞せりふがちらっと頭を掠かすめて、俺はエントランスホールをぐるりと見回したが、外観そとにも無かったように、内側なかにもやはり万まん華げ鏡きようやそれを思わせる装そう飾しよくは存在しなかった。

　代わりに俺の視界を埋めたのは、大きなポスター。同じ物が三枚並べて貼はられていて、嫌いやでも目に入ってくる。

　そして、実際に冬空は、そのポスターを見て、なぜか嫌そうに顔をしかめた。

　だがそれは、吊つり橋の上で目め隠かくしをされた男女が手を繫つないでいるだけ──それが叙じよ情じよう的と言えないこともないが──の邦ほう画がのポスターだ。

「『橋の上の恋人ふたり』……この映画、もう上映されてるのね」

「話題作だよね。これがタイミングよく上映されてたら、確かに観てから帰りたくなるよ」

「だ、だめですよ、尾田さん！」

　その証しよう拠こに桑田達は興味を惹ひかれても、その顔に不快感など微み塵じんも浮うかべていない。

「……この映画、きっとアンハッピーエンドだな。オレなら別れる」

　けれど、冬空はその目隠しの男女に何を重ね、どんな物語を想像したのかそう言い捨てると、足を速め、ポスターの前を横切って先へ行ってしまう。その手はポケットの中に入れたまま。

「え？　確か最後は主人公達は幸せにって……」

　情報誌でも読んでいたのか、尾田は結末を言いかけたが、冬空の横顔に浮かんでいる、どこか苦しそうな表情を見ると口を噤つぐんだ。

　桑田と羽黒も同じ考えに至ったのだろう、俺達は顔を見合わせると頷うなずき合い、とにかく冬空の後を追った。

「で、中に入ったけど、どこから調べるつもりだ？」

　そうして、ポスターが見えなくなったところで冬空は足を止め、くるりと振ふり向きながら首を傾かしげて見せた。

　その顔からは、もうさっきの表情は消えていて、冬空は冷静さを取り戻していた。

　だから俺も追つい及きゆうはせず、代わりに冬空の質問の答えを探すように、もう一度劇場内を見回してみる。

　かのう劇場は特異な外観をしているが、中はホールが二つあるだけと至ってシンプルだ。二つあるホールの内一つは映画用、もう一つは舞ぶ台たい演劇用と役割が分けられていて、常時使われているのはスクリーンのある第一ホールのみ。

「一階は舞台と客席にまるまる使われていて、外に光が出るような場所はないな」

　そして観察と推考の結果、俺はそう結論を出した。

「じゃあ、二階から調べましょうか？」

　それに従って桑田が提示した意見に、行ったことのない二階席の存在を思い出しながら俺は一つ頷いた。

「階段は……」

「こっちだ」

　と、俺達がそれを探して体を動かす前に、冬空がそこを示し、次いで、確信に満ちた足取りで歩き出したので、俺達は素直にその後に続いた。







「ん……二階はだいぶ明るいな」

　冬空に続いて二階に上がると、その明るさに俺は何度か瞬まばたきをして目を慣らした。

　階段を上りきったところ──二階席の入口の前にはラウンジというには手て狭ぜまだが、休きゆう憩けいスペースが作られていて、そこは光に溢あふれていた。

　枚数は少ないが、大きめに作られている窓から充じゆう分ぶんに光が入る為ためだろう、一階よりずっと明るく感じられる。

「思ったより広い……ようで狭いだろ」

　全体としては、顔だけ振り向きながら冬空が言ったような印象のスペースだった。

　実際、端はしから端まで、二十メートルもなく、とりあえず調べる場所が限られているのはありがたかった。

「二階席、よく来たのか？」

「叶野学園の生徒だった頃ころはな」

　今までの振ふる舞まいからそう尋たずねると、冬空は頷き、俺はそれを見てから〝光〟探しに入ったのだった。

　俺が動き出した時には桑田達は既すでに動き始めていたから、俺はまだみんなの足が向いていない自じ販はん機きのところへ行ってみることにする。

　だが、そこは一番太陽の光が差し込んでいる場所で、あまりの眩まぶしさに俺は左ひだり腕うでを頭上にかざして光を遮さえぎった。

　と、同時になぜか冬空が俺の方を振り返る。

　けれど、その目が見ていたのは俺の顔ではなく腕時計で、更さらに視線は下に落ちて、俺の時計が日の光を受けて作った、光の模様かげを捉とらえたところで冬空は自じ嘲ちようするように笑った。

　その一連の行動と今までの冬空の行動を思い出して、俺は冬空は何時でも光を探しているのだとやっと気付いた。

　でも、探して、確かに見つけているのに、冬空はいつもその光を否定するような台詞を口にする。それは求めている光ではないというように。

　ならば、冬空はどんな光を探しているのだろう。その胸の植物はどんな光を求めているのだろうか。

　俺は思いきってそれを本人に聞いてみることにして、一歩前に踏ふみ出した。

「〝忍にん法ぽう映画の術〟……これが去年の標語ですか。どういう意味でしょう？」

　が、羽黒が誰ともなく発した問いに、冬空は興味を惹ひかれて体ごと行ってしまう。

　質問の機会を逸いつして、ほんの少しだけ羽黒を恨うらめしく思いながら、俺は冬空の後に続き、そこでまたまた支配人の達筆と遭そう遇ぐうした。

　ただしそれは入口にあったものとは違ちがい、短冊サイズで、どうやら支配人の毎年の標語を写して並べたもののようだ。

　ご丁てい寧ねいにも額の中に収められた標語は、古くは二十年前まで遡さかのぼれる。

「はっ！　もしやっ！　支配人さんは忍しのびの者ですか!!」

「いや、いやいやいや、それは無いから……って、あれ？　でももしかして鈴木くんが弟で子し入りしたのって？」

　羽黒が例によって勘かん違ちがいを口にすると、すかさず尾田の突つっ込みが入ったが、今回は途と中ちゆうで不発に終わり、二人揃そろって首を傾げ続けることになる。

「〝光あれ〟って、映画館でこの標語はおかしいだろ？」

　そんな二人を早々に視界の外においやると、冬空は十五年前の標語に目を留めて、呆あきれた声で呟つぶやきながら、サングラスに軽く触ふれた。

　冬空がまた〝光〟という単語に反応したのはわかったが、その台詞せりふの意味はよくわからず、俺は隣となりに並ぶと目で問いかけた。

「映画フィルムっていうのは、太陽光、照明器具、放射線……とにかく光に弱い。光に当たれば黒くなって使い物にならなくなる。それなのに〝光あれ〟なんてあり得ないだろ」

　俺の問いに冬空は教師らしく丁てい寧ねいに答えてくれた。そうして、説明を終えると同時にもう一度指先でサングラスに触れて。

「……フィルムは冬空先生と同じで、光に敏びん感かんってことか」

　俺はわずかに影かげの差した横顔に、静かに言葉を向けた。あくまで冬空の癖くせを、光を探すその動作だけを指し摘てきするつもりで。

「そりゃ敏感にもなる。オレの目もフィルムと似たようなものだからな……サングラスなんて気休めだ。オレの目は光の影響せいでじきに見えなくなる」

　でも、冬空から返ってきたのは予想外の答えだった。その事実を語り慣れているのか冬空は顔色も変えず、さっきまでと同じ口調で言ったけれど。

　初めて聞かされた俺達はそうはいかなかった。

　続けようと思っていた問いはどこかへ消えて、反射的に俺は冬空の双眸めを見ていた。冬空がいま、フィルムになぞらえて語ったその瞳ひとみを。

　一いつ拍ぱく置いて、桑田も尾田も羽黒も俺と同じように長身の冬空を見上げて、都合四対ついの目に見つめられた冬空はそこで初めて驚おどろいたように目を瞠みはり、わずかに身を引いた。

「素直な反応。生徒会執しつ行こう部ぶといえどもやっぱり高校生だな」

　だが、冬空はすぐに表情から驚きを消すと、代わりにどこか優やさしい苦く笑しようで俺達と対たい峙じした。

　その軽い口調が俺達に気き兼がねさせない為ためのものなのか、それとも本心からのものなのかわからず、やはり俺は沈ちん黙もくしか返せない。

　それは他の三人も同じで、桑田は唇くちびるを結んだまま冬空を見つめ、尾田は軽く目を伏ふせ、羽黒は両手を握にぎり合わせながら、冬空を見上げ続けた。

「その、な。じきにとは言ったが、今日明日に見えなくなるってわけじゃないから心配はない。教員免めん許きよはちゃんと取れるだろうし、他にも資格はたくさん取ってある。その前に宝くじでも大当たりすれば遊んで暮らせるだろうな。それが一番楽で良いと思ってるんだけどな」

　深刻な空気が耐たえ難がたいというように、冬空はわざとらしい程ほど声を明るくしたが、

「……でも、十年、五十年先の話じゃなくて、数年内の話なんだろ？」

　考えた末、俺は真しん摯しにそう問うた。

　俺が沈黙を破ったことに冬空は一いつ瞬しゆん頰ほおを緩ゆるめたものの、俺があくまで真しん剣けんな眼まな差ざしを向ければ、観念したようにゆっくり頷うなずいた。

　そうして、俺達全員の顔を見回した後、サングラスの奥の瞳をゆっくりと閉じる。

「ああ、そう遠くないいつかの話だ。でも、本当にお前達が心配する必要はない。その日を迎むかえる準備は、このサングラスをかけた日から始めてるからな」

　虚きよ勢せいとは思えない強い声で語りながら、目を閉じたまま冬空は体を半分反して俺の方へと向けた。

　そして、冬空は、構える隙すきも与あたえず、見事にこの俺の額を指先で弾はじいてくれた。

「痛っ！」

「ほら、目をつぶっていたって見事命中だ！　オレが大だい丈じよう夫ぶだってこれでわかっただろう？　わかったなら、お前達は〝光〟の正体だか意味だか突き止めろ！　お前達はせっかくいま伝説の光に遭遇してるんだからな！」

　俺が痛みに額を押さえると、声を高こう揚ようさせながら冬空は満足げに笑ってみせた。

　が、俺が多少の抗こう議ぎを込こめて見上げれば、冬空ははっと我に返り、自分らしくない発言を恥はじるように笑顔ごと俺から顔を背そむけ、

「この話は、これで終わりだ」

　そのままぱんっと手を叩たたき、話を打ち切る合図とした。

　確かに、俺達が心配するまでもなく、いつか視力を失う準備をあらゆる意味で冬空はしているのだろう。

　でも、その事実がわかってもやはり、冬空には〝光〟が必要だという俺の直感は揺ゆらがなかった。

　その〝光〟が視力ひかりだったら俺には与えられない。

　けれど、冬空の胸にはいま願いの植物はながある。〝光〟を探している。

　ならばそれは俺に、俺達にいま、冬空の為に出来ることがあるということだから。

「尾田、桑田、羽黒」

　そう自分の心を定めると俺は、まだ定まらない気持ちのまま眼まな差ざしを揺らしている三人の名前を順に呼んだ。

　そして、三人の視線が集まったことを確認すると、俺はすうっと指先を冬空の胸へと向けた──鬱うつ蒼そうと葉を繁しげらせているその植物へ。

　三人は催さい眠みん術にかかったように俺の指先に眼差しを移すと、その動きを追い、冬空の胸を見て。

「やるぞ」

　俺がそこで一言告げれば──全てを理解した三人の眼差しは定まった。

　さすがに笑顔とまではいかなかったが、それぞれ表情を緩めて、三人が大きく頷けば、冬空は困こん惑わくを浮うかべて首を傾かしげたが、俺は満足だった。

「……ところで、冬空先生。〝伝説の光〟って何のことですか？」

　そして、気持ちの整理がついたことを証明するように、質問を発したのは尾田だった。

　動どう揺ようしていても、聞くべきところはちゃんと聞いていたようだ。

　その問いに、今度は逆に冬空の顔に動揺が浮かぶ。

「……オレはそんなことを言ったか？」

「ええ、言いました」

　次に冬空は、眉まゆを寄せてわざとらしい困惑の色を見せたが、桑田はいつも通り静かな声で肯こう定ていし、その隣となりで羽黒は首が折れそうな程何度も頷いた。

　そうすれば、冬空はとぼけることを諦あきらめて、一つため息を吐ついた。

「別に大した話じゃない。オレも叶野学園のＯＢせん・ＯＧぱいからちょっと話を聞いただけだし」

　俺達が再び視線を向ける中、冬空はそう前置きしてから、改めて口を開いた。

「いまを去ること十数年前、我々の先せん輩ぱいはここ、かのう劇場で自主映画の上映会を行ったらしい。そしてその際〝光の伝説〟を作ったらしい。以上」

　語られたそれは、前置き通り余りに短く、以上、と告げられたにもかかわらず、俺達は数秒話の続きを待ち、冬空を見上げ続けてしまった。

「それだけ、か？　具体的にどんな〝光の伝説〟なのかとか、わからないのか？」

　しかし待っても冬空の口が続きを語ることはなく、少々眉を寄せながらもう一度問うても、冬空は首を振ふり。

「それ以上はわからない。その話が出た時、既すでにみんな酔よってたし、オレが学生の時は光すら見えなかったから、最近まで法ほ螺ら話だと思っていた」

　代わりに弁解するように、今までこの話を俺達にしなかった理由を語った。ただし、法螺話うんぬんの部分は、これまでの冬空の言動から見て噓うそだろう。

「それに、お前達がこの話をまったく知らなかったってことは、実際は伝説にすらなってなかったんだろうな」

　そうして、冬空はつい先程の自分の台詞せりふを自分で否定すると、肩かたを竦すくめた。

　確かに否定できない事実に、俺達もまた顔を見合わせ、期待はずれの情報にため息を吐いたのだが。

「そうですか……では、わたし達がその光を見つければ伝説は復活、というわけですね！」

　羽黒だけはため息の後にそう言うと、目を輝かがやかせながら笑ってみせたのだった。それは、場の空気を一変させるに充じゆう分ぶんな台詞せりふと笑え顔がおで。

「そうだな。じゃあ、急いで調査再開だ！」

　その言葉に勇気づけられこそすれ、否定する理由などなく、俺は大きく頷うなずき返し、早速行動に移ったのだった。

「……どうせ希望の光じゃないだろうけどな」

　冬空がぼそりと呟つぶやいたその台詞は、もちろん無視して。







　だが、二階を探しても、目的の物は一向に見つからず、唯ゆい一いつ見つけた光り物は、ポスターを留めている画が鋲びようくらいだった。当然ながら、こんな光が数十キロ先の叶野学園にまで届くはずがない。

　そして、簡単に目に付く場所には何も無い、という事実を踏ふまえて、俺はさっきから緊きん急きゆう避ひ難なん経路と共に館内の見取り図が描えがかれたパネルを見ていた。

　中でも俺が注目しているのは「第一映写室」と「第二映写室」という文字だった。ほぼ反対に置かれている二つの部屋──俺の目はその二つの上をさっきから往復していた。

　次に探す場所はこの二つのどちらかだと思う。その一方で見取り図を見ても三階に続く階段が見当たらず、外から見て確かに存在しているそこへどうやって向かえばいいのか、という疑問を俺は抱いだいていたのだが、

「第一映写室と第二映写室、どっちから探す？」

　まずはこちらをみんなに尋たずねておく。

「どちらかは、次の上映に使われるのよね」

　俺の問いに最初に声を返したのは桑田だった。ただ、頰ほおに手を当てているところを見るとまだ結論には至っていない。

「わたしの霊れい感かんの調子がよかったら探さぐれるんですけど」

　眉を八の字に寄せながら羽黒はそう言うと、小さくため息を吐いた。

「当然、人のいる方は避さけたいけど……でも、上映スクリーンは一つなのにどうして映写室が二つあるんだろう？」

　尾田はそんな羽黒に気き遣づかうような視線を向けつつ、もっともな疑問を口にした。

「……お前達には、どちらにも入らない、という選せん択たく肢しは無いのか？」

　最後に呆あきれたような口調で冬空は俺達に尋ねてくれたが、

『ありません』

　俺達の返す声が見事に揃そろえば、悪あがきは止やめて口を閉じる──と思ったのだが。

「映写室が二つあるのは、昔は第二ホールでも映画の上映をしていたからだ。素人しろうとにも映画の機材とホールを貸し出したりしてな。さっき話した自主映画の上映会も第二ホールで行われたはずだ」

　冬空は尾田に視線を向けると、まずその疑問に答えを返した。

「あ、そうか。そういえば第二映写室は第二ホールの上だ」

　冬空から答えを聞くと、尾田は一いつ瞬しゆん目を見開き、それから首を巡めぐらせてパネルを見ると改めて納なつ得とくし、頷く。

「その通り……ではあるが、ここからが本題だ」

　だが、尾田の疑問への答えはもう十分だというのに冬空はそう言うと、一度言葉を切った。

　いったい何を言うつもりなのかと俺達が首を傾かしげれば、冬空はいたずらが、或あるいは零れい点てんの答案を隠かくしていたのがばれた子どものような表情を浮うかべて俺達を見返した。

「……出来れば思い出したくない記き憶おくゾーンの近くにあったから忘れてたんだけどな。第二映写室から三階に行けるとしたら、どちらから調べる？」

　これは本当に忘れていただけなのだと言い訳した後、冬空はあえて問いの形をとって俺達にそれを告げた。

　そうと聞いた瞬間、場には沈ちん黙もくが落ちて、

「……なるほど。三階には第二映写室から入るのか！」

　それを破ったのは俺の声だった。

　怒いかりのそれではなく、快かい哉さいに近い響ひびきを聞いた冬空はサングラスに触ふれながら戸と惑まどいを浮かべたが、正直、そんな顔をする必要はない。

　冬空が新たにくれた情報は、見取り図を見ても三階へ続く階段みちが見当たらない──という疑問を解消してくれたから俺は声を上げた、そういうことなのだから。

　当然、冬空がこの情報を今まで忘れていたのも、これでチャラだ。

「そうか。一階にも二階にも無いならやっぱり三階が一番可能性が高い場所だね」

　そして、尾田達も冬空を責めることなく、この情報の有益性を理解すると、大きく頷うなずいた。

「つまり〝みかん〟の部分が怪あやしいんですね！」

　羽黒に至っては三階をそう称しようしたが、それに対して他の四人が理解を示すには多少の時間を必要とした。

「じゃあ、みかんの前に、まずは第二映写室へ向かいましょう」

　とにかく、俺達は桑田の声に応じて、第二映写室へ足を向けようとしたのだが、

「おや？　学生さん達、こんなところで何をしてるんだい？　もう映画が始まるよ」

　そこで下から上がってきた従業員の中年男性に、声をかけられてしまった。

　運命の女め神がみとやらはとかく俺の足を引っ張るのが好きらしい。

　俺達がいま向かおうとしているのは、本来ならば無許可では入れない場所だ。このまま、一度ホールに入ってやり過ごす、という手もあるが、残り少ない時間を正直これ以上浪ろう費ひしたくない。

　どうするべきか考えて、動かないでいる間にも男性は訝いぶかしげな表情を浮かべながら近付いてくる。

「……桑田、羽黒。ここで足止め役を頼たのんでもいいか？」

「……ええ、もちろん」

「はい！　美名人ちゃんとわたしなら大だい丈じよう夫ぶです！」

　悩なやんだ末出した答えに、桑田も羽黒も力強く頷いてくれた。

「それじゃあ、頼む。尾田、冬空先生、いくぞ！」

　そうして俺は、二人を信じてその場を任せると、冬空の腕うでを引いて、第二映写室へと走り出したのだった。




　　　　５




　第二映写室に到着するまで結局一分もかからなかった。

　なぜなら第二映写室はパネルに描えがかれていた通りの場所にあり、その上あっさりと入室出来てしまったからだ。

　そう、第二映写室には鍵かぎさえかかっていなかったのだ。

「ちっ、せっかく鍵開けの技術を実じつ践せんで試ためせると思ったのに」

「多加良……どこで誰に学んだかはあえて聞かないけど、それ、一歩間ま違ちがえたら犯罪だから」

　舌打ちと共に思わず漏もらした呟つぶやきは、尾田の耳に届いてしまったらしく、俺は尾田に呆れたような視線を向けられてしまう。

　俺が犯罪者になることは百パーセント無いが、確かに不謹きん慎しんな発言ではあったので、

「この部屋は暗いから、〝光〟は無さそうだな」

　俺はそれとなく話題を変えながら尾田の視線をかわした。

「でも、明かりはちゃんと点つく」

　と、そこで薄うす暗ぐらかった部屋はその声と共にふいに明るくなって、俺は目を細め、ゆっくりと明るさに慣れた。

　部屋の電気を点けたのは冬空で、明かり取りの窓にもブラインドがかけられている映写室の中ではさすがにサングラスを外していた──そうやって見ても、切れ長の目はどこか鋭するどく、強面こわもてだったけれど。

「じゃあ、この部屋も調べつつ、三階への入口を探すか」

　俺はそう言うと、明るくなった部屋を改めて見み渡わたした。

　まず目に入ったのはやはり映写機だったが、それにはカバーがかかっていて、そのカバーの上には埃ほこりが積もっている。それに比べると床ゆかの埃は少なく、やはり多少の人の出入りがあるようだった。

　映写機の他ほかには、舞ぶ台たいに使うのだろう音おん響きよう機材が置かれていて、それでも部屋の中にはまだ割とスペースが残っていた。

　だが、一通り部屋を見回して、俺達三人が首を傾げたのは、もちろんその思いがけない広さに対してではない。

「階段はおろか梯子はしごもないな」

　俺達が偶ぐう然ぜんにも同じ方向に首を傾かたむけたのは、その事実に対してだった。

　俺はもう一度、部屋を見渡してみたが、フィルムの特性を考こう慮りよした結果、窓すらも壁かべに埋まい没ぼつして見える部屋の中に、上の階へと続くものは無かった。

「……オレの記き憶おく違いか？」

　冬空は癖くせ毛げの中に手を突つっ込むと、眉み間けんに皺しわを寄せて、自信を失った声で呟きを落としたが、

「いや、結論を出すのはまだ早い」

「うん、僕もそう思う」

　俺と尾田はいままでの経験から首を振ふった。

　経験とはつまり──そこに部屋があるのなら、必ず入る方法がある、というそれだ。

　そして、その方法を探し出す為ために、俺達は更さらに詳くわしく映写室の中を調べて回ることにした。

「諦あきらめないのが、若さか？」

　さっそく動き始めた俺達を見て、冬空はうんざりとした口調でそんなひとりごとを口にしたが、最終的には俺達と同じように動き始めた。

　動き出した冬空の胸を一いち瞥べつすれば、そこでは植物がまた成長していて、俺は開花の時は近いと一人確信する。

　でも、その為に必要な〝光〟へ向かう手がかりはなかなか見つからない。

　そう大がかりな仕し掛かけではなく、単純な物だろうと、スイッチや紐ひもの類たぐいを俺は探しているのだが、上から下まで目を動かしても、コンセントくらいしか見当たらないのだ。

　午後一時までという〝光〟の出現時間のことや、足止め役をさせている桑田と羽黒のこともあり、俺は次し第だいに焦あせり始めた。

「あっ！　ここに『入』っていうステッカーが……ん？」

「……尾田、それは『人』という字だ」

　尾田もまた、気が急せいていたのだろう。冬空に指し摘てきされるまでもなく、自分の間違いに気がつくと一いつ瞬しゆん俯うつむいて、それから顔を上げると再び部屋の中を探しだす。

「まぎらわしいシールだな」

　一言だけ、それに文句をつけると、俺もまた尾田にならって急ぎつつも落ち着いて、室内に目を凝こらした。

「鏡よ鏡……。って、白しら雪ゆき姫ひめか？」

　俺達がそれぞれ部屋の中を探し続けて数分後、その文字に最初に気付いたのは冬空だった。

　冬空は読み上げているに過ぎなかったのだが、俺はそれをふざけているものと捉とらえ、振り向いて冬空を睨にらんだところで事実に気付いた。

　俺は興味を惹ひかれるまま冬空の元へ向かうと、千せん社じや札ふだのような小さな張り紙を横から覗のぞき込んだ。

　そうすれば、そこにはペン字で「鏡よ鏡」と記してあった。紙自体は変色して年月を感じさせるが、文字は幼く、達筆な支配人の字とは似ても似つかない。

「この筆ひつ跡せきは……中高生ってところだね」

　同じく興味を惹かれてやってきた尾田もその字を見ると、探たん偵ていめかした口調でそう言った。

「でも、鏡よ鏡、だけじゃ意味があるともないともわからないな。どう思う？」

　筆跡のせいもあって、どうしても稚ち拙せつな印象がぬぐえず、俺は軽く眉まゆを寄せながら、第一発見者である冬空に意見を求めてみる。

「鏡ならそこにあるけど……ああっ！」

　が、第一発見者は既すでに興味を失っているような声でそう言いながら首を後ろに向けて──そこで、教きよう壇だんでも出したことのない大声を上げた。

「そうかっ！　尾田、悪かった。お前は正しかった、入口はそこだ！」

　次いで、首と一いつ緒しよに体を翻ひるがえすと、さっきまで尾田が立っていた一いち隅ぐう──例のステッカーが貼はってあったその場所を指さした。

　冬空らしくない興奮した様子に、尾田はぱちぱちと瞬まばたきを繰くり返しながらその行動を見つめることしか出来ない。

　しかし冬空はその視線をまるで無視して、大おお股またに歩き出すと、さっきのステッカーに指を突きつけた。

　一方俺は冬空が移動している間に、冬空が見ていた鏡を覗き込み、そこに同じ物を見て、それに気付く。

『鏡文字だ！』

　そこで、俺と冬空の声は見事に重なり、ステレオのように両サイドから大声を聞かされた尾田は、反射的に耳を塞ふさいだ。

　そして、そのポーズのまま尾田は、俺が指さした鏡と、冬空が示したステッカーを見比べて、

「そっか。この鏡にあの「人」っていう字が映ると「入」になる……だから、そこが三階への入口なんだ」

　俺達二人の言いたいことを正しく理解して、納なつ得とくの笑えみを浮うかべたのだった。

「よし、じゃあ、さっさと開けてくれ」

　暗号解読者に栄えい誉よを与あたえる気持ちで、俺は冬空にその役を任せる。

　冬空は了りよう承しようし、すぐに頷うなずいたものの、取っ手がないからか、それとも何か躊躇ためらっているのかそのまま動こうとしなかった。

　やがてステッカーに触ふれていた手は、ポケットの中にしまい込まれてしまって。

　この扉とびらの向こうに、そしてその上に今日の目的が存在することは、もう殆ほとんど確定事じ項こうだ。

　それを冬空が怖おそれてようと、或あるいは強い期待を抱いだいていようと、対面してもらわなければならないことは変わらない。

「……ここは、俺が開ける」

　ならば最悪の事態はここで時間を喰くって、目当ての物を見られないことだと判断して、俺は冬空に代わり、入口の前に立った。

　一見、他の壁かべと同じようにしか見えない入口だが、平面かと思っていたステッカーには一センチ弱の厚みがあって、それは取っ手のようにも見える。

　俺はそこに指をかけると、まずは引いてみた。けれど、壁はぴくりとも動かない。ならば、と次は押してみる。

　すると、がたっ、という音とわずかに壁が動く手て応ごたえが返ってきて、俺は押す力を加えたまま、腕うでを右に動かしてみた。

　そうすれば、今度こそ壁とびらは開き、と同時に俺の前には階段が現れていた。

「引いてダメなら、押しながら横に引く、なるほど」

　尾田はぱちぱちと手を叩たたきながら、感心したようにその仕組みを声に出した。

　では、冬空はどうかと見れば、その階段を──〝光〟へと続く道を前に立ちつくしていた。

　かと思うと、ポケットに手を入れて、その中の物をぎゅっと握にぎり締しめながら、俯うつむく。

　でも、胸の植物は、宿主とは逆に光の気配を探すようにぐんと花か茎けいを伸のばし、蕾つぼみをつけて。

　だから俺は、

「行くぞ。年寄りは高いところが苦手だって言うなら、若者が手を引いてやる」

　迷わず促うながし、半分挑ちよう発はつするように冬空の前に手を差し出した。相変わらず、少し見上げなければならないのが癪しやくだったが。

　目の前に突つき出された手に冬空は一瞬顎あごを引いたけれど、すぐに顔を上げると目つきも悪く俺を睨にらんで、

「あいにくそこまでもうろくしていない」

　そう言うと背筋を伸ばし、俺の手を取る代わりに横をすり抜ぬけて、階段に足を載のせたのだった。

「……若者こそ、そこに希望の光がなくてもがっかりするなよ」

　まるで、自分に言い聞かせるような一言と共に。







　八段ばかりの階段を上って着いた三階は、外観から想像していた通り三角の天てん井じようを持った部屋だった。

　人を招くつもりがないからか梁はりも何もかもむき出しのままで、下の二つのフロアとは異なりログハウスのような印象を受ける。

「予想よりずっと広いね」

　その上天井も低かったが、その分縦横の奥行きが十分で、確かに尾田が言う通り、広い部屋だった。俺達がいま居る部屋は十畳じようほどだが、仕切り壁かべの奥にはまだ部屋がありそうだ。

　だが、予想と違ちがう点はもう一つあり、それは、

「ここも薄うす暗ぐらいな」

　ということだった。

　三階は一番太陽に近いし、何より〝光〟があるはずだから、室内は明るいとばかり思っていたのだが、そうではなかった。

　もちろん第二映写室よりは明るい。しかし、空が天気予報通り曇くもり始めていることを差し引いても、やはりこの部屋は暗いというべきだった。

　先に乗り込んでいた冬空を見習って、室内を見回してみたが、窓は円形のステンドグラスのそれくらいしか見当たらない。

　でも、窓が一つだけにしては、部屋の四よ隅すみまで見えすぎる気がして、俺は更さらに首を巡めぐらせた。

　けれど、俺の目に入ったのは四人掛がけ程度の円テーブルとその上に置かれた電気スタンドくらい。その電気スタンドも学園まで届かないどころか、部屋中を照らすことさえ出来ないような小さなものだった──何より、プラグが抜けている。

「やっぱり、光なんてどこにもないんじゃ……」

　そうして、遂ついに冬空が俺達に向かってその台詞せりふを口にしようとした、その時だった。

　ふいに室内の明るさが増したかと思うと、チカチカと反射するような光が視界の隅すみを掠かすめていって。

「何だ？　また鏡？」

「多加良！」

　無意識にその光を追い、床ゆかに近いその場所に鏡があることを確かく認にんした途と端たん、大声で名前を呼ばれ、俺は急いで振ふり向いた。

　すると、尾田は左側の壁を指さしていて、そこにも俺が見つけたのと同じ名めい刺しサイズの鏡があり、床にある鏡から反射された光を受け、さらにそれを別の鏡へと反射させていた。

　そんな風に光を受けては他ほかの鏡へ反射させる鏡は全部で五枚。

　そして、五枚目の鏡の反射光は円いステンドグラスの中心、唯ゆい一いつ色の入っていないその部分を貫つらぬき、外へと伸びていた。

　北東へ──つまり、叶野学園の方向へと。

「……鏡の反射か。仕掛けとしては単純だけど、鏡の角度の微び調ちよう整せいにはさぞかし労力を費ついやしただろうな」

　鏡を設置する作業と、その単純ながら根気のいる作業を思って、俺は感かん嘆たんのため息を吐ついた。

「救難信号を出すためのシグナルミラーとかの反射光は１６０キロメートルまで届くって聞いたことがあるけど、本当にこんな小さな鏡の反射光でも、遠くまで届くんだ」

　尾田は俺の言葉に頷うなずくと、ステンドグラスを貫く光に釘くぎ付づけになったまま、どこか熱っぽく呟つぶやいた。

　その間も冬空は、声さえ出さずにその光に見入ったままだったけれど。

「でも、そこから光が出ているとなると、日光はどこから入って……ああ、そこの窓か」

　俺は今度は逆に床すれすれに設置された一枚目の鏡から光を辿たどり、そこでようやく、梁で死角になって見えなかった天窓の存在に気付いたのだった。

　同時に、なぜ六月までこの〝光〟が叶野学園に届かなかったのか、そのからくりにも考えが至る。

　見え始めたのが、六月という点がやはり重要だったのだ。

　五月と六月の大きな違い──かのう劇場におけるそれは、建物の隣となりにビルがあったか無かったかということにつきる。

　五月にはまだ、かのう劇場の東ひがし隣どなりには五階建ての、かのう劇場よりも背の高いオフィスビルが建っていた。

　つまりそのビルが、この仕掛けが正しく機能する為ために必要な光を遮さえぎっていたのだ。だから、叶野学園に光が届くことはなかった。

　隣のビルが解体されて更さら地ちになった六月までは。

　恐おそらく、隣のビルはこの仕掛けが設置された後に建てられた物だったのだろう。

「うん、確かにそれでつじつまはあうね。でも、この仕掛けを誰が何の為に作ったのかは……わからないけど」

　俺がそのからくりを説いてみせると、尾田は一つ頷いたものの、何者かの動機がまだ不明だと首を振った。

　確かにそれを解き明かすことこそが俺達の目的で、冬空の植物の開花に必要なことだと信じてここまで来たのだった。

〝光〟を叶野学園まで飛ばさなければならなかった理由を見つけなければ、冬空の植物は咲さけないのだから。

「そんなのもういいだろ。この〝光〟はＯＢ・ＯＧのお遊びで、ただの反射光……伝説の光でも希望の光でもない。オレが言った通りだ」

　けれど、俺が答えを見つけ出す前に、冬空は勝手に答えを出してしまった。

　到とう底てい俺が納得出来ない答えを口にする冬空の目は、もう光もステンドグラスも見ていない。

　代わりにその目にあるのは、諦あきらめの色で。

「オレには光なんていらないんだから、もう解放してくれ」

　でも、俺は勝手に出したその答えも、その諦めも受け入れるつもりはなかった。

「だったら、どうしてあんたはあの小さな万まん華げ鏡きようを大切にしている？　〝Ｐｈｏｓポース〟……〝光〟って文字が刻んである、万華鏡を」

　だから、ずっと用意しておいたその問いを、俺はいま冬空に向けた。ポケットの中にずっとしまい込まれていたその小さな万華鏡のことを。

　そうすれば、冬空は弾はじかれたように顔を上げて。その面には狼ろう狽ばいの表情が浮うかんでいた。

「……なんで、ギリシャ語なんて読めるんだ？」

　冬空は即そく座ざにそれを隠かくすと、代わりにはぐらかすような言葉を俺に寄よ越こす。

「語学は趣しゆ味みだ。それで、質問の答えは？」

　もちろん、俺はそんな逃にげを許さず、射い貫ぬいてやるような気持ちで真まっ直すぐに視線を向け、重ねて問うた。

　すると冬空は一度は俺の眼まな差ざしを受け止める素そ振ぶりを見せたが、結局、サングラスをかけるついでにその目を逸そらした。

「大切にしてるんじゃない……捨て方がわからないだけだ。大体、オレの目が見えなくなるってわかってるのにそんな物を寄越すなんて嫌いや味みな話だろ。だから……あいつとは別れた」

　けれど冬空は、言い訳のような答えだけは俺に寄越した。

「あいつって？」

「……元恋人カノだ」

　次いで俺がそれを問うと、冬空は素っ気ない声で答えながら、ポケットの中から万華鏡を取り出す。

「万華鏡は、この、のぞき穴のある反対側を塞ふさいで光を遮ったら、何も見えなくなる。真っ暗なんだ。だから、光が無いと見えないこんな物は、オレにはいらないんだよ」

　実際に筒つつの反対側を塞いでみせながら、冬空は更にそう言葉を重ね、それから手のひらを返すと、万華鏡を地面に落とした──否いな、落とそうとした。

　でも、それは床ゆかには落ちず、冬空の上着のボタンにひっかかって止まってしまう。

　それは俺の目には、万華鏡のチェーンが願いの植物と絡からみ合っているように見えて。
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　冬空はボタンにひっかかった万華鏡を泣きたいような顔で呆ぼう然ぜんと見下ろし、動きを止めた。

　その顔を見ていたら『橋の上の恋人』のポスターを見て、なぜ冬空がアンハッピーエンドだと言ったのかわかったような気がした。

　目め隠かくしをされた俳優の姿を冬空は自分に重ねたのだろう、と。

　そして、やがて自分が光を失うことを知っていた冬空は自ら恋人の手を離はなしたのだろう、と。

　だけど、冬空は何かを見誤っている気がする。

　その小さな万華鏡の贈おくり主の気持ちを。そこに刻まれた〝光〟の意味を。

　俺は絡からまったチェーンのようなその気持ちをどうにか解こうと思考を巡めぐらせた。しかし、なかなか答えが出せず、唇くちびるを嚙かんだ、その時、

「あの……ちょっといい？」

　ふいに声を上げたのは尾田だった。

　控ひかえ目ではあるが、しっかりと意志を持って割り込んできた声に顔を向ければ、尾田はいつの間にか円テーブルの脇わきに立っていた。

「僕はこれが、この〝光〟の動機りゆうだと思うんだけど」

　そうして尾田は俺達のところに戻もどってくると、一いつ緒しよに持ってきた紙を俺達に手て渡わたす。

　それは大分色の抜けた、手書きのチラシで。

「『シンデレラＶＳグレーテル』？　いったい何だ？」

「映画のタイトル……か？」

　俺が首を捻ひねる隣となりで冬空がそう言うと、尾田は冬空の方を見ながら頷うなずいた。

「そう、映画のタイトルです。ただし自主制作で、制作者は十五年前の叶野学園生です」

　既すでにそのチラシの詳しよう細さいを確かく認にん済みらしい尾田の言葉を聞きながら、俺はまたチラシに書かれた文字を追う。

　そこにはタイトルと尾田が語っている情報の他には、自主映画の上映会が開かい催さいされる旨むねが記されていた。

　映画のタイトルの次に大きな文字で書かれているのは、

　囚とらわれの鳥よ　自由を得たくば光を見定めよ！　我らに希望の光あれ！

　という煽あおり文句で、平日に設定されている上映日と共に、そこからは何となく学園の許可がないイベントの匂においがした。

「ん？　上映時間が書かれてないな」

　それもまた、ゲリラ的に事を行うための布石のように見え──そこに至って、俺はようやく尾田の言いたいことを悟さとる。

　確かめるように視線を上げれば、尾田は確信に満ちた表情を浮かべながら、俺の目を受け止めた。

　だが、冬空はまだわからないのか、渡されたチラシを透すかすようにして首を捻ひねっている。

「そのチラシを前提に、今度はこっちのパンフレットの……ここを見てください」

　そんな冬空に、尾田は今度は自分の手に持っていた、やはり手作りのパンフレットを開くと、ある部分を指で示してみせた。

　素直にその指示に従った冬空はそこで目を瞠みはり、俺はそこに記された時刻に納なつ得とくする。

「十二時三十分上映開始……今日の上映時間と同じだな」

　故意か偶ぐう然ぜんかわからないが──殆ほとんど埃ほこりを被かぶっていない鏡や床、支配人の性格を考えると前者の可能性の方が高そうだが──その一いつ致ちは一つの答えを示していた。

「ううん、逆。この映画の上映時間と今日の上映時間が同じなんだ」

　だからこそ尾田は、俺の言葉をそう訂てい正せいしてから、

「この〝光〟は映画の上映時間を知らせるためのものだったんだと、思う」

　その答えを口にしたのだった。

　俺達が〝光〟を確認してから出発し、そうして映画の上映時間に丁度よく到とう着ちやくしたのは偶然ではなかったのだと。

「つまり、この仕し掛かけを作ったのは十五年前の叶野学園生ってことか」

「……冬空先生、僕は、この仕掛けを作った人達は自分の為ためじゃなくて、誰だれかに、みんなにこの光を届けたかったんだと思います。だからこの光はただの光なんかじゃなくて、人の気持ちの籠こもった、希望の光だと思います」

　そして尾田は、俺の言葉に頷く代わりに顔を上げ、自分より高いところにある冬空の目を見つめながら、そう言ったのだった。

　けっして大きな声ではなかったが、強い気持ちのこもったその言葉に、冬空は目を瞠る。

　けれど、首を縦には振ふらなかった。

「ただの光だ。隣にビルが建ったくらいで失われるような脆ぜい弱じやくな光で、ビルが建ったらまた消える、ただの光だ」

　そのまま足あし下もとに目を落としながら、更に首を振り、冬空は尾田の言葉を否定して。

「希望の光なんか無くていいじゃないか……そんなもの無くても生きていける」

　さっきまで同じ光を見ていた筈はずなのに、その双そう眸ぼうにまた諦あきらめの光を宿して、静かに語る冬空に尾田は肩かたを落とす。

　確かに、自分の目が光を失うと知っている冬空は、そう言う方が楽なのだろう。そう言って、心の準備をしているのだろう。

　だけど、その未来に遠えん慮りよして、いま見えているものを否定することを、俺は認められない。自分にも、冬空にも。

　ボタンに引っかかっていた万まん華げ鏡きようを、その心と同様に不器用な手つきで外しにかかる冬空を見ながら、俺は懸けん命めいに言葉を探す。

　それは、同じ映像を見せたいと思っても、毎回違ちがう模様を見せる万華鏡の模様を説明するように難しいことかもしれないけれど。

　と、そう考えて、俺はふいに自分が考え違いをしていたことに気付いた。

　そう、万華鏡の模様は見る人ごとに変化し、違うものだ。

　そして〝光〟もまた人によって見え方が違う──だから、いま、あの万華鏡は冬空の胸にあるのだと。

　気付いてみれば当たり前のことで、忘れていた自分に少しだけ羞しゆう恥ちを覚えたが、まあ教師である冬空でさえ忘れているのだから仕方ない。

　それに、いま、この時気付けたのだから問題は無い。

　俺はまるで万華鏡のようなステンドグラスの影かげの中に一歩だけ入ると、目を閉じ、先刻覗のぞいた万華鏡の模様を思い出すと同時に、確信を持って口を開いた。

「赤・青・緑……光の三原色はこの三色だよな？」

「あ？　ああ、そうだ」

　俺が問えば、冬空はまだ手に持っている万華鏡を握にぎり締しめながら頷うなずいた。

　ということは、冬空もまた、その万華鏡の模様を作り出している中身ものが、この三色のみだと気付いているのだろう。その真意はまだ誤解したままでも。

「なら……お前の探してる〝光〟はその万華鏡の中にある」

　そして俺は冬空に、その誤解を解く為の言葉を告げた。

　すると冬空は一いつ瞬しゆん、呆ほうけたような顔をして、それから俺の正気を疑うような眼まな差ざしを向けてくる。

「この万華鏡の中に光だと？　……オレは、何度もその万華鏡を覗いた。でも、光なんて無かった。仮にあったとしても、どうせ見えなくなるなら無いのと同じだ」

　次いで、どこか怒いかりを滲にじませた声を発すると、今度は俺を睨にらんだ。

「確かにお前の目はいつか見えなくなる。でも、その万華鏡は無くならないし、お前は存在し続ける……俺や尾田、それからその万華鏡の贈おくり主は、万華鏡も森冬空の姿もずっと見えるんだ」

「……そんなこと、秋庭に言われるまでもなくわかってる！」

「本当にわかってるか？　だったら、もう一度その万華鏡を覗いて見ろ」

　俺の言葉に冬空はきつい調子で返して来たが、それも俺が静かに受け止めれば、冬空は声を荒あららげた自分を恥はじるように俯うつむき、手の中の万華鏡に視線を落とした。どこか、迷うように。

「何度見たって……同じだ」

「だったら、僕に先に見せてください」

　それでも同じ言葉を繰くり返す冬空に、そこで尾田が焦じれたように手を差し出せば、冬空は束つかの間躊ちゆう躇ちよした後、万華鏡を尾田の手に載のせた。

　大切な、壊こわれ物ものを扱あつかうような仕草でもって。

　尾田は黙だまってそれを受け取ると、同じように丁てい寧ねいな動作でその万華鏡を覗き込んだ。

　そうして、「見えた」とも「見えない」とも言わず、そのまま俺に手て渡わたす。

　無言だったけれど、一瞬目が合えば、尾田の言いたいことはわかったから、俺は黙って頷き返し、筒つつを目にあてた。

　万華鏡が尾田の目から俺の目に移動する間、冬空の目はずっと俺達の動きを追っていた。

　蕾つぼみをつけた願いの植物と共に。

　何が見えたのか──俺達に問おうとして口ごもった冬空の植物の蕾がさっきまでより大きく膨ふくらんでいるのを確かめてから、俺は冬空の大きな手に万華鏡を押しつけた。

　そうすれば、冬空はようやくサングラスを外して、自分の目に万華鏡をあてる。

　光が入る天窓の方に筒を向けて、くるくると冬空が万華鏡を回す度たびに、胸の植物は更さらに蕾を膨らませて。

「……やっぱり、オレの目には秋庭の言う光も、どんな光も見えない」

　けれど、冬空の言葉は変わらなかった。

「そんなはずはない。俺とも尾田とも違うけど、でもちゃんと光が見えたはずだ」

　失望の翳かげりを帯びたその声に、それでも見えているのに気付いていないだけだと言えば、

「オレをからかうのもいい加減にしろ！　それともオレがうらやましがって見せれば満足するのか？　光を……本当は希望の光が欲しくて堪たまらないって言えばいいのかっ！」

　オレの言葉に冬空はついに感情を爆ばく発はつさせて、声を荒らげ、ようやくその願いを言葉にした。

　だから俺も、回り道を止めて、伝えることにする。

「万まん華げ鏡きようの映像を……同じ映像をもう一度見たいと思ったら、４６００億年はかかるんだ。毎日覗いたって、生きている内には同じ映像は見られない。当然、俺が見た映像も尾田が見た映像も、お前が見たのもみんな違うってことだよな」

　つまり、これまで何度その万華鏡を覗いたか知らないが、その度に冬空は違う映像を見ていたということを、俺はまず伝えた。

「確率の話をしたかったのか？　どっちにしろ光の話じゃないんだろ」

　俺の説明に目を瞬しばたたかせながらも、まだ理解には至らない冬空は憮ぶ然ぜんと返してきたが。

「話は最後まで聞け。それに今のはヒントその一ってところだ。じゃあ次に、どうしてその万華鏡の中身が三色なんだと思う？」

「……〝光〟って名前がついているからだろ」

　冬空は予想通りの答えを寄よ越こしたが、

「中身は光の三原色……なんだよね」

　尾田は何かを悟さとった顔で俺を見てそう呟つぶやいた。

「ああ、そうだ。つまり……光の三原色を入れてあるから〝光ポース〟って刻んであるんだよ。どんなに回しても発光はしないけど、な」

　俺は尾田に頷いてみせてから、二人にその名の秘密を解いてみせた。

　色というのは簡単に言えば、光の波長を人間の目が捉とらえることで認識されるものだ。でも、同じ波長の光を受けたとしても、それをどう知覚するかは人によって異なる。

　つまりは、同じ名前いろを呼んでいても色覚を共有していない以上、別の色を見ているわけだ。

「その万華鏡の中に入ってるのはあくまで〝光の色〟だ。でも色だからこそ、それを覗のぞく人間が、受ける人間が何色か決められる……お前が望むなら〝希望の光〟って呼んだっていいんだ」

　そう、それこそがこの万華鏡の贈り主の真意なのだろう。

　色が人がそうと思い定めて初めて見えるものならば、光もまた人が望むように思い定めればいつでも見えるのだというメッセージを込こめて、その人は冬空にこの万華鏡を贈おくったのだろう。

　やがて光を失う冬空へ、光の贈り物を。

「オレが色を決める？　オレがこの中に〝光〟の色があるって認めれば、そこには光が存在するってことか？」

　そして、ようやくそのメッセージを受け取った冬空の声は震ふるえていて、けれどその手は、きつく万華鏡を握にぎり締しめていた。

「この目が光を失って……暗闇くろしか見えなくなっても、それでもオレは、この中に光が見えるといっても、いいのか？」

　縋すがるような眼差しとともにそう問いかける冬空に俺は大きく頷うなずき返す。

「もちろんだ。だってその万華鏡を贈った人はそれを願って……お前がいつでも光と共にあるようにって、贈ったんだからな」

　きっともうわかっていると思ったけれど、改めて俺は冬空に、会ったこともないその人の代わりに伝えた。

「だけど……どうしてそれが本当だと思える？　だって、彼女はそんなことオレに言わなかった」

　けれど、冬空は確信が持てないと言って、そして怖おそれるように小さく首を振ふる。

「だったら、これから確かめればいいじゃないか。確かめるために、会いに行けよ！」

「だけどっ！　オレは希望の光を彼女にあげられないんだっ！　光をもらったって、オレには何も返せない。だったらせめてあいつの重荷になりたくないんだっ！」

　感情を露あらわにして叫さけぶ冬空の胸では、もう充じゆう分ぶんに膨ふくらんだ蕾つぼみが揺ゆれていて、そこで俺はようやく、冬空が光を探し、求めていた本当の理由を知る。

　冬空が探していたのは、その大切な人の未来を、人生を照らす光で。

　自分の為ためではなくて、大切な人の為の光は、だから途と中ちゆうで消えてしまうような物ではだめで。

　いつまでも消えない光でなくてはならなかった──それは、希望の光。

　でも、それなら、探すまでもない。

「視力を失ってもお前は生き続けるんだろうが！　この世界から消えるわけじゃないんだから！　未来を現在いまの言い訳に使うなっ！　未来に遠えん慮りよするくらいなら、ずっとその人にお前を見て貰もらって、お前がその人の希望の光になってみせろよっ!!」

　だから俺は、強い声でそう叫んでやった。

　そう、冬空はこれからもこの世界で生きていくのだから。そうして生きる限り、その体は何色の光にだってなれるのだから。

「オレが、光に、なる？」

　そんなことは思ってもみなかったのだろう。冬空は呆ぼう然ぜんと呟いて。

「……ハードルは高いかもしれないけど、先生はまだ若いんだから、大だい丈じよう夫ぶです」

　尾田はまた目を瞬かせて俺を見た後、冬空に穏おだやかな微笑ほほえみを向けて。

　冬空の願いの植物は、その蕾はゆっくりと綻ほころび始める。

「光になるなんて、難しいことを、簡単に言ってくれる」

　でも、あと少しだけ冬空には力が必要だった。その背中を押して、一歩を踏ふみ出させる力が。

「じゃあまず、ここに立ってみればいい」

　だから俺は実際にその背中を押す代わりに、いままで自分が立っていた場所を空け、冬空を促うながした。

　俺の台詞せりふに冬空は訝いぶかしげな表情を浮うかべたものの、素す直なおに俺が示した場所へと移動した。

　背中にはステンドグラスの模様の光が、胸には反射光が当たるその場所へ。

「ああ、そうか……光はただ明るいだけじゃなくて、温かいのか。オレの手と……同じで」

　しばらくその場所に佇たたずんで、冬空はそうと気付くと、呟いた。自信がなさそうに小さな声だったけれど、自ら見つけた真実に瞬まばたきをすると、じっとその手を見つめて。

「オレは、彼女の希望の光になれると思うか？」

　そして、どこまでも透すき通った、真しん摯しな眼まな差ざしで、冬空は俺に問うた。

「大丈夫だ。でも、もし自信が無いなら言ってやる……俺にはいま、森冬空が光って見える!!」

　だから俺は、天てん井じようが揺れるほどの大音声で、そう言ってやったのだった。

　そうすれば、冬空は大きく目を見開いた後、ひどく優やさしい顔で、はにかむように笑って、ゆっくりと上を仰あおいだ。

　そうして、反射光ひかりを受けながら、その胸でゆっくりと、回るように開いたその花は、トケイソウに似たもので。

　本来ならば他の植物に頼たよりながら咲さくその花はいま、一本でまっすぐに咲いていた。

　空へ伸のびる、一筋の光の方を向きながら。







　俺がそっと胸の花を手た折おると、目許にわずかに滲にじんでいた涙なみだが恥はずかしかったのか、冬空はさっさと俺に背を向けて、階段を下りていってしまった。

「体は大きいけど、冬空先生って実は子どもっぽい人だったんだね」

　尾田はその背中を苦く笑しよう混じりで見つめて呟つぶやくと、少し間を置いて、先に階段へ向かった。

　しかし俺はすぐに二人の後を追うことが出来なかった。

　つい先程、冬空が、何気なく口にした、

「鈴すず木き百もも人とは希望の光に辿たどり着けたんだろうか」

　という台詞と共に明らかになった、予想外の真実にダメージを受けたが為に。

　まさかと思いながら追つい及きゆうした結果、冬空がずっと呼んでいた「鈴木」とは、同じ鈴木でも「朔」ではなく「百人」であり、つまり、昨日聞かされた脱だつ走そう者の鈴木も、百人の方だったことがついさっき判明したのだ。

　そうとわかった瞬しゆん間かん、俺の鈴木朔リコールの野望は潰ついえたのだった。

　あくまで、今日のところは叶かなわなかっただけなのだが、俺に与あたえられたダメージは予想以上に大きかった。

　脱だつ力りよく感かんに襲おそわれながら、俺はふらふらと歩を進め、気付けば再びステンドグラスの影かげの上に立っていた。

　と、そこに、さっきは気付かなかったが不自然な板の継つぎ目を見つけてしまう。

　気付いてしまえば無視することなど出来ず、近くで確かめれば、その板の継ぎ目は外れそうに見えて、俺は好こう奇き心しんを抑おさえきれず力を込めてみた。

　そうすれば、思った通り板は外れ、現れたのはごく小さな収納空間。その扉とびらを更さらに開けてみれば、中には万まん華げ鏡きよう。

　子どもの腕うでくらいの太さのその筒つつを目にした瞬間、俺の脳のう裏りにはかのうの顔がよぎり、

「ほほ、やはりここにあったのう」

　ほぼ同時にしゃらん、という金属が微かすかに鳴る音と共に、目の前には実物が現れていた。

「ささ、多加良、はようその万華鏡を妾わらわに」

　そしてかのうは挨あい拶さつすら寄よ越こさず、当然のように手を差し出し、俺にそれを要求してきたのだった。

「俺が見つけたんだから、俺の物じゃないか？」

　だが、かのうの企たくらみで踊おどらされたことが明白なこの状じよう況きようで、実に楽しげなかのうの笑みを見た俺が、それを素す直なおに渡わたす気になるはずもない。

「どうしても欲しいなら、ちゃんと事情を説明してもらおうか」

　しっかりと、赤い筒の万華鏡を手に摑つかむと、俺は静かにかのうに要求を告げた。事情説明を聞いた上で、かのうに説教をするための、実に正しい要求を。

「……覗のぞいてみれば、わかるのではないかのう？」

　するとかのうは、空中に佇んだまま、ほんの数秒考えるように首を傾かしげた後、そう言って寄越したのだった。

　俺は妙みように素直なその態度を訝しんだものの、結局は言われた通り、左目を瞑つぶってから右目に万華鏡をあてた。

　だが、そうしたところで見えたのは、金銀に青や赤といった至って普ふ通つうの万華鏡の映像で、またも騙だましてくれたかのうに苛いら立だちを覚えながら俺は万華鏡を外す。

　と、両眼をしっかりと開けたところで、俺の目に飛び込んできたのは黄金きん色。

　光を集めたようなそれが、かのうの瞳ひとみであると認にん識しきすると同時に、自分とかのうの顔の距きよ離りがあまりに近い──息が触ふれそうな距離であることに気付いて。

　さすがに驚おどろき、慌あわてて身を引いたついでに、俺は万華鏡を取り落としてしまって。

「ほほ……これで妾のものだのう」

　それに気付いた時には万華鏡は、かのうの白い手に渡っていた。

　俺はしばし呆ぼう然ぜんの体ていで、かのうの満足げな笑えみと万華鏡を見比べ、

「ふざけるな、かのうっ！」

　我に返ると同時に、拳こぶしをあげてその汚きたない手段に猛もう然ぜんと抗こう議ぎしたが、かのうはどこ吹ふく風だ。

　それどころか、目当ての物が手に入ったことに機き嫌げんを良くして、その紅い唇くちびるには更に深い笑みが刻まれて。

　そして、どこか無む邪じや気きにさえ見える仕し種ぐさで、かのうがそれを胸に押し抱いだいた時だった。

　じゃしゃん　しゃん　じゃしゃーん

　波は紋もんを広げていくような、銅ど鑼らのような金属音が耳じ朶だを打ったかと思うと、眼前を小さな鏡のような物を手にした着物姿の少女が横切って行き。

　俺は思わず眼鏡めがねを外して目を擦こすった。

　それからもう一度、目を凝こらしたのだが、そこにはもう少女の姿はおろか、かのうの姿も無かった。髪かみの一ひと房ふさの残像さえも残さずに消えていた。

「……かのう」

　低く低くその名を呼んでも答えはなく、いつもの鈴すずのような連環わの音の代わりに、銅鑼の音がじゃしゃーん、ともう一度だけ俺の耳を掠かすめれば、

「……もう、疲つかれた」

　俺はどうしようもない脱力感に襲われて、その場に倒たおれ込んだ。

　なぜか熱い頰ほおに床ゆかの冷たさは気持ち良かったけれど、俺は尚なおも頭の中で、皿洗い当番からも外されそうな罵ば詈り雑ぞう言ごんの類たぐいを延々と並べ続けたのだった。

　かのうの顔を思い浮うかべながら。







　　　　エピローグ




　黒という言葉では足りぬ、漆しつ黒こくの世界。

　常ならば音さえも飲み込むその闇やみの中、けれど今日は鳴り響ひびく音があった。

　じゃしゃーんじゃしゃーん、という金属の音は音色と呼ぶには、少々荒あらすぎる。

　けれど、細い棒で、鏡にも似た金属のそれ──手のひら程ほどの大きさの銅鑼を叩たたいては鳴らす女の美しい顔には、愉ゆ悦えつの表情が浮かんでいた。

「鏡よ鏡？　鏡か鏡？　鏡にあらず、朝あさ寝ねはやめよ　寝ね坊ぼうはしまい」

　節はついているがどこかでたらめな言葉は、けれど女が紡つむげば唄うたにも聞こえる。

　楽しげに叩き、歌い続ける女の足下には壊こわれた万まん華げ鏡きようが転がっていたが、女はもはやそれに目もくれない。

　袖そでを翻ひるがえし、くるくると回りながら、どれほど銅鑼を鳴らしていたか、やがて女はそれを下に置いた。

　そして、自分のつま先を見るように、鏡のようなその表面を覗き込む。

　そこに己おのれの姿が映らぬことは承知の上で、自分では無い誰かの面おも影かげを、姿を探して、女はじっと目を凝らす。

「ようやく一つになった……なれど、どれほど鳴らしてももう、起きてはくれぬのだのう」

　どれほど見つめてもそこに求める姿が見えないことを悟さとると、そんな呟つぶやきと共に黄金きん色の双そう眸ぼうには束つかの間、寂さびしげな、諦あきらめにも似た色が宿って。

　だが、女はすぐにその色を消し、更さらには全すべての表情を消し去った後、目を閉じた。

　何か思案しているのか、それとも何も考えていないのか、傍はた目めからは判然としない表情のまま、女は虚こ空くうに佇たたずんで。

　ふいに、その紅あかい唇に深い笑えみを刻んだ。

「ならば……別の術すべで起こすまでだのう」

　そのまま、黄金色の目に強い光を宿すと、そう言葉を紡ぎ、ひとり頷うなずいて。

　そうして女は深い深い漆黒の世界に、怪あやしい闇の中に咲さく花のごとく、ゆっくりと静かに身を沈しずめたのだった。



















「えーと、録画のボタンはこれでいいんデスヨ……っちゅうわけで、みなさんこんにちは！　これからお送りするんは、〝お願いマイクさん！　あの子の妄もう想そう聞かせてよ！〟や。簡単に説明すると、あるマイクで、いつもはつんとすました生徒会副会長、秋あき庭ば多た加か良らにちょっぴり恥はずかしい妄想を語って貰もらい、かつそれを映像に残してしまおうっちゅうスーパーどっきり企画や！」

「……映像に残すのはもちろん後で色々な用よう途とに使う為ためだがね。まあ、それはさておき、ポイントはなんと言っても今日のために用意したマイクだがね。手に取ったが最後、問答無用で自分の妄想がんぼうを口にしてしまうという魔ま的てきに素す敵てきな呪のろいのマイクなのだね」

「呪いのマイクって、ほんまかいな……いえ、何でもないデスヨ。えー、ビデオ撮さつ影えい及およびレポートはイースト＆ウエストの東側ことイーストが、解説は……ええと、自分、本名通つう称しよう芸名どれにするんや？」

「そうだね、まあ昔の名前でもなんでもかまわないがね……今日の気分は黒くろ部長だね。そう呼んでくれたまえ」

「ラジャー。じゃあ、黒部長、生徒会室にマイクを置くで！」

「では、少々狭せまいが、我々はロッカーの中から撮影するとしようかね」







　叶野かのう学園生徒会会計尾お田だ一かず哉やは、その日も放課後になると、いつものように生徒会室に赴おもむき、その扉とびらを開けた。

「やっぱり、今日は僕が一番乗りか」

　鍵かぎがかかっていた時点でわかっていたのだが、誰だれもいない室内を見回して尾田は一人呟つぶやいた。

　その部屋の中は、昨日掃そう除じしたばかりにもかかわらず、さっきまで誰だれかがいたみたいに散らかっている。

　けれど尾田にとってはいつも通りの光景で、何ら違い和わ感かんを覚えることなく、尾田はひとまず机の上に自分の作業スペースを確保することにした。

「あれ？　なんだろう、このマイク」

　と、尾田はそこに一本のマイクを見つけて首を捻ひねった。

　机の上にぽつんと置いてあるマイクは白。でも尾田はそのマイクに見覚えが無い。

　そして、マイクに添そえるようにして置かれたメモにはこう記してあった。




《この魔法のマイクに向かって、あなたの望みを言ってみて下さい。若者らしい主張と認められたら、その望みが叶かなうかもしれません》




　当然、尾田はメモの内容を鵜う吞のみにしたりしない。

「鈴すず木きくんのいたずらかな……」

　そう見当をつけると、とりあえず仕事の邪じや魔まにならない場所に片付けておこうと尾田はマイクを手に取った、その次の瞬しゆん間かん。

　尾田は強い目め眩まいに襲おそわれた。ほぼ同時に視界は狭く暗くなり、自分と周囲が隔へだてられてしまったような感覚に陥おちいって。

　そして、尾田の口は勝手に動き始めた。

「僕は……僕は名めい探たん偵ていとして密室事件を解決したいんだ!!」







　新聞広告に『密室有りマス』という文字を見つけた時は、正直、半信半疑どころか一信九疑だったのだが、

「名探偵尾田が断言しよう……ここは間ま違ちがいなく密室だ！」

　木造アパートの固く閉とざされていたその一室に足を踏ふみ入れるやいなや、尾田はそう叫さけんでいた。

　ずっと探し求めてきた「密室」というシチュエーションを前に昂こう揚ようした気分を抑おさえきれずに。

　つい先日、この部屋で亡なくなった人がいるという事実を正直、尾田は一いつ瞬しゆん忘れていた。そうと見て取った、助手の少女東雲しののめは彼をつぶらな瞳ひとみで睨にらんだが、

「さすが、名探偵尾田。一目で見み抜ぬかれたんですなぁ。いやはや、さすがですなぁ」

　依い頼らい者であり、この密室及およびアパートの所有者である老人が尾田の不ふ謹きん慎しんな喜びに気付いていないとなれば、問題は皆かい無むと尾田は判断した。

「いえいえ、それほどでもありますよ。ところで、いくつか質問をさせていただいてよろしいですか？」

　そして、感心しきりの老人の言葉に、謙けん遜そんもせず、尾田は早さつ速そく本題に入ることにした。

　尾田の目的はあくまでこの部屋で起こった密室事件の真相──主に密室はどう作られたか──を明らかにすることなのだから。謎なぞ解ときに勝まさる快感は無く、称しよう賛さんは心地ここち良くともほんのおまけに過ぎないのだ。

　玄げん関かんの鍵も窓の鍵もしっかりとかけられた上、その玄関の鍵は家の中。他ほかに侵しん入にゆう経路の見つからない密室という状じよう況きようで、この部屋の前住人Ａが不ふ審しんな死を遂とげたのは半月前のことだ。

「この部屋の住人だったＡさんに最近変わった様子はありませんでしたか？」

「そうだねぇ……もともと神経質な人だったけど、亡くなる前の数日間は更さらに苛いら々いらしているようだったねぇ」

　尾田が尋たずねると、好こう々こう爺や然とした老人は皺しわの刻まれた頰ほおを撫なでながら、そう答えた。

「……神経質だったというのは、事実みたいですね」

「どうしてそんなことがわかるんデスヨ？」

　老人の言葉に尾田が頷うなずくと、少女東雲は彼を見上げながら小さく首を傾かしげた。

「この位のこともわからないとは、東雲くんはまだ当分僕の助手だね」

　少し呆あきれた声で尾田が言うと、少女東雲は頰を膨ふくらませたが、口答えをしなかったので尾田は推理こたえを披ひ露ろうしてやることにする。

「Ａさんの使っていたテーブルの上、耳みみ栓せんがおいてあるだろう？　この辺りは住宅街だし、Ａさんの両りよう隣どなりの部屋は空き部屋で気になるような物音は立たないはずだ。それでも耳栓を使っているような人は……」

「神経質な人デスヨ……先生さすがデスヨ」

　軽く部屋の壁かべを叩たたきながら尾田が説明すれば、こくんと頷いて、普ふ段だんは生意気な瞳に尊敬の光を宿して彼を見たのだった。

　尾田はその殊しゆ勝しような態度に満足しつつ、改めて部屋の中を見回した。

「ああ、窓の隙すき間まにガムテープまで貼はってあって……これは本当に念入りな密室だ」

「針金とか糸を使ったトリックもこれじゃ難しいデスヨ」

「郵便受けも、この部屋にはないな」

　部屋の中をゆっくりと検分しながら、尾田と少女東雲は密室トリックを思い浮うかべては、その可能性を否定していった。

　だが、可能性が否定されても尾田は落ち込まなかった。それどころか、尾田の体内を流れる探偵の血は一層騒さわいでいた。

　謎は難しければ難しいほどいい。謎が解けた時に身を巡めぐる快感は、謎が難しい程、高いものを得ることが出来るのだから。

「ふ、ふふふ……これは、名探偵に相応ふさわしい密室事件だよ」

　少女東雲に冷たい目を向けられても、尾田は込こみ上げてくる笑いを堪こらえることが出来なかった。

「ああ、そういえば……半月前は丁度この前の道で下水道の工事をしてましたなぁ。わしは自宅が別にあるんで良かったが、ここに住んでいる人は、朝昼なくうるさかったみたいですなぁ」

　しかし、ふと思い出したように老人が口を開き、そう語った瞬間、尾田は凍こおりついた。

「工事？　それはかなり、うるさかった？」

　縋すがるような気持ちで尾田は老人に確かく認にんを求めたのだが、老人は断罪の斧おののごとく首を縦に振ふったのだった。

「いや、いやいやいや。そりゃうるさかったら窓は閉めるよ。でも、ガムテープで目張りはやり過ぎだよね。ああ、玄げん関かん扉とびらにもガムテープを貼った跡あとが……。でも、それで窒ちつ息そくって……これはミステリへの冒ぼう瀆とくだ──っ！」

「尾田先生っ、落ち着いてっ！　ええい、落ち着けっちゅーねんっ！」







　スッパーン

　という景気のいい音と共に側頭部に衝しよう撃げきを受け、尾田は我に返った。

　我に返ると同時に、痛む頭を撫でながら尾田は周囲に目を走らせたが、まだ視界はぼんやりとしていて、上手うまく焦しよう点てんが結べなかった。

　ゆっくりと瞬まばたきをすれば視力は回復し、尾田は改めて周囲を見回してみたけれど、やはり生徒会室には尾田しかいなかった。

　また、頭部の痛みははっきりしているのだが、ここ数分の記き憶おくには靄もやがかかっていて、夢か現うつつか判然としない。ただ、まるで妄もう想そうのようなそれをもしも誰かに見聞きされていたら、物もの凄すごく恥はずかしいことだけは確かだ。

　が、尾田はそこでテーブルの上に転がっているマイクを見つけてしまって。

「まさか、主張なんてしてないよ、ね？　……ちょっと、顔洗ってこよう」

　尾田は一いつ瞬しゆん脳のう裏りをよぎった考えを必死に振り払はらうと、掠かすれた声で呟つぶやきながらふらふらと生徒会室を後にしたのだった。







「ほんまに喋しやべり出したで……あのマイク本物やったんや。黒部長、さすがや。けど、最後はあない錯さく乱らん状態になって、大だい丈じよう夫ぶなんか？」

「大丈夫、黒部長には不可能も抜ぬかりもないから安心したまえ。それにしても尾田君はあんなことを考えていたのだね。少女東雲、興味深い存在だね。ハリセンを振るいロッカーに戻もどってくるまでのイーストの疾しつ風ぷうのような動きと合わせてだがね」

「少女東雲は、尾田っちの妄想やねんから忘れてや。ハリセンの方はツッコミの神が降臨したんや。……っていうか、うちらの目的はあくまで秋庭多加良なんやで！」

「わかっているがね。まあ、そう順調にいかないのも計算の内だからね……ほら、また一つ足音が近付いてきた。次こそは秋庭君ではないかね」







　いつものように深呼吸をした後、生徒会書記、桑くわ田た美み名な人とは生徒会室の扉とびらを開けた。

　鍵かぎがかかっていなかったから、てっきり中には誰かいるものと思ったのだが、部屋はもぬけの殻からで、美名人は小さく嘆たん息そくした。

　念のため、警けい戒かいしながら美名人は中に足を踏ふみ入れ、素早く室内に目を走らせたが、

「気のせい、みたいね」

　不ふ審しんな影かげも、気配も察知出来なければ緊きん張ちようを解く。

「ああ、尾田君、来ているのね」

　本人の姿はなかったが、尾田の荷物を見つけて、美名人は鍵が開いていた訳を理解した。

「すぐに戻って来るわよね」

　鍵がかかっていなかったことからそう考え、とりあえず二人分のお茶を淹いれる為ため、キッチンスペースに向かおうとしたのだが、美名人はそこで半ば無意識に多加良の指定席いすを見てしまって。

　そうすれば美名人は抗あらがいがたい誘ゆう惑わくに駆かられ、きょろきょろと周囲を見回し、耳を澄すませて外から足音が近付いていないことを確かめた上で、いつも多加良が掛かけているその椅い子すにそっと腰こしを下ろしたのだった。

　掛けてみると、椅子自体はいつも美名人が座っている物と同じなのに、なぜかそれより座り心地ごこちが良いような気がして、却かえって落ち着かない気分になる。

　けれど、椅子に慣れてくると共に、美名人の胸には嬉うれしいようなくすぐったいような気持ちが広がっていき、気付けばその唇くちびるにはごく小さな、だが幸せそうな笑えみが浮うかんでいた。

「さあ、お茶を淹れましょう……あら？　これ、何かしら？」

　でも、そんな幸せなひと時をぽんっと一つ手を打って自ら切り上げ、椅子から立ち上がったところで、美名人は机の上に放ほうり出されたマイクとメモを見つけた。

　一度はそのまま見過ごそうとしたのだが、何となく気になって、

「私の望み、ね……」

　気付けば美名人はそのマイクを手に取っていた。

　その次の瞬しゆん間かん、強く頭を揺ゆすぶられたように意識は遠のき、周囲の景色けしきは紗しやがかかったように遠くなって──やがて、美名人の唇は彼女の意志に関係なく言葉を紡つむぎ始めてしまう。

「私は……二人だけでデートがしてみたい……の」







　初めてのデートの待ち合わせは駅前で午前十時。

　予定は何度も何度も確かく認にんしたし、マニュアル本にも到とう着ちやくは十分前が妥だ当とうと書いてあったのだが、結局美名人はその三十分前には待ち合わせ場所に到着していた。

　昨夜はよく眠ねむれなかったし、起きても心の中は緊きん張ちようと興こう奮ふんがない交ぜになっていてそわそわと落ち着かず、家でじっとしていることは出来なかった。

　それに遅ち刻こくするよりはずっといいはず、と自分に言い聞かせると、美名人はもう一度身だしなみのチェックを始めた。

　髪かみはサイドをピンで留めて、いつもと少しだけ違ちがう印象に、唇には薄うすくグロスを塗ぬってある。カットソーとスカートはデザインはシンプルだけれど、可愛かわいらしい明るい色の物を選んだ。そうだ、靴くつに汚よごれは付いていないだろうか……

「桑田、悪い、待たせたか？」

　と、足あし下もとに目を落としたところで声をかけられて、美名人は慌あわてて目を上げた。

　顔を上げた途と端たん、思ったよりも近いところに彼の顔があって、美名人は動どう揺ようして目を逸そらしてしまう。

「桑田？」

　すると彼は、その綺き麗れいな瞳ひとみを不安げに揺らしながら首を傾かしげて見せて、

「……大だい丈じよう夫ぶ、私も今来たところだから」

　美名人は内心では慌てながらも静かに声を返した。

「そうか、良かった。ええと、じゃあ、今日はどこに行こうか？」

　美名人の返事に彼はほっと胸を撫なで下ろすと、少しだけぎこちない口調で美名人にそう尋たずねてきた。

　どこに行っても彼と一いつ緒しよならば楽しいはずだが、だからといって「どこでも」と言うのは答えにならないし、自分の意志を主張出来ない人間はそもそも彼の好みではない。

「そうね……いまちょうど企き画かく展をやっている美術館があるの。それにその美術館に併へい設せつされているティールームも評判がいいんだけど、どうかしら？」

　だから、ちょっと考える素そ振ぶりを見せた後、美名人はそう提案した。

　デートをすると決まって一週間余り。映画館やショッピングに行くことも検討したが、やはり自分のデートにティールームを欠かすことは出来ないと、美名人はこの計画を練り上げた。

　でも、少しだけ不安になって、そっと彼の顔を窺うかがえば、

「美術館か。絵を描かくのは苦手だけど、見るのは好きだ……うん、いいな、行こう！」

　彼はいつもはあまり見せない笑顔でそう言って、美名人の不安を吹ふき飛ばしてくれて。

「お茶はきっと桑田が淹れてくれる方が美味うまいと思うけど、な」

　最後に彼が言い足した台詞せりふに、揃そろって頰ほおを染めつつ、二人は一路美術館へと足を向けたのだった。




「うわ……これ、本当に写真じゃなくて絵なのか？」

「そうみたい……すごいわね」

　美術館という場ば所しよ柄がら、耳がくすぐったくなるような囁ささやき声で美名人と彼は会話はなしながら、少し暗い館内を進んでいく。

　だが、相づちを打ちながらも、正直美名人はあまり絵の方に集中出来ていなかった。

　休日の美術館は場所柄、家族連れよりもカップルが多く、彼らは皆みな、ごく自然に手を繫つないでいた。

　よって、美名人の目はさっきから少し先を行く彼の手ばかり追っていた。

　こうして肩かたを並べて歩き、同じ物を見て、同じ時間が過ごせるだけでも十分嬉しい。

　でも、周囲のカップルを見ると、彼らの繫がれた手がどうしようもなく羨うらやましくなってしまう。

　一つ望みが叶かなえばもう一つ──恋こいというのはどうにも人を欲張りにする。だけどそれに流されてはならないと、美名人はその欲求を抑おさえ込むべくゆっくりと呼吸した。しかし、日々の鍛たん錬れんで養われているはずの平常心は、今日に限ってなかなか訪おとずれない。

　そんな風に美名人は内心で葛かつ藤とうしていたのだが、

「ううん？」

　そうとは知らない彼はふいに足を止めると、小さく唸うなった。

　美名人が見上げる眼まな差ざしで問えば、彼は黙だまって目の前の絵を指で示して、その指先を追って美名人は、彼が何に疑問を覚えたのか理解した。

「点てん描びよう画……確かにこの位置からじゃ何が描いてあるのかわからないわね」

　そして、美名人がそう言うと彼は頷うなずいて、二人はどちらからともなく、数歩後ろに下がる。

　そうやって見れば、描かれているものは判然としたのだが、美名人と彼は一いつ瞬しゆん顔を見合わせて、すぐにお互たがい顔を背そむけた。

　それは男女が仲良く手を繫いでいる──まるで美名人の願望をそのまま表したような絵で、それを前に美名人の頰は瞬またたく間に赤く染まっていった。

　このままでは自分が何を考えていたのか、語らずとも彼に知れてしまう。そう思って美名人は何とか落ち着こうとしたのだが、思えば思う程ほど、却かえって冷静さは失われていく。

「……桑田」

　だから、差し出された手の意味もすぐには理解できなかった。ただ、大きな手だな、と思う。

「……ほらっ」

　どこかぶっきらぼうな声と共に、焦じれたようにもう一度手を差し出され、美名人はそこでようやくその手の意味を理解した。

　つまり、彼は手を繫ごうと言っているのだと。

　そうと気付いて、反射的に彼の顔を見れば、彼の頰もまたわずかに赤かった。

　その一方で間近で見ると、黒の向こうに深緑が見える彼の双そう眸ぼうには真しん剣けんな光が宿っていて。

　手を繫いだら、きっといつもの倍以上の自分の鼓こ動どうは彼の手に伝わってしまうとわかっていたが、美名人はその手を拒こばめなかった。

　そうして、二人の手はゆっくりと重なり──







　バタンッ、とすっ

　ドアを開ける音と、背中への軽い衝しよう撃げきで美名人は白昼夢のような世界から現実へと引き戻もどされた。

「あのっ、鈴木さんがお餅もちを喉のどに詰つまらせて保健室に運ばれたというのは本当ですかっ!?」

　振ふり返ればそこには、生徒会臨時採用改め隠おん密みつの羽は黒ぐろ花か南なんが息を切らして立っていて、

「……さっき元気な姿を見かけたから噓うそだと思うわ」

　美名人はひとまず、そう声を返した。

　それから、テーブルの上に転がっているマイクにゆっくりと視線を戻す。

　そのマイクを手にしていた感覚はまだ美名人の手に残っている。だが、それを持って自分が何をしていたのかという記き憶おくはどうにも曖あい昧まいだった。

　いったい自分はマイクを持って何をしていたのかと考えながら手を頰に当てれば、そこはなぜか常とは違ちがう熱を帯びていて。

　その熱を意識すると同時に、美名人の心臓は速い鼓動を刻み始めた。

　メモにあるような主張など自分がするはずは無いと思うが、否定するにはこの数分の記憶は頼たよりない。

「鈴木さん、ご無事で良かったです……あれ、美名人ちゃん、どうかしましたか？」

　美名人の面おもてに現れた不安はわずかなものだったが、花南はそれをちゃんと読みとると、気き遣づかうように美名人を見上げてきた。

「ううん、なんでもないわ。でも、花南ちゃん、私、ちょっと風に当たってくるわね」

　だが不安は口に出した途と端たん、現実になってしまうような気がして、美名人は冷静を装よそおいつつ、そう言い置くと、とにかく頰の熱を冷ますべく、生徒会室を後にしたのだった。







「ある意味予定調和なのかもしれないが、いいところで邪じや魔まが入ったものだね。しかし……ふふっ、手を繫ぐところまでとは、やっぱり桑田さんは純情だね」

「ああ、美名人っち、乙女おとめ過ぎるで……って、せやからうちらの目的は秋庭っちなんやて！　もー、さっきからどないなってんねん！」

「まあまあイースト、落ち着きたまえ。騒さわいだところで次は羽黒さんの番なのだね。私にとっては中々興味深いし、ここは一つ静かに観察しようではないかね。嫌いやだというなら……イースト、私は君を呪のろってしまうがね？」

「呪うって、ノロウイルスのこと……やないんやね。わ、わかったで、黒部長、イースト、ただいまより沈ちん黙もくします！」







　心なしかいつもより赤い顔をして美名人が出て行ってしまえば、花南は生徒会室に一人になった。

「美名人ちゃん、風邪かぜでしょうか……ん？」

　一人になりたいようだったので追いかけなかったが、美名人を心配して一人呟つぶやいたところで、花南は机の上にマイクを見つけた。

　普ふ通つうの人間ならばいくら見つめても普通のマイクにしか見えないだろうが、

「何か……魔ま力りよくのようなものを感じます」

　しばらくマイクに目を凝こらし続けた結果、花南は、そこから怪あやしい気配を感じ取った。

　叶野市では霊感ちからが制限されてしまう花南だが、ここまで近付けばこのマイクに何らかの呪いがかけられていることはわかる。不用意に手にするのは危険だということも。

　だから花南は誘い文句メモを見つけても、然しかるべき封ふう印いんをするまで、マイクに触さわるつもりはなかった。

　が、しかし、花南は自分のどじっ子ぶりを少々甘く見ていた。

　そうでなければ、封印に使えそうな道具を探そうと身を翻ひるがえしたところで、その腕うでが鈴木が積み重ねた本の山を崩くずし、その雪崩なだれを何とかせき止めようと慌あわてて腕を伸のばしたところで、マイクに手を触ふれてしまうという事態は避さけられた──かもしれない。

　マイクに指先が触れた瞬しゆん間かん、そこから糸のように伸びてくる呪じゆ力りよくを花南は感じとった。

　その糸に搦からめ捕とられてはならないと花南は必死に抗あらがったが、叶野市では本来の力を発揮できない花南はその呪力に抗いきれず、次し第だいに体の自由を奪うばわれていき、

「わ、わたしは……生徒会隠密の名に相応ふさわしい働き振ぶりを……皆みなさんに、見せたい、です」

　遂ついに花南の唇くちびるは本人の意志を裏切り、その妄想ねがいを紡つむいでしまったのだった。







　叶野学園に番長皿さら屋や敷しきあり──と、その名を聞いた時から、花南は彼とはいつか対決する日が来ることを予感していた。

　なぜなら番長とは学園を陰かげから仕切る悪の存在で、一方花南は、生徒会隠おん密みつという陰から学園を守る役目を課せられた存在もの。

　同じ陰に生きながらも、相あい容いれない二人が対立するのは、ある意味必然であったから。

　そして今日、黄昏たそがれ時の体育館裏で、遂に二人は対決の時を迎むかえたのだった。

「本当に、話し合いで解決することは無理ですか？」

　それでも、出来るなら平和な道を選びたいと、花南は最後にもう一度だけ皿屋敷に話し合いを呼びかけた。

　瞬まばたきの間にも夜の帳とばりは世界を覆おおおうとしていたが、花南は夕ゆう闇やみの中でもしっかりと皿屋敷の姿を捉とらえ、その目に訴えかけた。

「そりゃあ無理だぜ。盗ぬすんだバイクで走り出しちまったら、もう止まれないんだぜ」

　皿屋敷は真っ向から花南の眼まな差ざしを受け止めたものの、花南の言葉に頷うなずくことはなかった。

　一度決めたことは最後まで押し通す、彼の目にそんな揺ゆるぎない決意を見て、花南は小さくため息を吐ついた。

　破れた学がく生せい帽ぼうに長ラン──昭しよう和わの匂においのする服を身に纏まとった男は、中身もまた昭和の気質らしい。というか、

「でも、あの……番長さんはその盗んだバイクで事故を起こされてその……亡なくなられているんです」

　平へい成せいの世を知らぬまま皿屋敷はこの世を去っているのだが、その事実を認めない、認められない、幽ゆう霊れいの皿屋敷に花南は憐あわれみを込こめた眼差しと共に、もう一度そう告げる。

「そんなのは知ったこっちゃないぜ！　おれはまだまだバイクで走り続けるんだぜ！」

　だが、皿屋敷は再び首を振ふり、バイクのエンジンを盛大に吹ふかすと花南を睨にらみつけた。

　バイクもまた皿屋敷の霊体の一部なのだが、エンジンを吹かせばマフラーから立ち上った白はく煙えんは夕闇の中に広がっていく。

　と同時に、皿屋敷からは禍まが々まがしい気配が溢あふれ始め、その手には彼の武器──白い大皿が出現していた。

　叶野学園の生徒に実害が及およばない限り花南は説得を続けたかったが、花南を獲え物ものと定めた皿屋敷の目に狂きよう気きの光を認めれば、もはや限界と判断せざるをえなかった。

「……話し合いはここまで、ですね」

　そして、一つ深呼吸をすると、花南は覚かく悟ごを決め、その面に黒くろ猫ねこを模した仮面を装着したのだった。

「おおぉっ？　なーんかさっきまでと別人みたいだぜ。やっぱりただのお嬢じようちゃんじゃなかったんだぜ、ひゃっほう！」

「……行きます」

　凶きよう暴ぼうな笑みを浮うかべながら、指先でくるくると大皿を回す皿屋敷に、花南は悲しみを湛たたえた声で一言告げると、彼に向かって駆かけ出した。

　バイクと人間ならば、人間の方がスピードで劣おとるのは明白な事実だ。その上相手はバイクまでも霊体で、飛び道具まで持っている。故に、花南はとにかく相手の動きを封ふうじることにして、走りながら花南は手しゆ裏り剣けんの要領で、まずは一通の封ふう筒とうを皿屋敷に投げつけた。

「ああ？　こりゃあ手紙だぜ？　お嬢ちゃん、いったいなんのつもりだぁ？」

　皿を持ったままの手で難なく封筒を捉えると、皿屋敷は太い眉まゆを逆立て花南に凄すごんでみせた。

「皿屋敷さんのお母さんからの手紙ですっ！　どうか成こう仏せいして欲しいとおっしゃっていました！」

　しかし、花南がそう説明すると、皿屋敷の眉は一転して弱々しく下がり、その体の動きも止まった──と思ったのだが。

「おれには母親なんていねぇんだぜっ！」

　その一言の下もと、皿屋敷は手の中の手紙を青白い炎ほのおで燃やしてしまったのだった。

　季節外れの蛍ほたるのように舞まい落ちていく手紙の燃えかすを眺ながめ、手紙を書いた皿屋敷の母親の気持ちを思って花南は悲しくなった。

　けれど、その感傷を振り切って、花南は再び走り出すと、皿屋敷の周囲に今度は呪じゆ文もんの書かれた札を撒まき、それを終えるやいなや、素す早ばやく印を結んだ。

「なんだなんだ？　今度は親父おやじの手紙でも出すのか？　ぅぐっ！」

　花南の攻こう撃げきを皿屋敷番長はそうとは知らず鼻で笑ったが、闇やみの中で札が白く発光し始め結界の力が発動され、霊体からだの動きを封じられれば、笑い声は低い唸うなり声へと変わった。

　皿屋敷をとりまく不可視の結界は、物もの凄すごい力で彼を押さえつけ、重力のような圧あつ迫ぱく感かんで皿屋敷の自由を奪うばい苦痛を与あたえるものだったが、それでも皿屋敷は苦鳴を飲み込み、声を上げなかった。

　花南は内心、驚きよう嘆たんしていたが、だからといって結界を緩ゆるめることはせず、結界を維い持じするための集中を保ちながら、じりじりと皿屋敷との距きよ離りを詰つめていく。

　皿屋敷番長がこのまま動かずにいてくれれば、後はその霊体に封ふう印いんの札を貼はり、姉の元へ送って浄じよう化かして貰もらえば、皿屋敷の魂たましいは成仏出来る。

「くっ、なかなかの力の持ち主ってわけだな、お嬢ちゃん。けどなぁ、おれも伊達だてや酔すい狂きようで番を張ってたわけじゃないんだぜっ！」

　だが、あと一歩のところで皿屋敷は予想以上の力を発揮して、花南の結界は内側から破は壊かいされてしまった。

「きゃあああっ！」

　破られた術は当然、術者──花南に跳はね返り、それと同時に皿屋敷が放つ禍々しい力にはね飛ばされ、花南は悲鳴を上げながら地面を、体育館まで転がった。

「うぅ……叶野学園は、わたしが、守らないと……」

　朦もう朧ろうとしながらも、花南は何とか半分だけ体を起こしたが、ひどく痛めつけられた体はそれ以上いうことを聞いてくれず、花南はもはや皿屋敷を睨むことしか出来なくて。

「ははは、悪いがおれの勝ちだぜ！　これで今日から叶野学園はおれのものだぜ!!」

　そして、皿屋敷は高笑いをしながら、両手に白い大皿を構え、それを死神の鎌かまのごとく花南に振り下ろし──







　たったったっ、バターンっ

「ハーイ、花南っち！　今日も元気？　あれ、なんかいいもの持ってるね！　ちょっとぼくにも貸してっ！」

　軽快な足音と扉とびらを大きく開け放つ音によって、花南は間かん一いつ髪ぱつ、絶体絶命のピンチから救われた。

「……え、あ、鈴木さん。あのお餅もちは？」

　まるで現実のような妄もう想そう世界から突とつ如じよ解放された花南はその反動か、鈴木の登場を冷静に受け止め、冷静に尋たずねた。質問する内容は明らかに間ま違ちがっていたけれど。

「お餅？　焼きもちなら多加良っちがいつもぼくに焼いてるよ、食べられないお餅だけどねっ！」

　鈴木は花南の質問の意味がわからず、軽く首を傾かしげたが、わからないまま勝手に答えを用意するといつも通り、屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべて見せたのだった。

「はははー、鈴木さん、誰がいつ焼きもちを焼いたんですって？」

　が、鈴木の背後から現れた秋庭多加良のその顔には雪女も凍こおりそうな──或あるいは虜とりこになりそうな──冷たい微笑ほほえみが張りついていて、花南は思わず身を震ふるわせた。

「ふうん、このマイクに向かって喋しやべると願いが叶うかもしれないんだ」

　しかし、鈴木は多加良の言葉を見事に聞き流し、そのマイクを頭上に掲かかげると、なぜか楽しげにそう呟つぶやいて。

「あっ、マイク！」

　そこで花南はようやく本当に我に返り、鈴木の手の中のマイクに気付くと慌あわてて声を上げたが、その声も鈴木の耳には届かず、

「そうだねぇ、じゃあ、今度の行事は〝みんな踊おどっチャイナダンス大会〟と〝綺き麗れいな心の人にしか見えないエアドラム大会〟と……〝マイク争そう奪だつ・この喉のどが嗄かれるまでシャウトだぜ！　カラオケ大会〟のどれにしようか？」

　鈴木はにこにこと笑いながら、マイクに向かっていくつも突とつ発ぱつ行事きかくを並べ立てた上、よりによって多加良に意見を求めたのだった。

　それは、先刻からの多加良の怒いかりの炎に油どころかガソリンを注ぎ、

「……どれも却きやつ下かに決まっているだろうが！　やるなら俺の演説会だっ！　ええい、そのマイクを寄よ越こせっ！」

　多加良は拳こぶしを振ふり上げ、鈴木の手からマイクを奪いにかかる。

「あははー、取れるものなら取ってごらん！」

　多加良の拳は鋭するどかったが、鈴木はひらりと身を翻ひるがえしてそれをかわすと同時に走り出す。当然多加良も鈴木を追って走り出し、叶野学園名物の追いかけっこの幕は今日もまた切って落とされた。

「あっ、待って下さい、鈴木さん、そのマイクは危険です！」

　やはり基本仕様が違うのか、一見したところ鈴木にマイクの影えい響きようは見られない。それでも花南は鈴木の背中に忠告を送ったのだが、その声にも鈴木は振り向かず、

「……やっぱり危険なマイクだったんだ」

「私達は、何も覚えていない、そういうことにしましょう」

　代わりに答えたのは憂ゆう鬱うつ顔の尾田と、どこか遠い目をした美名人だった。二人の顔を見れば、あのマイクに操られただろうことは聞くまでもなく、花南は黙だまって頷うなずいた。

　花南は二人と異なりはっきりとした記き憶おくがあったが──美名人の意見に同意することが精神衛生上の最善策だと判断して。

「でもさ、カラオケ大会の開かい催さいだけはまずいと思わない？」

　そして尾田はマイクという繫つながりはあったが、話題の矛ほこ先さきを鈴木が羅ら列れつした突とつ発ぱつ行事に向けると、今度は別の憂うれいに眉まゆを曇くもらせた。

「そういえば……そうよね」

「鈴木さんの歌が上手ではないからですか？」

　尾田の言葉に桑田もまたわずかに眉を寄せたが、今度は二人の心配の種がわからず花南は首を傾げた。

「それもそうだけど、多加良の歌もまずい」

「え？　この間の合唱の時はお上手でしたよ」

「合唱なら大だい丈じよう夫ぶだけれど、独唱をさせたらあまい歌声に……失神者続出よ」

　花南にそう説明しながらも、尾田と美名人の表情はどんどん曇っていき、花南も事態を把は握あくして頰ほおをひきつらせ。

「鈴木くんとは理由が真逆だけど、ある意味、ジャ○アンコンサートになるね」

　尾田の言葉を合図に三人は顔を見合わせると、

『追いかけて止めないと！』

　先に出て行った二人を追って駆かけ出したのだった。







「あー、そういえば、この間、羽黒っちに番町皿屋敷の話をアレンジして聞かせたんやった。あれ、信じとったんや。せやけど札に結界って……ありえへんやろ」

「いや、羽黒さんの潜せん在ざい能力を考えれば十分あり得る妄想はなしだと思うがね。うん、興味深かった……が、結局我々は秋庭多加良の妄想を聞けなかったわけだね」

「聞けなかったわけだねって、何諦あきらめてんねん！　ほら、追っかけるで！」

「そう言われても、どうやらマイクにかけた呪のろいはもう制限時間を過ぎて、効力切れなのだ。もう少し保もつ予定だったのだが、鈴木君にはまったく効いていなかったしね」

「呪いの時間切れってなんやねん！　だったらもう一回かけ直してや黒部長！　この企き画かくを持ちかけたんはうちなんやから言うことは聞いて貰もらう……あれ、そうやったっけ？」

「おや、こちらももう時間切れのようだね。うん、ご協力ありがとう、イースト。さあ、もう家に帰りたまえ」

「は……い。黒部長、お先に失礼します」




　ロッカーの中からイーストを見送った後、自分もまたそこから抜ぬけ出すと、黒部長は外の空気を存分に吸い込んだ。

「本当に狭せまかったね。まあ、我が慢まんした分、色々と面おも白しろいものは見られたがねぇ」

　生徒会室にはもはや彼女一人。黒部長は気き兼がねなく独りごち、小さくため息を吐ついた。

「でもまだ本当の目的は達成されていないのだがね。今度は秋庭多加良にのみ発動する呪いをかけておけば、間ま違ちがいないはずだね。ふふふ、秋庭君、首を洗って待っているがいい」

　だが、黒部長は過去を振り返ることはせず、その唇くちびるに怪あやしげな笑えみを浮うかべると、静かに未来でのリベンジを誓ちかったのだった。

　そうして黒部長は沈しずみゆく夕ゆう陽ひを見つめながらしばし沈ちん黙もくし。

「ああ、そこで見ているあなたにはひとこと言っておこうかね。早く本編に黒部長を出さないと……呪っちゃうぞ？」

　誰にともなく投げかけられたその最後の一言に、背筋を寒くした人間がいるとかいないとか。
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宮みや﨑ざき柊羽しゆう

第８回角川学園小説大賞〈奨励賞〉受賞。某年６月26日出発。現在も長野県を運行中。

レッドグローブというぶどうは皮も食べられておいしいです。テレビも見られるパソコンを買いましたが、どうすれば視聴できるのかまだわかりません。でも「神様」も「ゲーム」が３つの短編に加えて書き下ろしも楽しめるお得な一冊だということは、すぐにわかって頂けると思います。







　あとがき







　みなさん、こんにちは。宮﨑柊羽です。

　緑の美しい季節に、『神様もゲーム』でお目にかかることになりました。

「神様」と「ゲーム」の間に文字が挟はさまるシリーズ「も」三冊目、ということで『神様もゲーム』というタイトルになりました──噓うそです。もう少し別の理由もあります。

　それはさておき、『神様もゲーム』は雑誌「ザ・スニーカー」に連れん載さいされた短編に加筆・修正した三編と書き下ろしショートストーリーで構成されています。

　ということで、各話を簡単に振ふり返ってみようと思っているのですが、その前にまず、『神様もゲーム』のサブタイトルの説明をさせて下さい。短編集の時は毎回読みにくい、というか普ふ通つうに読めないサブタイトルをつけているのですが、今回はそれを極きわめた感がありますので。

「カガミ／ガラス／ヒカリ／アソベ」と書いて「カガミモガラスモヒカリトアソベ」と読んでいただくようになっています。このサブタイトルを踏ふまえた上で、これから各話を振り返ってみますが、少々ネタバレの部分もあると思いますので、まだ知りたくない方は本編読どく了りよう後に目を通して下さいませ。




【第一話】カガミノクニノカノジョ

　連載第一話です。連載自体は二度目の経験ですが、この第一話はとにかく「鏡」から始めると決めておりました。理由は後述しますが、鏡と言えば「鏡よ鏡」という台詞せりふが有名です。ここから宮﨑は「呪のろい」を連想し、妄もう想そうを膨ふくらませていった結果、このような物語になりました。ちなみに「めだか箱」は「目安箱」から考えました。ええ「目高箱」です、すみません。

　また、作中に出てくる劇は実は結構細かい部分まで考えてあって、考える作業も楽しかったのですが、ページの都合もあり、最小限になったことが少しだけ残念です。




【第二話】コイイロメガネ

「鏡」の次は「眼鏡めがね」です。サブタイトルでは「ガラス」の部分に当てはまります。けれどより重要なのは「鏡」という文字でして、この繫つながりを求めて無い頭を捻ひねった結果です。こじつけと言われればそれまでですが。

　実際に「恋こい眼鏡」があったら宮﨑はとりあえずかけてみたいと思いますが、みなさんはどうですか？　ちなみに、多加良の赤眼鏡姿は不評でしたが、宮﨑は赤眼鏡が結構似合うらしいです。いま使用している眼鏡は違ちがうのですが、以前使っていた赤眼鏡はなかなか掛かけ心地ごこちがよかったので、また作ってみたいと思いながら書きました。




【第三話】キミイロマンゲキョウ

「鏡」「眼鏡」と来て最後は「万まん華げ鏡きよう」です。この物語を書くにあたって、万華鏡を自作してみたりしました。宮﨑は不器用なので出来はあれでしたが、甥おいっ子こだけは喜んでくれました。

　でも、サブタイトルで一番意味不明になってしまったのはこの万華鏡ですね。ええ、「ヒカリ」の部分がこの物語です。だけど物語の方を読んでもらえば「ヒカリ」であること、納なつ得とくしていただけるかな、と思います。

　この物語を書くきっかけは、犬の散歩中に見えた「光」でした。これの正体はまあ、いつも見える電気の光でがっかりでしたが、世の中にはもっと浪ろ漫まんと遊び心に溢あふれた光があってもいいだろう！　と考えて、物語の中ではあんな感じになりました。そういうわけで、サブタイトルの「アソベ」の要素もこの物語には含ふくまれています。

　さてさて、ここまで来れば、宮﨑がこの連載で「鏡」とつく小物を選んで使っていたこと、お気づきですよね。全四回（第二話は前後編で掲けい載さいされました）の連載で、一つの「何か」が完成する──という物語にしたくて、小物に共通点を持たせました。こうして一冊の本にまとまると、より繫がりがはっきりした気がするのですが、どうでしょう？

　そして、繫がった時にかのう様が手に入れた「何かもの」。これについては、いつか必ず書きますので、気長に待っていて下さると嬉うれしいです。

　えーと、書き下ろしショートに関しては、宮﨑の暴走というか妄想というか……本編にはなかなか織り込めないネタを詰つめ込み、正直遊んでみました。つまり、このショートにも「アソベ」の要素がたくさん入ってしまったわけです。結果オーライということで、笑っていただければ幸いです。

　でも、本当に「黒部長」は早く出したいです。実は何度か書いてみたりしているんです。でも、その度たびにページの都合等で削けずられてしまい……もはや何かの力が働いているような気がします。だけど、めげずにまた書きます。ええ、身の危険を感じていますから（笑）。




　ということで、宮﨑が無事なうちに謝辞に移らせていただきます。

　担当の山口女史。短編と言われながら、いつも中編を仕上げてしまう宮﨑を温かく見守ってくださり、ありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。

　イラストの七草様。毎回素す敵てきなイラストをありがとうございました。今回の表紙ももう、最高です！　毎回本当にイラストを楽しみにしております。今後ともよろしくお願いします。

『神様ゲーム』のコミックを描えがいて下さっている吉よし村むら工たくみさん、今回は帯に４コマをいただきありがとうございます。宮﨑も毎月楽しみにしているコミック版神ゲーは「月刊Ａｓｕｋａ」で連載中です。どうぞ一度読んでみて下さい。

　友人、知人、その他この本を作るためにご尽じん力りよく下さったすべての方に、感謝申し上げます。

　そして、いつも読んで下さる読者のみなさん、本当に本当にありがとうございます。いただいたお手紙、執しつ筆ぴつの励はげみにしております。が、最近はなかなかお返事が出せず、心苦しく思っております。でも、ちゃんと宮﨑のパワーになっておりますのでまたお手紙下さいね。

　次は必ず長編でお目にかかりたいと思っています。少しでも面おも白しろいものにするために、現在頑がん張ばっていますので、もうしばらくお待ち下さい。

　それでは、また次の『神様ゲーム』で！

















あとがきの中で、コミック版『神様ゲーム』連載および帯の４コマ漫画に関する記述がありますが、これは紙版が刊行された２００８年当時の情報となります。ご了承ください。
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